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　　　　　プロローグ







　九十九階層にも及ぶ古こ代だい遺い跡せきの攻略。

　その途中で出会ったおれと同じ境遇の現実からやってきた女の子、黒くろ羽はね桐きり香かさん。

　あの方の命令で動いていたボスクラスの魔ま物もの、マスターバク。

　邂かい逅こう、敵対、策さく略りやく──

　様々な出来事があった末におれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶは黒羽さんを仲間に加え、彼女を利用していたマスターバクを倒し、古代遺跡の最下層に到達した。

　その後……。

　おれたちはスタート地点である大だい聖せい堂どうに戻り、東エリアに向けて進軍を開始した。

　……。

　…………。

　………………。

　そして──

　おれたちは東エリアで、この世界を統すべる者と遭そう遇ぐうすることになる──




「ワタシの名はローズ」




　新あらたなエリアでの新たな邂逅。

　それは唐とう突とつで不ふ可か思し議ぎなものだった。

　音もなく出現したのは赤いドレスを身にまとった少女。

　人形のような目をした色白の女の子──

　その場にはおれとシャノンさんと黒羽さんの三人しかいなくて。

　そして、おれたち以外のあらゆるものは時間が止まったように停滞していた。

　空を覆おおう雲も、飛び交う鳥も、小川の流れも。

　そんな中、少女が口を開く。




「この世界はワタシが作った」




　言葉に力はなく、少女の目にはなんの感情も浮かんでいなかった。

　ただ淡たん々たんと、事務的に、連絡事項を告げるように、真実を口にした。

　この世界を作った──

　ＲＰＧにおいて黒くろ幕まく的なキャラクター、創そう造ぞう主しゆ的な存在がいかにも言いそうなセリフ。

　だが──

　少女の言葉がこの元ネタありきのゲーム世界の発ほつ端たんを意味するのだということが……。

　おれにはすぐにわかった。

　なぜなら……。

　なぜなら彼女は……──

　……。

　…………。

　………………。













　　　　　ＡＣＴ１　現実～Focus on the light～







　時はローズと名乗る少女と出会う数日前に遡さかのぼる──




「──あ、待って」

　おれの言葉を遮さえぎるようにして黒くろ羽はねさんが待ったをかけた。

　彼女は「自力で思い出すから風かざ間ま君は黙だまってて」と言ってベッドの上で寝返りを打って仰あお向むけの姿勢になり、ん～、と静かに唸うなった。ひっくり返った拍ひよう子しにスカートが微妙にめくれ、白い太ふと股ももが顕あらわになったため、おれは黒羽さんから視線をそらした。

　と言いつつ、チラチラと様子をうかがってしまうのは健全な青少年の性さがである、と主張させていただきたい。それにしても最近の黒羽さん……おれに対して無防備すぎるよな。まあ、以前みたいに敵意むき出しなのよりはずっといいけど。

「思い出した」とそのとき黒羽さんが枕まくらから顔を離し、「『ドラゴンハンティング８』の新大陸でこなすイベント。大陸の地下深くに封ふう印いんされている扉とびらを開くために必要な五つの石板集め」

「うん。正解」

「あれで遊んだの小学生のときだから、思い出すのに時間がかかったわ」

「小学生のときってことは黒羽さんもリアルタイムでやったんだね？」

「ええ。発売日に買ったわ。国民的な人気シリーズですもの。私、こう見えてお祭りごとには積極的に乗っかるタイプなのよ？」

「へえ、意外だな」

「よく言われる。もっと天あまの邪じや鬼くな人だと思ってた、って付け加えられたりとかね」

　顔を歪ゆがめながらベッドの上を転ころがる黒羽さん。ちなみにおれのベッドである。

「私ってそんなに捻ひねくれているように見える？」

「う、うーん……感じ方は人それぞれじゃないかな……」

　曖あい昧まいな表現でお茶を濁にごすおれ。マジヘタレ。

　しかし、思い返してみると、黒羽さんとの出会いは最悪に近い印象だったよな。でも、信頼関係が芽め生ばえた今、おれの黒羽さんに対する印象は好意的な要素が大勢を占しめている。たぶん同じ現実からやってきた人間という親近感から来るものだと思う。

　現在、中ちゆう央おう司し令れい部ぶが滞在している『サンサーラの街まち』は、スタート地点である大だい聖せい堂どうの東に位置する新あらたなエリアの中央に位置する。実は敵のレベル的にはもう一つの未開エリアである西エリアのほうが低いのだが（といってもそれほど差はない）、実際に進めたのは東エリアのほうだった。西エリアに進むとまもなく古い遺い跡せきが見えてくるのだが、そこの入り口は赤い障しよう壁へきに覆おおわれており、中に入ることはできなかった。たぶん遺跡の中は東エリアよりも高レベルの敵が出現するようになっているのだろう、とおれは推測している。

　さて──

　この新しい街まちにやってきてからというもの、おれは何度も黒くろ羽はねさんとこうして攻略の相談の傍かたわら雑談に興きようじている。そこには単純にコミュニケーションを取るという意味もあるのだが、二百本にも及ぶＲＰＧを下した敷じきにしたこの世界の謎なぞを紐ひも解とく作業において全すべての情報を共有できるのが同じ現実からやってきた黒羽さんだけというのが大きい。

　だから顔を合わせる機会が多い。

　今も今後の攻略に際して談笑しつつ議ぎ論ろんを交わしていたのだ。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶのみんなに明かしていいこと、明かさないほうがいいこと……。

　話したくても話せないこと──そんな情報がたくさんあるから。

「黒羽さん、石板の話に戻るけど、五つの石板の在あり処か、覚おぼえてる？」

「さすがにそこまでは……」

「じゃ、これ」とおれは一枚の羊よう皮ひ紙しを手渡す。「まとめておいたから目を通しておいて」

「……え、何これ……」

「ん？　何か間違ってたかな？」

「そうじゃなくて。石板がどこの街で、どこのダンジョンで手に入るのかって情報はともかく、この石板の模様……五つとも細かい意い匠しようまで丁てい寧ねいに描かれているけれど、風かざ間ま君ってこんなことまで覚えているの？」

「う、うん」

「……正直引くわ」

　と言いながらなぜか笑っている黒羽さん。

　本気で蔑さげすんでいるわけではないようだ。

「今さらな質問だけど、どうしてそんなに詳くわしいの？　石板の模様まで記き憶おくしてるだなんて、攻略本を丸暗記しているとしか思えないんだけど？」

「おれ、攻略情報をまとめるのが好きでさ、攻略Ｗｉｋｉの編集を小学生の頃ころからやってたんだ。もうけっこうな数、編集してるよ」

「ああ、そういうこと。だから暗記しちゃうほど詳しくなっちゃったのね」

「そうそう」

「ふーん。もしかして風間君って将来はゲームクリエイターとか目指してるの？」

「そこまでは考えてないよ。ゲームで遊ぶのと、ゲームを作るのはまったく逆のベクトルだからね。おれは遊ぶ側の住人でしかないよ」

「そういえば風間君ってＲＰＧ以外のジャンルはどうなの？」

「遊ぶよ。人並みだけど。といってもアクション全般は苦手だけど。やっぱりじっくり考えながらプレイできるジャンルが好きだな」

「だからＲＰＧなのね」

「そうだね。ＳＲＰＧとかも好きだし」

「ＭＭＯＲＰＧは？」

「やるけど……チャットで会話するのが苦手でソロプレイになりがちなんだよね……」

「あらあら」と言って黒くろ羽はねさんが笑う。「今や数百人の冒ぼう険けん者しやを束たばねる軍ぐん師しという身なのに、元ソロプレイヤーだなんて。寂しい経歴の持ち主ね」

「……いやぁ、でもさ、リアルタイムでチャット打つのって、実際に会話が得意な人じゃないとすらすら言葉が出てこないと思うんだよね」

「まあ、それは一理あるわね」

「そういう黒羽さんはどうなの？」

「私？」

　黒羽さんがくるっと寝返りを打って仰あお向むけになる。

　その無防備な姿におれはドキッとした。

「実は私、一時期ＭＭＯＲＰＧにハマりすぎて廃はい人じんになりかけたのよねぇ」

「マジっすか……。ちなみに何をやってたの？」

「『最さい果はてのフロンティア』よ」

　黒羽さんがタイトルを口にした瞬しゆん間かん、おれの脳のう裏りである記き憶おくがよみがえった。

　ある記憶といっても単なる日常の記憶だ。

　現実である人物とメールのやり取りをしたというだけの記憶。

　ただ相手が普通の友達ではなくて……。

「たしかそのゲームって完全無料のヤツだよね？」

「そうそう。課金もない完全無料ゲー」

「いわくつきのゲームだよね」

「詳くわしそうね？」

　と言って黒羽さんが身体からだを起こし、今度はベッドの縁へりから足を投げ出した。

「いや、だってあのゲームを開発した人って連日連夜ネットで話題になってたし、ゲーマーであの人を知らないヤツはいないと思うよ？　ってか、ゲームを知らなくてもネットに詳しい人ならだいたい知ってるってレベルだし」

「ま、そっか。あの人、プロのイラストレーターにビジュアル化までされてヴァーチャルネットアイドルみたいになっているものね」

「うん。今や時の人だからね。……まあ性格に難ありだけど」

　おれは腕うで組ぐみをし、うんうん、と評論家のように頷うなずく。

「あら、温厚な風かざ間ま君にしては辛から口くちな意見ね？」

「……いや、実はさ、おれ、あの人と……」

「あの人と？」

「…………あれ」

　とそこでおれは肝かん心じんなことを忘れていることに気づく。

「風間君？　どうかしたの？」

「や、その、さっきから話題にしている人物の名前……思い出せなくて」

「…………っ」

　おれの発言を受けて黒くろ羽はねさんの表情が硬こう直ちよくした。

　そして、一いつ瞬しゆん、間があったあと、

「……私も思い出せないわ」

「黒羽さんも？」

　顔を見合わせると、黒羽さんが真剣な面おも持もちで頷うなずき、

「もしかして例の武器を使いすぎた弊へい害がい……？」

　例の武器──

　おれたちの現実の記き憶おくを奪うばう携けい帯たいゲーム機き──

　レベル99のおれと黒羽さんがこの世界で魔ま物ものを相手にするためには携帯ゲーム機から出てくる武器に頼らなければならない。だが武器を長時間使用すると、頭痛を引き起こし、さらには記憶にまで影えい響きようが出てくる。

「そうそう忘れるはずないわよね。あんな有名人の名前を……」

「そう……だね」

　記憶が抜け落ちているのを実感したのは二度目だ。

　忘れたのはたった一人の人間の名前──

　だけど思いのほか精神的ダメージは大きかった。

「風間君、大丈夫？」

「う、うん……」

　黒羽さんもショックは受けているようだがおれほどではないようだった。

　彼女は古こ代だい遺い跡せきの攻略でかなり無茶をしていて、現実の記憶にかなりの影響が出ている。

　現実に未練はない──

　以前、黒羽さんがそんなことを口にしたことがあったが、彼女がおれのように動揺していないのは現実に対する思いの差が関係しているのだろうか？

「たしか女性だったわよね？　あの人って」

　おれを気遣っているのか、黒羽さんが明るい調子で言った。

「そうだね。それはたしかだよ」

　名前は思い出すことができないが、性別は女で間違いない。だから十代の『女の子』という設定が生まれ（十代ってのはみんなの願望）、ビジュアル化されるに至ったのだ。

　課金システムもなく、完全無料ゲーとして公開された『最さい果はてのフロンティア』はその女性が、一人で開発したと言われており、また本人もそれを認めている。今年の春の時点で同時接続者数は五万を超こえたと言われていたが、この規模のＭＭＯＲＰＧをどうやって一人で開発したのか、どうやって五万人ものユーザーが同時接続するサーバーを個人で維持しているのか、全すべては謎なぞに包まれている。

「ねえ、風かざ間ま君？　さっき、その天才クリエイターのことで何か言いかけなかった？」

「あ、うん……」

　おれは気持ちを落ち着けようと大きく深呼吸をした。

　抜け落ちた記き憶おくのことはショックだが、いつまでもくよくよしていられない。

「黒くろ羽はねさんはあの人が覆ふく面めんのゲームクリエイターで、現実での露ろ出しゆつは皆かい無むだけど、ネット上では積極的に発言する人なのは知ってるよね？」

「ええ。公式ブログ、公式ツイッター。他にもいろんなところに出現するらしいわね。某ぼう巨大掲示板にまで出張するとか」

「そうそう。ちょっと冷たい喋しやべり方かたでよく言えば理知的、悪く言えば無ぶ愛あい想そうなんだけど、どんな些さ細さいな質問にもちゃんとレスをつけてくれるから人気があるんだ」

「でもあの人、粘ねん着ちやくする人には容よう赦しやないわよね。平気で論破しようとするし」

「そういう一面もあるね」

　と返しつつおれは笑う。思い出し笑いというヤツだ。

「ん？　何がおかしいの？」

「や、それがさ、実はおれ……メールでやり取りしてた時期があるんだよ。それもお互いに相手を論破しようと奮ふん闘とうしてさ」

「それ本当？」

「うん」おれは椅い子すから立ち上がり、窓の外に視線を投じる。「とある攻略Ｗｉｋｉのコメント欄らんに降こう臨りんしてさ。何なに気げないやり取りが発ほつ端たんだったんだけど、いつの間にか引くに引けない泥どろ沼ぬまの議ぎ論ろんに発展しちゃって。他の人に『喧けん嘩かは他所よそでやれ』って言われて戦いの場をメールに移したんだ」

「へー、それはなかなか面白い展開ね。で？　最終的な勝者はどっち？」

「どう……だったかな」

「あ。もしかしてそれも忘れちゃった……？」

「……みたい。途中までの展開は覚おぼえてるんだけど」

　たしか『開発者の意図はこうだ』っていう結論の出しようのない議論だったはず。

　そういえば議論とは関係のないメールなんかももらったような気がする。

　……まいったな。それほど重要な記き憶おくではないけど、思い出せないのはちょっと恐こわい。

「風かざ間ま君、大丈夫？　顔色が悪いわよ？」

　気づけば黒くろ羽はねさんがおれの顔を正面から覗のぞき込こんでいた。記憶を失ったことによるドキドキとはまた違ったドキドキがおれの胸むねを高鳴らせる。……近い。近いから。

　おれがいろんな意味で動揺していると、




「おい、裕ゆう貴き。入るぞ」




　廊ろう下かでマシューの声がし、おれの返事を待つことなく扉とびらが開かれた。

「ん、黒羽がいたのか。邪じや魔まだったか？」

「いえ、別に」黒羽さんが首を振る。「風間君。邪魔が入ったから私はこれで」

「なんだよ。やっぱり邪魔なんじゃねーか」

「邪魔だけど、私も長居してしまったからあなたの用事を優ゆう先せんしてあげる、という意味で『別に』と言ったのよ」

「相変わらず素直じゃねえヤツだな」

「あなたほどではないわ」

　この二人はいつもこんな感じだ。決して仲が悪いわけではない。というか黒羽さんがおれとの会話を切り上げたのは、マシューを交まじえて現実の話をするわけにはいかない、という意い識しきが働いたからに他ならない。彼女が言い出さなければおれのほうからやんわりと話を打ち切っていた。

「ったく」

　黒羽さんが出ていくと、マシューが大きなため息をついた。

　マシューって黒羽さんに苦手意い識しき持ってそうだよなあ……。

「裕貴。メシ食いに行こうぜ。美味うまいメシ屋見つけてよ」

「あ、もうそんな時間か」

　窓の外を見るとすでに日が落ち、薄うす暗ぐらくなりかけていた。

「ってか、食事なら黒羽さんを追い出す必要はなかったんじゃない？」

「や、追い出してねぇし。あいつ自みずから出ていっただろうが」マシューはそう言ったあと神妙な顔つきになり、「でもちょうどいい。あいつ抜きで話したいことがあるんだ」

「……え？」

「話はあとだ。ほら、支し度たくしろ。人気のある店だから早く行かないと混むぞ」

「う、うん……」

　黒羽さん抜きで話したいこと？　なんだろう？

　……嫌いやな予感がするな。







　場所を移して、多彩な肉料理が味わえる街まちの酒場にて──

「噂うわさになってるぞ。お前と黒くろ羽はねがデキてるんじゃないのかって」

「──ブッ！」

　おれは口に含んでいたお茶を噴ふき出だした。

「おい、きたねーな！」

「ゴ、ゴホゴホ……だってマシューが変なこと言い出すから……」

「仕方ねぇだろう。こんな話、遠回しに伝えようがねぇんだからよ」

「……ちなみに誰だれから聞いたの？」

「バニラからだ。あいつすげー怒ってたぞ。青あお筋すじ立ててさ。もちろんお前に対してじゃなくて黒羽に対してな」

　バニラさんの憤ふん慨がいする姿は容易に想像できた。

　許せませんわー、とかなんとか言いながら地じ団だん駄だを踏ふんだに違いない。

「その噂、他のみんなも知ってるの？」

「お前とシャノンと黒羽以外はな」

「えっと、おれと黒羽さんはわかるんだけど、どうしてシャノンさんも除外されてるの？」

「そりゃ、シャノンはお前の正せい妻さいだってことになってるからな。さすがにあいつの耳に入れるわけにはいかないだろ」

「………………あの……正妻……ってそれも初耳なんだけど？」

「いや、さすがのおれも現段階でお前とシャノンがデキてるとは思ってないが、いずれはそうなるんじゃねーかってお前らを見てたら……なあ？」

　いやいや。なあ？　とか言われても。ってか、みんなそんなふうに見てたの？

「お前とシャノンはいつも一緒だからな。朝のパトロールにしても、ダンジョンを探たん索さくするにしても。近くで見てるおれでもそう思うんだから、遠巻きに見てる連中が妄もう想そうを膨ふくらませるのも無理のない話だって」

　なんだよそれ。芸能人のスキャンダルじゃないんだからさ……。

「でもって黒羽の登場だ。連中にとっては格かつ好こうのネタだろうな。実際、お前ら最近仲いいし」

「それは……そうだけど」

「ま、黒羽のほうがお前になびいてるって感じに見えるが。にしても、最初は裕ゆう貴きを亡き者にしてやろうってくらい攻こう撃げき的てきだったのに変われば変わるものだな」

　そうか。そうだよな。おれにとって黒羽さんは同じ現実からやってきた普通の人間で、ゲームのキャラクターであるシャノンさんやマシューたちとは共有できないものを彼女となら共有することができる。お互い相手に親近感を覚おぼえたからこそ、短い期間で仲良くなれたのだ。でも、他のみんなはそういう事情を知らないわけだからな。そりゃ誤解もされるか。

「で？　実際のところどうなんだよ？」

「楽しそうだね、マシュー……」

　おれは串くし焼やきを頰ほお張ばりながらその質問を受け流す。

「なんだよ、教えろよ」

「……想像にお任せするよ」

「じゃあ、シャノンは変わらず正せい妻さいで、黒くろ羽はねは愛人ってことで一つ」

「いやいやいや！　それはないって！」

「だったら観念して正直に話せ──ほらほらっ」

　マシューがキンキンに冷えたお酒の入ったコップをおれの頰に押し当ててきた。

　うわ、冷たっ。ってか、早くも酔よってるよ、マシュー。顔赤いし。

「勘弁してよ……」

　…………ハァ、まいったな……。

　まさか噂うわさがもとで三角関係に発展するなんて。

　いや、まだ三人の関係がそうなったわけではなく周囲が騒さわいでいるだけだけど。

　ただこの噂がシャノンさんと黒羽さんの耳に入ったらと思うと……。

　……ハァ。

　再びため息。

　口からこぼれ出たその吐と息いきは不安と期待が入り混じっていた。

　期待──

　だって二人ともおれにはもったいないくらいの美人だから。

　……もっとも、実際に二人とどうこうって話ではないんだけど。
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　数日後──

「裕ゆう貴きさ～ん！」

　サンサーラの街まちの中央にある噴水広場でみんなが集まるのを待っていると、シャノンさんがマントをなびかせながらおれに駆かけ寄よってきた。

「無事、商人さんから『橙だいだいの石板』を買い取ることができました」

「ご苦労様。さっきマシューたちから念ねん話わ装そう置ちで連絡があって『緑の石板』も手に入ったみたいだよ。これで残りは『黄の石板』だけだね」

　離れた場所にいる味方と心の声で会話するアイテム、念話装置──

　これのおかげで別行動を取っていても即連絡を取り合うことができる。

「意外に早く集まりましたね」

　そう言いながらシャノンさんが『橙だいだいの石板』を差し出す。

　おれはそれを両手で受け取ろうとしたが、

「わっ……」

　受うけ取とり損そこねて落としそうになった。──が、なんとか持ちこたえた。

「だ、大丈夫ですか？」

「ごめん。手が滑っちゃって……」

　本当は不注意などではなく、シャノンさんの柔らかな手に触れて動揺してしまったからなのだが、さすがにそんなことは言えない。……ああもう、小学生かよ、おれは。

「裕ゆう貴きさん。疲れていらっしゃるのでしたら、あそこにベンチがありますからお休みになったらいかがですか？　他のみなさんが集まるまでもうしばらく時間がかかりそうですし」

「別に疲れてはいないよ。シャノンさんこそ座ったら？」

「いえいえ。私は元気いっぱいですから」

「そ、そっか……」

　おれは笑顔のシャノンさんから目をそらす。

　マシューから聞かされた噂うわさのせいでシャノンさんを過か剰じように意い識しきしてしまう。黒くろ羽はねさんと顔を合わせたときも同様で、二人の何なに気げない仕草に注目している自分がいる。どうやらシャノンさんと黒羽さんには噂が耳に入っていないようで、当然ながら挙きよ動どう不ふ審しんなのはおれだけ。

　今は平常運転の二人だけど、お喋しやべりなバニラさんあたりがそのうち口を滑らせそうで恐こわいんだよな……。二人が真相を知ったとき、おれはどう振ふる舞まえばいいのだろうか──







「みんな集まったみたいだね」

　噴水の前に集結した八人。

　おれ、シャノンさん、黒羽さん、マシュー、リーネ、バニラさん、エルマさん、アルルさん。

　けっこうな大おお所じよ帯たいだ。最近、ダンジョンなどを探たん索さくする際は八人で固まって動かず、おれと黒羽さんをそれぞれリーダーとしたチームを作り、並行して探索を行うことが多い。もう一人のレベル99である黒羽さんと事前に情報を共有しておき、別行動を取ることで探索の能率を上げているのだ。

　今回の『石板の欠片かけら』集めも初日は二手に分かれ、おれのほうは『青の石板』を、黒羽さんたちは『赤の石板』の獲かく得とくを目指した。そして今日は残りの石板集め。すでに『橙の石板』と『緑の石板』は手に入っているので、残るは『黄の石板』だけだ。

　この五つの石板は大陸の北端の地下に眠るボス部屋の扉とびらを開けるのに必要となる。ちなみにその地下には巨きよ獣じゆうアジ・ダハーカというボスが待ち受けている。この巨獣アジ・ダハーカは東エリアで見つかった街まち、村、ダンジョンなどの配置から考えてこのエリアの最終ボスだと思われる。

「それで、ゆーき？　最後の石板はどこにあるのじゃ？」

　フード付きの可愛かわいらしい白衣を着たリーネがおれを見上げながら言う。

「うん。これはさっき酒場で仕入れた情報なんだけど、どうやら『黄の石板』は大陸の南にある『ジャイナ村』という山やま間あいの村にあるらしいんだ」

「……南はあまり探たん索さくしてない」虫使いのエルマさんがおもむろに地図を取り出す。「たしか険けわしい山道が続いているはず。村まではそうとうな距離がある」

「わ、ホントだ。長い道のりになりそーねー」と獣けもの耳みみがトレードマークのアルルさんがエルマさんの肩かた越ごしに地図を覗のぞき込こむ。

「裕ゆう貴きさん、人選は？　もう決まっているのですか？」

「うん」おれはシャノンさんの問いかけに頷うなずき、「おれ一人で行こうかと思って」

「一人で？　なんでまた？」と今度はマシューの質問。

「たぶん今から街を出てもあちらに着く頃ころには夕方になっていると思うんだ。この八人で向かった場合ね。でもおれ一人なら日帰りでなんとかなるんじゃないかなーって思ってさ」

　……というのは建たて前まえだ。ジャイナ村での石板イベントは戦せん闘とうが絡からまない楽なイベントではある。しかし、あの村の近くの洞どう窟くつには凶きよう悪あくな魔ま物ものが眠っていてエンディング後に特別な戦闘イベントが用意されているのだ。もちろん今回の石板イベントとは無関係なのだが、万が一ということもある。それにＲＰＧにおいて山奥の村という場所はイベントが起きやすいところ。これまでのように他のゲームのイベントが絡んでくるとも限らない。だからおれ一人でと思ったのだ。絶対に安全だという確証があればみんなで行ってもいいのだが……。

「理由はわかったけれど、一人はダメよ。危険だわ」

「黒くろ羽はねさんがそんなことを言ってもちっとも説得力がありませんけど、わたくしも軍ぐん師し様お一人でというのはおすすめできませんわ」

「うむ」

　リーネがバニラさんの意見に同意を示し、つぶらな瞳ひとみで黒羽さんを見つめる。孤高を気取っていた頃の黒羽さんを思い出しているのだろう。

「と、とにかく単独行動はダメよ……」

「わかったよ。一人で行くのは止やめにする。でもさ、全員で行く必要はないよね？」

「ま、そうね」黒羽さんが小さく頷き、「だったら、私が風かざ間ま君に同行するわ。私なら彼のスピードについていけるし、風間君の狙ねらい通どおり日帰りで石板を持って帰ることができるはずよ」

「ちょっとお待ちください！　わたくしも同行しますわ！」

「は？　それはなんの冗談？　あなたみたいなノロマを連れていったら一泊二日の小旅行になってしまうじゃない。足だけじゃなくて体力もないでしょう、バニラは」

「……で、ですが……わたくしの目の届かぬところで、お二人がふしだらな関係にならないとも限りませんし……」

「あー、なるほどー。そういう心配があるわけかー」

　獣けもの耳みみをピクピク揺らしながらニヤリと笑うアルルさん。

「……でも日帰りだよ？」

「甘いわ。エルマ。それが桐きり香かの手なのよ。日帰りなら怪あやしまれないだろうって」

「……なるほど。桐香は策さく士し」

　ひそひそ。ひそひそ──

　仲のいいアルルさんとエルマさんの幼おさな馴な染じみコンビが妄もう想そうを膨ふくらませる。

　さらにそこにバニラさんとリーネまで加わり、男子には介入不可能な乙女おとめの園そのが完成した。

「なんなのあれ？」

「さ、さあ……」

　呆あきれ顔がおの黒くろ羽はねさんに曖あい昧まいな言葉を返すおれ。

「みなさんどうなさったのでしょうか？」

　シャノンさんも状況を把は握あくできていないようで首を傾かしげている。

　バニラさんが過か剰じよう反はん応のうしたのは間違いなく中ちゆう央おう司し令れい部ぶ内に広まっている噂うわさのせいだろう。

　実際、輪の中に入っていないのはマシューを除けばおれ、シャノンさん、黒羽さんと噂の当事者たちだけだ。

「ったく、あいつらは……仕方ねぇな」

　マシューが前まえ髪がみを払いながら女じよ性せい陣じんに接近する。

　仕方ねぇな、ってマシューもこの間、酒場でおれに根掘り葉掘り質問してたじゃん……。

「おい、バニラ。そのへんにしておけよ」

「あら？　なんですの、雑魚ざこマシューさん？」

「誰だれが雑魚だ！」

「ではダサマシューさんで」

「いや、普通に呼べよ！」

「アホマシュー？」「クズマシュー！」「……マシュマロマシュー（ダジャレ）」

　バニラさんに続いて、リーネ、アルルさん、エルマさん、とコンボ攻こう撃げきが続く。

「お前らいい加減にしろ！」

　注意するつもりが逆に遊ばれてるよ。マシュー、可哀かわい想そうに……。

　って、そろそろ止めないと。

「あのー、そろそろ出発したいんだけど？」

　おれはマシューを助けるつもりでみんなにそう声をかけた。

　するとバニラさんが駆かけ寄よってきて、

「軍ぐん師し様、ではこうしましょう。わたくしは潔いさぎよく身を引きますわ。でも、その代わり──シャノンさんを同行させていただけませんか？」

「シャノンさんを……？」

「ええ。シャノンさんならわたくしと違って機き敏びんですし、お二人の足手まといにはならないはずですわ」

「それはそうかもしれないけど……」

「バニラ？　あなた何を企たくらんでいるの？」

　ここで黒くろ羽はねさんが口を挟んだ。

　その隣となりのシャノンさんも「えーと？」とバニラさんの提案に疑問を抱いているようだ。

「企みだなんて。ただわたくしは一人よりも二人。二人よりも三人。人手は多いに越したことはないと思っているだけですわ。たとえばあちらの村で石板の情報を集める際、黒羽さんのように愛あい想そのないお方だと、村の方々に悪印象を与えてしまうかもしれませんし、その点、物もの腰ごしの丁てい寧ねいなシャノンさんならより早く必要な情報が集まるというものですわ」

「……愛想がなくて悪かったわね」

　ふん、と鼻を鳴らす黒羽さん。

　だがシャノンさんが同行することについては異論を唱となえなかった。

　たしかにバニラさんが言うようにシャノンさんは誰だれとでも仲良くできる人だから、情報収集役には適任だ。村人たちの配置が原作通りなら別に困らないが、この世界の街まちや村はベースとなる原作は存在するものの、全すべてが元ネタ通りというわけではない。

　でも──

　バニラさんがシャノンさんの名前を出したのは別の意図があるからだと思うんだよね……。

「で？　裕ゆう貴き、どうする？」

　マシューがため息をつきながら最終確認を求めてきた。

「まあ……シャノンさんがいたほうが情報収集が捗はかどるのは間違いないけど……」

「シャノンはどうだ？」

「えっと、私で力になれるのであれば是ぜ非ひ同行させていただけたらと、そう思っています」

「では決まりですわね！」

　結局、最後はバニラさんに強引に押し切られてしまった。

　……うーん。本当にこれでよかったのかな。でも、反論しにくい雰ふん囲い気きだったしなぁ。

　村行きのメンバーが決まったあと、バニラさんが「ちょっと失礼」と言ってシャノンさんを連れて路ろ地じ裏うらに消えた。……去さり際ぎわのバニラさんは超ちようがつくほどの笑顔だった。







　その後──

　シャノンさんが戻ってくるのを待っていると、黒くろ羽はねさんが「ちょっとこっちに来て」と言っておれの腕うでを強引に引っ張り、マシューたちから離れた。

「みんな、私に何か隠しているでしょう？　私と──そうシャノンに」

　黒羽さんは噴水の音に紛まぎれるようにして鋭い質問を投げかけてきた。

「どうなの？」

　出会った当初を思い出すその攻こう撃げき的てきな姿勢におれは逆らうことができず、

「……その通りです」

　とあっさり屈してしまった。

　だって黒羽さん、目がマジなんだもん……。というか、どう考えたってこれ以上、隠し通すのは無理だ。まあ、遅かれ早かれ知ることになっていただろうし。

「──……という噂うわさが流れているらしくて」

　そんなわけでおれはマシューから聞いた話を包み隠さず黒羽さんに伝えた。

　おれと黒羽さんの関係、そしておれとシャノンさんの関係を。もちろん噂における、だ。

　正せい妻さいとか愛人とか、そのへんも正直に。

　全すべてを話し終えると──

「──へえ、そんな噂が。全然知らなかったわ」

　黒羽さんは意外そうな顔はしていたが、おれみたいに挙きよ動どう不ふ審しんな態度を露ろ呈ていすることはなく、落ち着いたものだった。これがシャノンさんなら顔を真っ赤にしてどこかに走り去っていただろう。

「ま、いいんじゃない」

「……え？」

　いいんじゃない、の意味がわからなかったおれは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「だからこのまま勘違いさせておけばいいのよ。そのほうが何かと都合がいいでしょう？」

「都合がいいって……」

「だって私たちは今後も他のみんなには伝えることができない情報を共有しなければならないのよ？　密談は必須。だったら私と風かざ間ま君はデキているってことにしたほうが何かと都合がいいはずよ。なんなら公言しちゃう？　私たち付き合ってますって」

「いや、でも、事実と異なることを公言しちゃうのは……どうだろ？」

「噂がエスカレートして流りゆう言げん飛ひ語ごが飛び交うよりはマシよ。それに、付き合っていることにすれば、みんな私と風間君が一緒のときは気を遣ってくれるはずだし。そうなれば安心して密談できるでしょう？」

「それは……そうかもしれないけど。でも、黒羽さんはそれでいいの……？」

「何が？」

「や、だから……」

　みんなに勘違いされてもかまわないの？　って聞きたいんだけど……。

　うう、言いづらい。そもそも黒くろ羽はねさんはおれに興きよう味みがないから勘違いされてもいいと思っているのか、それとも逆で興味があるから勘違いされてもいいと思っているのか……。

「あのね、風かざ間ま君。私は、リアルで陰いん湿しつなイジメを体験したことがあるの。だからこの程度の噂うわさなんとも思わないわけ。ネガティブな噂でもないしね。むしろ中ちゆう央おう司し令れい部ぶのトップの風間裕ゆう貴き様と噂になるなんて光栄の極きわみよ──フフ」

　ああ、この人、状況を楽しんでるよ……。

「……ハァ」

「何よ、そのため息は。もしかして私と噂になるの迷惑？」

「ノーコメントでお願いします……」

「まさかとは思うけど、風間君、シャノンと付き合っていたりする？」

「え!?　い、いや、それはないけど……!?」

「顔が赤いわよ？」

「も、もう……マジで勘弁してください……」

「まあ、なんにしろ噂を否ひ定ていするのだけはなしね。噂が真実じゃないんだったら二人でコソコソ何やってんだー、って突っ込みが入るかもだから。事実をありのままに伝えるわけにはいかないでしょう？」

「……それはそうだね」

　おれとしては早くこの問題を解決したいんだけど、密談は今後も必要、っていう黒羽さんの意見は正しい認にん識しきだからな。みんなの命にかかわることだし……。

「おれと黒羽さんが付き合ってる、か」

「……ちょ、ちょっと、風間君。妙なことを口にしないで」

「え？　や、だって黒羽さんが先に言い出したんだよ？」

「そ、それは……わかっているけれど、でも……あなたがそれを口にすると……」

　あれ？　どうしたんだろう？　急に歯切れが悪くなったぞ？

　おまけになんかぶつぶつ言い出したし……。

「おーい、黒羽さん？　聞いてる？」

「…………付き合っているというのはあくまでカモフラージュであって……」

「黒羽さん？」

　ちょんちょん、と人差し指で軽く黒羽さんの華きや奢しやな肩かたを叩たたくと、「きゃっ」と彼女にしては珍めずらしく可愛かわいらしい悲鳴が漏もれた。

「と、突然、触らないでちょうだい。びっくりするでしょう……」

「ごめん……」

　とりあえず謝あやまっておいた。女心ってわけわかんないなぁ、と思いながら。

「そ……それはともかく。ともかくよ……」

　黒くろ羽はねさんが、おれが人差し指で触れた肩かたに手を当てたまま口を開いた。

　露ろ骨こつな話題転換だったが、おれはあえて突っ込まなかった。

「シャノンを同行させたのは正解かもしれないわね……」

「ん、どうして？」

「風かざ間ま君、忘れたの？　……マスターバクが死しに際ぎわに残した言葉を？」

「あ」




『そうだ。あの方から貴様に贈おくり物ものがある──最低最悪のな』




　マスターバクの不気味な声を思い出す。

　貴様とはシャノンさんのこと。

　言葉の意味は明らかになっていないが、マスターバクがこの世から消滅したあと、『無む限げんのディスカバリー』のヒロイン、プリシラしか扱えないはずの『光の杖つえ』がシャノンさんの手の中におさまった。『光の杖』と共鳴し、その所有者に選ばれたのだ。

　マスターバクが言う最低最悪の贈り物とは『光の杖』のことだったのか？　それとも別の何かなのか。どちらにしろ、今後シャノンさんの身に何かよからぬことが起きるのは確実。

「忘れてた？」

「そういうわけじゃないけど、東エリアが思ったよりも平和というか、予期せぬアクシデントがまったく起こらないから……まあ、油断していたのはたしかだね」

「これもあちらの作戦のうちかもしれないわ」

「うん」おれは神妙に頷うなずき、「マスターバクの言葉はあの方の言葉に等しいわけだからね。あちらサイドがシャノンさんを標ひよう的てきにしているのは間違いない。『贈り物』が何を指しているのかはわからないけど……」

「ええ、用心することに越したことはないわ」

　黒羽さんはそう言うと、マシューたちのほうを見やった。

「あ、シャノンとバニラが戻ってきたみたいね」

「本当だ」

「行きましょう」

　先ほどまでわたわたしていた黒羽さんだったがもういつものクールな表情に戻っていた。
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　辺へん境きようの村、ジャイナ村に向けて出発したおれたちは草そう原げん地帯をひたすら南下した。

　戦せん闘とうはなるべく避け、移動は駆かけ足あしで。おれと黒くろ羽はねさんが全力で走るとシャノンさんが一人取り残されてしまうので、基本シャノンさんの走るペースに合わせることにした。

　レベル99が二人。さらに中ちゆう央おう司し令れい部ぶトップクラスの実力者であるシャノンさんを加えた三人組はちょっとやそっとでは崩くずれない最強のパーティーと言えた。

　ところが──

　三人のうち、シャノンさんだけが今日は変で……。

「シャノンさん！　後ろから敵が来てるよ！」

「…………っ」

「ちょ、ちょっと、シャノンさん!?　後ろ後ろ！　魔ま物もの、来てるから！」

「……へ？　ひゃあ!?」

　ヘビ型の魔物が棒ぼう立だちのシャノンさんに飛びかかる。

　おれは咄とつ嗟さに携けい帯たいゲーム機きから『剣』を取り出したが、いかにレベル99と言えど、仲間の不意打ちをカバーするのは容易ではなく、位置取りも悪く攻こう撃げきが間に合わない。

　──パン！　パン！

　そのとき、しんがりを任せていた黒羽さんが両手の銃じゆうから弾だん丸がんを発射。

　遠距離からの攻撃により、シャノンさんのピンチを脱した。

　シャアアアアアアア──

　ヘビ型の魔物の断だん末まつ魔まが轟とどろく中、シャノンさんが今さらのように銀色の長剣を抜く。

「シャノンさん？　怪け我がはない？」

「あ、はい……大丈夫です。すみません……ボーッとしてました……」

「三度目よ」黒羽さんが銃をしまいながらつぶやく。「今日は注意力散さん漫まんね」

「……すみません。余計なお手間を取らせてしまって」

「別にフォローするのはかまわないわ。でも、よそ見をして怪我をするのはあなたよ？」

「……は、はい。今後は気をつけますので……」

　何度も頭を下げ、自分を叱しつ咤たし、反省に反省を重ねたシャノンさんだったが……。

　その日のシャノンさんは集中力に欠ける行動が目立った。

　さっきのように魔物に不意を突かれること四回、山道の段差で躓つまずくこと三回、次の分かれ道は左だからねと言ったのにフラフラと右の道へ進んでいったり、挙あげ句くの果はてに崖がけから転落しそうになったり……と普段のシャノンさんからは考えられないミスが目立った。たしかにシャノンさんはドジキャラと言うか、たまに常人とはズレた行動を取る。だけど戦闘中はキリッとしていて常に気を張っている。今回のようなミスは考えられないのだが……。







　空に二つの月が浮かぶ中──

「さすがに今から街まちに戻るのは……難しいかな」

　おれは村の舗ほ装そうされていない道を歩きながら傍かたわらの二人に意見を求めた。

　もっとも答えは出ているが。

「宿屋で休みましょう。月が出ているとはいえあの険けわしい山道を夜中に抜けるのは危険だわ」

「……すみません。裕ゆう貴きさん、黒くろ羽はねさん。私がお二人の足を引っ張ってしまったから……」

「いいよいいよ。急ぐ理由があるわけじゃないし。ってか、日帰りでっていうのはそもそも無茶な提案だったんだよ。たぶんおれ一人だったとしても厳きびしかったんじゃないかな」

「かもね」

　と黒羽さんがそっけない一言を残して先に歩き出す。

「シャノンさん。おれたちも行こう」

　ハァ、と乾いたため息を吐き出すシャノンさんの背せ中なかを押す。

　トボトボ。

　腰こしの曲がった老人のような歩き方で宿屋に向かうシャノンさん。

「シャノンさん。元気出してよ。ほら、『黄の石板』はこうして無事手に入ったんだし」

「……はぃ」

　うーん、こりゃ、何を言っても慰なぐさめにはならないな。しばらくそっとしておこう。

　おれは手に握にぎっていた『黄の石板』を道具袋の中にしまう。

　ちなみにこの石板は村長のお使いイベント──村中をたらいまわしにされる無む駄だに長いイベント──をこなした報ほう酬しゆうとして手に入れたものだ。戦せん闘とうはなかったが、謎なぞ解ときめいたイベントはいくつかあった。無駄に時間のかかるイベントではあったものの、他のゲームを元ネタとしたイレギュラーなイベントは発生せずにすんだ。

「ん、黒羽さん」

　宿屋の前にセーラー服の少女が仁に王おう立だちスタイルで待っていた。

　もちろん黒羽さんのことだ。

「二人ともいい報告と悪い報告があるわ。どっちから聞きたい？」

　なんだそれ。ってかなんで笑ってるの？

「じゃあ、いい報告から」とおれ。

「いい報告はね、ここの宿屋が格安で宿泊できる良心的な宿だってこと」

「格安なのですか？　街のほうとは物価が異なるのでしょうか？」

　……アイテムの値段は同じだけどね、というメタ発言は口にしないでおいた。

「では悪い報告のほうは？」とシャノンさん。

「悪い報告は……まあ、これは風かざ間ま君にとってはいい報告かもしれないわ」

「そうなの？」

「ええ」と黒羽さんが笑顔で頷うなずき、「ここの宿屋、部屋が一つしかないそうよ」







「……お、おれ、外で寝ようか？」

　部屋の中を覗のぞきつつ、後ろで待機している二人に尋たずねる。

　黒くろ羽はねさんの報告通り村に一軒けんしかないその宿屋には部屋が一つしかなかった。

　辺へん境きようの山奥の小さな村──

　しかも、ジャイナ村の元ネタのドラゴンハンティングシリーズは街まちにしても村にしても小ぢんまりしているのが特徴のゲーム。部屋が一つしかないのは必然と言えた。

「ダメですよ、裕ゆう貴きさん。山の夜は冷えます。風邪かぜを引いてしまいますよ？」

「で、でも……」

　部屋は思った以上に狭かった。

　幸いベッドは三つあるが、広さは六ろく畳じよう一ひと間ま程度しかない。

　隣となり合あうベッドの間隔は五十センチくらいだ。

「風かざ間ま君を外で寝かすわけにはいかないし、私は相部屋でも一向にかまわないわよ？」

「私も大丈夫です。裕貴さんは誠実な方です。間違いを起こすような人ではありません」

「シャノン？　間違いって何？」

「……え!?　い、いえ……ふ、深い意味は……ないのですが……っ」

「ふーん」

　とシャノンさんを横目に見ながら黒羽さんが一足先に部屋の中に入る。

　そのあとにシャノンさんも続く。

「ほら、風間君。そんなところに突っ立っていないで入ってきなさいよ」

「……そ、それじゃあ……お邪じや魔まします」

　他人の部屋に足を踏ふみ入いれるような気持ちで敷しき居いをまたぐ。

　その後──

　中央のベッドを黒羽さん、おれは左、シャノンさんは右のベッドを使うことになった。

　食事は村長さんの奥さんが振ふる舞まってくれたのであとはもう寝るだけだ。

　眠れぬ夜の始まりである。







「ん、んん～……っ」

　闇やみの中──

　すぐ側からくぐもった声が聞こえる。

　微妙に艶なまめかしいその寝言のような寝息のような声はおれの心しん拍ぱく数すうを増加させる効果があった。

　……ああ、昔のゲームに女の子と雪山で一夜を過ごすことになって、夜中に理性が限界に達して自分が生み出した『エッチなもうそう』と戦う展開があったな。戦いに勝てば理性は保てるが、負ければ理性が弾はじけてゲームオーバーっていう。

「ん、んん、んんん～……はぁ……ん」

　さっきから聞こえてくるのは全部黒くろ羽はねさんの声だ。

　寝言や寝息もそうだが、どうやら彼女はあまり寝相のいいほうではないらしく、頻ひん繁ぱんに寝返りを打っている。先ほどなどベッドから足が投げ出され、おれの膝ひざの皿さらに踵かかと落おとしが炸さく裂れつするという痛ましい事件が発生した（さすがにわざとかと思ったがそんなことはなかった）。

　一方のシャノンさんは寝つきがいいようで、寝息すら聞こえてこない。まるで死んでいるかのように身動き一つせず静かに眠っている。まあ寝相はともかく、寝息のほうは黒羽さんの声に搔かき消きされている可能性がないわけではない。

　ともかく──

「……眠れない」

　シンプルな結論だった。

　つーか、女子二人と同じ部屋で眠れというほうが無理だ。

　でも、シャノンさんと黒羽さんは眠るの早かったんだよな……。

　これも信頼の証あかしか。いや、男として見られていないだけかもしれないが。

「う、ううぅぅ～ん……っ」

　……くっ、黒羽さんの声がいちいちエロい！

　これはあれか？　おれもあのゲームみたいに『エッチなもうそう』と戦うのか？

　や、でも、あのゲームだと同じベッドで寝てたし、さすがにベッドが隣となり合あってるくらいで理性が弾けたりは……。

「ん、んんんん～ん、はぁ～……っ」

　だから声！　エロいって！　何？　黒羽さん、おれを誘ゆう惑わくしてんの？

　……なわけねー。

「はぁ……。早く寝ないと明日に差さし支つかえるよな……」

　おれは寝返りを打って、黒羽さんに背せを向ける。そして、羊ひつじを数えたり、スライムを数えたり、アップルパイを食べるシャノンさんを数えたり、いろいろ工夫してみるがやはり寝つけない。このまま一いつ睡すいもできないのかと心配になってくる。

　それでも夜が更ふけると、さすがに眠くなってきた。

　うとうと。

　浅い眠りから深い眠りへ、夢の世界に向けてゆっくりと落下していった。

　ところがそんなとき……。

　──ガチャ。

　控ひかえめだったがたしかに聞こえた。

　扉とびらが開く音が。

「……ん」

　おれは暗がりの中で目を開け、入り口のあるほうを見た。

　すると長剣を両手で抱えたシャノンさんが部屋を出ていく姿が確認できた。

　シャノンさんどうしたんだろう？　素す振ぶり？　でも、こんな時間に？

　気になったおれは黒くろ羽はねさんを起こさないよう忍しのび足あしで部屋を抜け出した。







　──いた。

　シャノンさんは宿屋の裏手に広がる芝しば生ふの上で素振りをしていた。

「山の上だからかな。星がたくさん見えるね」

「あ、裕ゆう貴きさん……」

　パジャマ姿で素振りをしていたシャノンさんの動きが止まった。

　おれは彼女の隣となりに並ぶと改めて空を見上げた。シャノンさんもつられて上空に目を向ける。

　しばらくの間、二人で満天の星空を鑑かん賞しようした。

　この無数の星は宇宙空間に浮かぶ本物の恒こう星せいなんだろうか？

　それとも映像的な演出にすぎないのか……。

「裕貴さん。今日は本当にすみませんでした。足を引っ張ってしまって……」

「いいよ、すぎたことは。それよりこんな時間に素振りなんてやってたら、それこそ明日に差さし支つかえるよ？」

「……すみません。夜中に目が覚さめて……眠れなくなってしまったものですから」

「それで素振りを？」

「はい。身体からだを動かせば眠くなるのではないかと思って」

「そっか」おれは地上に視線を下ろし、「あのさ……ちょっと聞いてもいいかな？」

「えっと……それはもしかして」

「うん。たぶんシャノンさんの想像通り」

「昼間、私がミスを頻ひん発ぱつさせた理由……ですよね？」

　シャノンさんがそう言って背せ筋すじを伸ばす。

　おれが、うん、と頷うなずくと、

「……い、言わないとダメですか……？」

　と素直なシャノンさんにしては珍めずらしく懇こん願がんの意思表示が返ってきた。

「ダメとは言わないけど、その……できれば教えてほしい」

「……うう」

　シャノンさんが困ったように頰ほおを搔かく。

　そして、ハァ、と一つ大きなため息をついたあと、

「その……裕ゆう貴きさんを前にしてこういうことを言うのは……ちょっと気が引けるのですが」

「言いにくいことなの？」

「と言いますか……えっと……あの……」

　シャノンさんは散々躊ちゆう躇ちよしたのちに真実を語り出した。

「じ、実は街まちを出る前にバニラさんから裕貴さんと黒くろ羽はねさんに関する噂うわさを……えっと、お二人が付き合っているという……」

「…………うっ」

　やはりその件か──

　なんとなく予想はついていたんだけど、ついにシャノンさんに知られてしまったか。

「わ、私、全然知らなくて。それで、あの、お二人に同行するのはまずいのではないかと思ったりして……えーと、つまり……その……」

　シャノンさんはしどろもどろで弁解（？）したあと、あはは、と苦笑いを浮かべ、

「私、どうしてこんなにそわそわ……変ですね」

　と言って俯うつむいてしまった。

　……バニラさん、なんのつもりでこんなことを。まさか自分の代わりにシャノンさんを黒羽さんにぶつけようっていう魂こん胆たん？　勘弁してほしいなあ……。でも、まあ、噂のことは遅かれ早かれシャノンさんの耳に入っていただろうからな。バニラさんを責めても仕方ないか。それより問題は──

「あ、あの、裕貴さん？　噂は……本当のことなのですか？　それとも……？」

　問題はシャノンさんをどう納得させるかだ。

　……間かん髪はつ入れずに来たよ。全然考えまとまってないのに。

「裕貴さん、答えていただけませんか……？」

　顔を寄せてくるシャノンさん。

　その真剣な表情におれは気き後おくれしてしまう。

「お、おれは……」

　黒羽さんは付き合っていることにしたほうが何かと都合がいいと言っていた。

　おれもそうだとは思う。だけど──

　だけどなぜだろう。シャノンさんには噓うそをつきたくないと思っている自分がいる。

　今まで散々噓をついて誤ご魔ま化かしてきたのに。

　最初から、これまでずっと。

　レベル99という最強のステータスを、ゲームを通して得た攻略法を。

　真実を告げず、はぐらかしたり、みんなを欺あざむいたり、言いくるめたり。

　みんなをゴールに導くため──そうやって騙だまし騙しやってきたのに。

　……後ろめたい。

　全すべてを吐き出したい衝しよう動どうに駆かられた。

「何も言わないということは、やはり噂うわさは……本当のことなのですね？」

「いや、それは……」

　違う。そうじゃない。

　噂はデマ。事実とは異なる……。

「裕ゆう貴きさん……どっちなのですか？」

　長い沈ちん黙もく──

　おれはどう答えるべきか悩んだ末に、

「黒くろ羽はねさんとは……別に付き合っては……いないよ」

　と噂を否ひ定ていした。

　だけど即座に答えを口にしなかったからだろう。

「付き合っては……いない。それは本当のことですか？」

　シャノンさんは信じてくれなかった。

　当たり前だ。返事をするのにあれだけ悩めば何か隠していると誰だれだって考える。

「……本当のことだよ」

　そう言葉を返したものの、おれはシャノンさんの顔を直視することができなかった。

「そう……ですか」

　ただそれ以上、シャノンさんからの追及はなく──

「私……中に戻りますね」

　わだかまりを残したままシャノンさんとの対話は打ち切られた。
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　朝──

　とても清すが々すがしいとはいえない朝。

「……ふぅ」

　宿屋の外、お店の前に置いてあるベンチにおれは腰こしかけていた。

　黒羽さんは宿の中で着替え中。一方のシャノンさんは一足先に身み支じ度たくを整え、アイテムを調達するため道具屋に足を運んでいる。

「…………眠い」

　さっきから欠伸あくびが止まらない。睡すい眠みん不ぶ足そくが祟たたったようだ。

　昨夜、シャノンさんが宿の中に戻ったあと、おれはこのベンチに座ったまま明け方近くまで放心していた。もっと上手うまい対応ができたんじゃないかと思い悩んでいたのだ……。

「風かざ間ま君」

　朝日を浴びながら欠伸あくびを繰くり返かえしていると、セーラー服姿の黒くろ羽はねさんが宿から出てきた。

「シャノンは？」

「道具屋に行ってる」

「どうして一人で行かせたの？」黒羽さんが少し怒ったような顔で言った。「昨日、話したでしょう？　シャノンから目を離さないほうがいいって。風間君も納得していたじゃない」

「……まあ、村の中は安全だと思うし」

「シャノンと何かあったのね？」

「……そ、そんなことは」

「夜中に目が覚さめたの」

　黒羽さんはぴしゃりと言い放ち、おれの隣となりにゆっくりと腰こしを下ろした。

　そして、不ふ機き嫌げんそうに、

「そうしたら……風間君とシャノンの姿が見当たらないじゃない」

「……うっ」

　マジかよ。ぐっすり眠ってるように見えたんだけどなぁ。

「逢あい引びきでもしていたの？」

「そ、そうではありませんが、その……ちょっと……いろいろございまして」

「どうして敬語になるの？」

　黒羽さんは笑顔だったが顔が引きつっていた。

　な、何この恐こわい顔？　おれ、黒羽さんを怒らせるようなこと言ったか……？

「ま……その様子だと特に進展があったわけではなさそうね」

「進展？」

「風間君は甲か斐い性しようなしだってことよ」

「……え」

　わけがわからないな。何が言いたいんだ、黒羽さんは。

「お二人とも……お待たせしました」

　そのとき、シャノンさんが小走りで駆かけ寄よってきた。

　だが妙によそよそしい。

　彼女はおれとも黒羽さんとも目を合わせようとしなかった。

「ふーん」

　それを見て意味ありげに腕うでを組む黒羽さん。

　なんだろう……この雰ふん囲い気き。

「ま、いいわ。準備ができたのなら出発しましょう」

　黒羽さんがスカートを手で押さえたままベンチから立ち上がる。

　ひゅー、と山側からの吹き降ろしの風が彼女の長い黒くろ髪かみを揺らした。

　それに合わせてシャノンさんの金きん髪ぱつも揺れ動く。

　朝あさ陽ひが照らすブロンドと黒髪は一方はキラキラ、もう一方はツヤツヤ。

　二人が放つ対照的だが魅み力りよく的てきな輝きは、どちらもおれの目には眩まばゆいものに映る。

　現実だったら天地がひっくり返らない限り関わりあいになることはないであろう美少女二人と正せい妻さいだの愛人だの噂うわさされる現在の状況は恋愛に疎うとい自分には正直荷が重い。

　生きるか死ぬかの戦いを繰くり広ひろげるよりはずっと平和的だが……。







　その後──

　村をあとにしたおれたちだったが、

「…………」

「…………」

「…………」

　誰だれ一人として言葉を発しなかった。

　……勘弁してほしい、こういう雰ふん囲い気きは。

　ハァ、なんでこんなことになっちゃったんだろ……。

　重苦しい沈ちん黙もくの中、岩ばかりが転ころがっている殺風景な山道を三人で歩く。

　しばらくして──

「ねえ」

　山道を下っていると、黒くろ羽はねさんが急に立ち止まった。

　しかも、声色がやけに不ふ機き嫌げんで。

「黒羽さん……？　どうかなさったのですか？」

　遅れてシャノンさんも立ち止まる。おれも慌あわててブレーキをかけた。

「この際だからはっきりさせておこうと思うんだけど」

　突然そんなことを言い出した。

　はっきりさせる──

　その言葉が意味するところをおれが考えていると、

「シャノン。まだるっこしいのは嫌きらいだから最初に言っておくわ」

　黒羽さんが再び口を開いた。

　は、はい、とシャノンさんは面食らっている様子。

　それはおれも同じで……。

「私はね、風かざ間ま君のことを──……」

　黒羽さんが真剣な眼まな差ざしで語り出した直後のことだった。




　──彼女が現れたのは。




　世界が止まった。

　空気が、空を浮かぶ雲が、傍かたわらの清流が、凍りついたように動かなくなった。

　まるで時間が止まったかのように。

　だがおれたちは動けた。動けたけど──

　すぅ、と音も気配もなく目の前に現れた奇妙な少女に圧倒され、別の意味で動けなかった。

　眼前に立っているのは赤いドレスを身にまとったフランス人形のような少女。

　作り物のような不自然さを湛たたえた神秘的な存在だった。

　その少女が口を開く。




「ワタシの名前はローズ」




　平へい坦たんな口調でそう言った。

　ローズ──

　名前を聞いてもピンとこなかったが、彼女の姿を目に入れた瞬しゆん間かん……。

　──どこかで見み覚おぼえがある。

　そう感じた。しかもそれは既き視し感かんなどではなくて。

「風かざ間ま君……この子って……」

　どうやら黒くろ羽はねさんもこのローズという少女に見覚えがあるらしい。

　おれと黒羽さん──

　現実からやってきた二人の人間に共通する記き憶おく──

「……思い出した」

　そうだ──

　どこかで見たことがあると思ったら……。

「黒羽さん……」

「風間君も気づいたのね」

　おれは生なま唾つばを飲み込み、隣となりの黒羽さんと顔を見合わせる。

「え？　え？」

　疑問符を頭の上に浮かべるシャノンさん。

　彼女がおれたちの会話についていけないのは仕方ない。

　なぜならこのローズという少女は──

「──ローズ……」

「何？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女は登場時から変わらず無表情を維持していた。

　おれは次なる言葉を発する前にシャノンさんの様子をうかがった。

　シャノンさんを前にして言うことではないような気もするが──いや……。

　一いつ瞬しゆん、迷ったがおれは覚かく悟ごを決めて自分の疑問を口にした。

「きみは……現実世界で『最さい果はてのフロンティア』というＭＭＯＲＰＧを公開し、おれ、風かざ間ま裕ゆう貴きとメールでやり取りしたことのある……あのローズで間違いない？」

「その認にん識しきで間違っていない」

「やっぱり……！」

　そう──

　数日前に黒くろ羽はねさんとの会話の中で出てきた天才少女……という設定の覆ふく面めんのゲームクリエイター。この子──ローズがその天才少女だ。ネットを覗のぞけば毎日のように見る顔なので（といっても写真ではなく絵だが）すぐにピンときた。携けい帯たいゲーム機きの影えい響きようで少女の名前は完全に忘れていたが、その記き憶おくも彼女の自己紹介によって沸ふつ々ふつとよみがえってきた。

「風間君。たしかローズって……原画家の『みかづきはんげつ』が描いたイラストが、公式なキャラデザとして認められていたわよね？」

「……うん」

「見た目はあのキャラデザそっくりね……」

　たしかにそう。目の前の少女は原画家『みかづきはんげつ』がデザインしたローズそのままのイメージだった。

「あ、あの……お話が見えないのですが……」

　ここで微妙な立場のシャノンさんが会話に加わろうと口を挟んだ。

「この方はお二人のお知り合いなのですか？」

「それは……」

　シャノンさんの質問はもっともだったが、上手うまく説明できそうになかった。

「ローズ。有名人のあなたがなぜここにいるの？」

　そんな中、黒羽さんがローズに問いを投げかけた。

　おれも疑問に思っていることだったので、すかさず目の前の少女に注目した。

「簡かん単たんなこと」小こ柄がらな少女が平へい坦たんな声でその問いに答える。「ワタシはキミたちがこれまで戦ってきた魔ま人じんヴェノレッドやマスターバク。彼らが言うところの──」




　──あの方。




　少女が淡たん々たんとした口調で衝しよう撃げき的てきなことを口にした。

　あまりにも唐とう突とつだったため、おれも黒くろ羽はねさんも、え？　と固まってしまった。シャノンさんにも理解できる発言だったので彼女もおれたち同様にぽかんとしていた。

「それからもう一つ──」

　言葉を失っているおれたちに向けて少女がさらなる事実を明かす。

　次なる言葉も直前の発言に劣おとらず衝しよう撃げき的てきだった。




「──この世界はワタシが作った」




「…………」

「…………」

「…………」

　あまりにもさらりと言うので誰だれ一人としてリアクションを返せなかった。

「驚おどろくのも無理はない。だけどワタシが言ったことは全すべて真実」

　……マジかよ。

　ゲーム開発者として有名なローズが、おれたちを散々苦しめてきた『あの方』で、しかもこの世界を作った張本人だなんて。

「え、えっと、ローズさんはこの世界を作った神様なのですか……？」

「そう」

　頷うなずくローズ。

「つまり……」

　シャノンさんの次は黒羽さんの番だった。

　彼女は肩かたを震ふるわせながら、

「あなたは私と風かざ間ま君をこの世界に放り込んだ元げん凶きようで、私たちの仲間を……プリシラを、千ち鶴づるを苦しめた諸しよ悪あくの根こん源げんということね……っ！」

　辛しん辣らつな言葉を投げかけた黒羽さんはすかさず二に丁ちよう拳けん銃じゆうを取り出した。

「黒羽さん……！」

　おれは激げつ高こうする黒羽さんの腕うでを強引につかみ、ダメだよ、と制止した。

「あ」

　黒羽さんの顔から毒気が抜けた。

　思い出したのだろう。マスターバクと古こ代だい遺い跡せきで遭そう遇ぐうしたときのことを。

　あのとき黒羽さんは怒りから迂う闊かつに攻撃し、手痛い反撃を食らった。

「物理反射シールドは展開されていないみたいだけど……下手へたに攻撃しないほうがいい」

「……え、ええ」

　黒羽さんが取り出した二丁拳銃を素早く消す。

「それに聞きたいこともあるしね」

　おれがちらりとローズに視線を向けると、

「賢けん明めいな判断だと思う」

　そう言いながらドレス姿の少女がなぜか懐ふところから小さなナイフを取り出した。

　そして、え？　と思ったときにはそのナイフがこちらに向かって放られていた。

　ところが──

　おれの身体からだに触れる前に、しゅううう、と音を立ててナイフは消滅してしまった。

「な……っ」

　おれが絶句しているとローズが冷静な口調で、

「この通り。今はイベント中だから攻こう撃げきしても無意味。ワタシからの攻撃も、キミたちからの攻撃もどちらも無効化される仕組み」

「イベント中？」

「そう。これは会話イベント。戦せん闘とうイベントではない。だから冷静になって、まずはワタシの話を聞いてほしい。戦う戦わないはそのあと決めて」

　そう言うとローズは背はい後ごの大きな岩の上にぴょんと飛び乗った。

　会話イベント中はお互い攻撃することができない──

　今まで確認したことはなかったが、攻撃が無効化されたのを見るに、ローズの言っていることは噓うそではないらしい。おれに当たる直前になんらかの方法でナイフを消滅させた可能性がないわけではないが、目の前の少女は岩の上で腰こしを下ろし、無防備な体勢を取っている。こちらからの攻撃を警けい戒かいしている様子はない。ならば少なくともあちらはおれたちとの対話を望んでいるということだ。もちろん安心はできない。だがおれたちは眼前の少女から少しでも情報を引き出さなければならない。

　──この世界はワタシが作った。

　ローズが発した衝しよう撃げきの事実。

　おそらく先ほどの発言はこの世界におけるＲＰＧのキャラクターとしての言葉ではない。

　文字通り彼女が作ったという意味だろう。

　ローズは現実世界で『最さい果はてのフロンティア』というＭＭＯＲＰＧを開発している。そのローズが言うのだからまったくの噓というわけではないのだと思う。もっとも、この世界はゲームというにはあまりにもスケールが大きすぎる。……まあ、話を聞いてみないことには具体的なことは何もわからないし、そこは今後の対話次第だろう。

　気になるのはローズ＝あの方だということ。それが本当なら彼女はこれまで長きに渡っておれたちと敵対してきた魔ま物もの側がわの黒くろ幕まくだ。どうして彼女はおれたちと敵対していたのか。そしてなぜ今になって姿を見せたのか。いずれにしろここからの会話は一いつ瞬しゆんたりとも気が抜けない。

「裕ゆう貴きさん……」

　シャノンさんが不安そうな目でおれを見上げてきた。

　大丈夫だよ──

　安心させるため目でそれとなく合図を送る。

　きっとこの先のローズの話にはゲームのキャラクターであるシャノンさんにはショッキングな事実も含まれているだろう。だけど今さらシャノンさんを除のけ者ものにはできない。

「ローズ。話を続けよう」

「わかった」

　ローズは相変わらず涼しい顔をしていた。最初からずっと事務的な対応が続いている。

　思えば彼女はネット上でもこうだった。どんなときも冷静を武器に相手を論破してしまう。おれもメールでやり取りしたからわかるが彼女は正論の塊かたまりのような人だ。イラッとくる発言が多い人でもあるが、逆に言えばこちらが冷静に対話する姿勢を見せればよほどのことがない限りは真しん摯しに受け止めてくれるはずである。話が通じない人ではない。

「ワタシがこうして裕ゆう貴きたちと接触したのにはいくつか理由がある。ただそれを言う前に──この世界について説明しなければならないことがある」

「この世界について？」

「そう。まずはこの世界の成り立ちについて」

　世界の成り立ち──

　おれはドキドキしながらローズの話に耳を傾けた。

「この世界は既存のＲＰＧを組み合わせて作ったヴァーチャルな世界──」

　ローズの第一声はおれが薄うす々うす感じていたことだった。

　だから驚おどろきはしなかったが、

「──人間側と魔ま物もの側がわ、二つの陣じん営えいに分かれて五対五で戦うＲＴＳリアルタイムストラテジー。プレイヤーは人間、もしくは魔物を指し揮きして相手陣営を滅ぼす。今まで裕貴たちがこの世界でやっていたのはそういう趣しゆ旨しの対戦ゲーム」

　続く言葉はまったく想像していなかった。

　人間側、魔物側に分かれて戦う対戦ゲーム──

　正直驚いたがローズがゲームの開発者であることを思えば不自然な発言ではない。

　だが疑問もある。それも一つや二つではなく……。




「ワタシはこの世界を裕貴に見せたくて作った」




　疑問を投げかける前にローズが再び口を開いた。

　しかも、とんでもないことをさらりと言ってのけた。

「お、おれに見せたくて……？」

「そう。キミとやり取りしたメールをヒントにこの世界を作った。そして、キミに真っ先に招待状を送った。その後、残り九名のプレイヤーを集めた。クローズド[image: α]アルフアテストのために」

　クローズド[image: α]テスト──

　新規に開発されたオンラインゲームなどの[image: α]版試作品を開発スタッフ、もしくは限定的な枠わくで集められたプレイヤーを中心に行われるテストプレイのことだ。

「黒くろ羽はね桐きり香か。キミは裕ゆう貴き以外の九人のプレイヤーのうちの一人」

「私がプレイヤーの一人……」黒羽さんが静かにつぶやく。「ぜ、全然記き憶おくにないんだけど？　というか、それが本当なら残りの八人はどこにいるの？」

「いない。プレイヤーは裕貴と桐香だけ」

「そ、それはどうして？」

　おれが疑問を発すると、ローズは軽く目を瞑つむり、

「ゲームを開始させた直後、問題が発生した。裕貴と桐香だけが味方側に配置され、残りの八人は強制的にログアウトさせられた」

　強制ログアウトだって？　どうしてそんなことに？

「問題はそれだけに留まらず、ゲーム開始前後の二人の記憶にまで影えい響きようが出て、さらにゲーム内においても二人の初期レベルが99になるなど仕し様ようが勝手に書き換えられた。ワタシはすぐに原因を調査した。……だけど、外部からでは原因は特定できなかった」

　しかも──

　ローズは俯うつむいたまま言葉を紡つむぐ。

「ほとんどの機能がコントロール不能に陥おちいっていて、裕貴と桐香をログアウトさせることすらできなくなっていた。だからワタシは管理者権限でプレイヤーの一人としてこの世界にログインした。内部からなら今回の不具合の原因がわかるのではないかと思って」

「……結果は？」

「不具合の原因はだいたいわかった。ただそれを内部から修復する方法は見いだせなかった。裕貴たちをログアウトさせる方法も同様。プレイヤーの一人としてログインしているからなのか、ゲームの中からシステム的な介入を行うのは無理があるようだった」

「ログアウトさせられない……」

　おれたちがこの世界にどのような理屈で接続しているのかはわからないけど、ローズの説明で徐々にスタート開始時の状況が見えてきた。ぶつけたい疑問は山ほどあるけど、それはこの先の話を聞けば明らかになるのだと思う。

「だからワタシはゲームシステムに従うことにした」

「……え？」

「デバッグよりも優ゆう先せんすべきは裕貴と桐香の安全を確保すること──無事にログアウトさせること。そして、そのためには……」

　そのためには──




「裕ゆう貴きと桐きり香かをゲームオーバーにするため、ワタシが敵側に立つ必要があった」




「「えっ!?」」

　今日一番驚おどろいたかもしれない。

　シャノンさんだけは首を傾かしげていたが……。

「じゃ、じゃあ、今まであなたが私たちと敵対していたのは私と風かざ間ま君をログアウトさせるためだったって言うの……？」

　黒くろ羽はねさんの問いかけに無言で頷うなずくローズ。

「その通り。ワタシは魔ま物もの側がわを指し揮きする側のプレイヤーとしてこの世界にログインした。魔物を統すべるこの対戦ゲームのラスボスとして。ただストーリーの都合上、ラスボスであるワタシはこの東エリアに入るまで、キミたちと接触する機会が与えられていなかった。もっと早くこのことを伝えたかったのだけれど……説明が遅れたことを許してほしい。でも、もう大丈夫。死ねばこの世界から脱出できる。これ以上、無意味な戦いを繰くり広ひろげる必要はない」

「……そんな」

　死んだら何もかも終わりだと思っていた。この世界の死＝現実の死だと。

　でも違った。死んでもなんの問題もなかったのだ。

　死しに物もの狂ぐるいで戦わなくても……よかったのだ。

「説明は以上。二人ともお疲れさま。あとはそのあたりのザコ敵に死ぬまで殴なぐられて。痛みを伴ともなう仕し様ようだから辛つらいかもしれないけど、これも現実に帰るためだから。我が慢まんして」

　淡たん々たんと、事務的に告げるローズ。

　そこには悪意もなければ敵意もない。

　あの方は……ローズはおれたちの味方──憎むべき存在などではなかったのだ。

　ああ──

　なんだこの締しまりのないオチは。

「裕貴さんたちが帰る……？　どこに帰るというのですか？」

　シャノンさんがおれと黒羽さん、そしてローズを交互に見ながら不安げに言う。

　気の抜けた風船のような気分になっていたおれはシャノンさんのその一言で我われに返った。

「……シャノンさん」

　元の世界に、生うまれ故こ郷きように帰れる──

　その方法がわかったというのに素直に喜べない自分がいた。

　帰ろうと思えば今すぐにでも帰れる。

　だけど──

　それでいいのか？　本当にこのままログアウトしてしまってもいいのか？

　いや、待て。そもそもだ──

「ローズ……」

　ふとあることが気になっておれは口を開いた。

「質問？」

「その……おれたちがログアウトしたら、この世界はどうなるの？」

「ワタシはこの世界を一度リセットするつもり」

「リセット……って？」

「文字通りの意味。全すべてを初期状態に戻す」

　初期状態に戻す──

　それっていうのは、つまり……。

　シャノンさんたちのこれまでの冒ぼう険けんをなかったことにするということだ……。

　現実に置き換えるなら時間を巻き戻すということ。

　おれと黒くろ羽はねさんの記き憶おくは失われないがシャノンさん、マシュー、リーネ、バニラさん、エルマさん、アルルさん──この世界の住人であるみんなの記憶は一いつ切さい合がつ切さい失われる。

「リセット以外にバグを取り除く方法はないの？」

「ない」ローズが即答する。「調査した結果、バグを取り除くのはもはや不可能だとわかった。だからもう初期化しか手は残されていない。裕ゆう貴き、桐きり香か。お願いだから今すぐ死んで。死んでこの世界から脱出して。そうしないと初期化できない」

「……そんな」

　リセットすればこれまでの冒険が無に返る。

　みんながおれの知っているみんなではなくなってしまう──

「風かざ間ま君……どうする？」

「どうするって……」

　戸惑うおれ。問いを投げかけた黒羽さんもそれは同じで。

　……帰りたい。ずっとそう思っていた。帰って家族や友達に会いたいと思っていた。

　死ねば帰れるとローズは言う。それは実に簡かん単たんなプロセスで……。

「二人ともどうしたの？　まさか迷っている？」

　ローズは腑ふに落ちないとばかりに首を傾かしげていた。

「な、何もかもが突然すぎるのよ。考える時間くらい与えてくれたっていいでしょう？」

　怒ったように黒羽さんが反論する。

「そう。もはや結論は出ているようなものだけれど──即断はできないようだから、この場は一いつ旦たん退ひかせてもらう」

　ローズがゆっくりと腰こしを上げる。

　そして──

「ワタシとしては今日中にログアウトしてほしいのだけれど、どう？」

「今日中って……」

「それは無理な注文よ」

　おれに続いて黒くろ羽はねさんが言葉を繫つなぐ。

「今日中は無理、と。……ならば仕方ない。ワタシがこのイベントで果たすべき、もう一つの役目をまずは処理しておく」

　ローズがそうつぶやいた瞬しゆん間かんだった。

「──ひゃ!?」

　それまでおれたちの会話を傍ぼう観かんしていたシャノンさんが赤い半透明の光に包まれた。

　球状の光に閉じ込められた麗うるわしき少女はそのまま宙に浮き──

「シャノンは隔かく離りさせてもらう」

　すー、とローズのほうへと引き寄せられた。

「シャ、シャノンさん！」「シャノン！」

「な、なんですかこれは!?　え、えい！　えい……っ！」

　赤い光の中で暴れるシャノンさん。銀色のアーマーを装着した手足で透明な壁かべを殴なぐる。しかし、ビクともしない。しまいには長剣を引き抜いたが、鋭利な刃物をもってしても、その壁は破壊することができなかった。

「そんなことをしても無む駄だ。破壊は不可能」

「ロ、ローズ……！　なんのつもりでこんなことを!?　というか、この場ではお互いの攻こう撃げきは無効だってさっき!?　ま、まさか……おれたちを騙だましたのか!?」

「別に。騙してなんかいない」

「じゃあ、これは一体どういう!?」

「戦せん闘とう行こう為いではない。『ダーク・エンカウンター』のヒロイン、ココナが誘ゆう拐かいされるイベント」

「……え？」

　ココナの誘拐イベント？　それがどうシャノンさんと結びつくんだ？

「古こ代だい遺い跡せきでマスターバクから聞いたはず」

「マスターバク？　……って、まさか」




『そうだ。あの方から貴様に贈おくり物ものがある──最低最悪のな』




　よみがえるマスターバクの不気味な声。

　贈り物。最低最悪の。

「風かざ間ま君……」

「う、うん……たぶんあれだ」

「思い出した？」ローズは光に包まれたシャノンさんを眺めながら続ける。「もっともマスターバクの死しに際ぎわの言葉には齟そ齬ごがある。贈おくり物ものはワタシが用意したものではない」

「……？」

　どういうことだ？　話がまったく見えてこない……。

「簡かん潔けつに言う。シャノンはウィルスに感染している」

「え？」

「最近になってわかった。シャノンはそのウィルスに『あらゆるＲＰＧのヒロイン』を演じるようにキャラクター属性を書き換えられている。シャノンが『光の杖つえ』に選ばれたのも、今、ここでココナの代わりに誘ゆう拐かいされているのも、ウィルスの作用によるもの」

「ウィルス……」

　シャノンさんがウィルスに侵おかされている──

　彼女の身に起きた異変はローズが仕組んだことではない？

　マスターバクの言葉は間違いだった？

「シャノンが感染しているこのウィルスが全すべてのバグを引き起こしているわけではないのだけれど、このゲーム世界に与える影えい響きようは大きく、無視することはできない。だからワタシはシャノンのヒロイン属性を逆さか手てに取り、隔かく離りすることにした」

「そ、そんな……シャノンさんが……」

「実を言えばこのウィルス──もともとはこの世界を監視するプログラムの一つにすぎなかった。それが突然、この世界に害を及ぼすような働きを繰くり返かえすようになった。まるでウィルスのような働きを……。原因は不明。また有効な対処法も生み出せなかった。だからこうして一いつ旦たん隔離して経過を見守る必要がある。隔離さえすれば新あらたなバグの発生は抑えられるから」

「……とんでもない神様ね。メチャクチャじゃない、この世界……」

「ワタシもそう思う」

　ローズは笑いもしなければ怒りもしなかった。

　ただ目の前の現実を受け止め、淡たん々たんと処理しているだけだ。

「キミたちが今すぐゲームオーバーになってくれるのならこんな面倒なことをしなくても、初期化さえしてしまえば問題は全て解決する。ウィルスも除去できる。だけどキミたちは即断できないと言う。ならばシャノンは隔離するしかない。このウィルスは今のところ改かい竄ざんが中心でデータの破壊などは行っていないけれど、いつそうなるかわからないから。最悪のケースは裕ゆう貴きと桐きり香かが永遠にこの世界からログアウトできなくなってしまうこと。この世界を作った者として、この世界の管理者として、それだけは避けなければならない」

「だからって……だからって」

　言葉が出てこない。

　ローズを批ひ難なんしたいのに罵ば倒とうの言葉が何も浮かばない──

　おれたちが間違っているのか？

　シャノンさんの隔かく離り、この世界の初期化……。

　どちらも必要なことで──駄だ々だをこねているのはおれたちのほうなのか？

「──きゃっ!?」

　俯うつむいていたおれの耳にシャノンさんの叫さけび声ごえが届いた。

　見ると、彼女を覆おおう鎧よろいとその下に着込んでいた服が粉々になっていた。
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「ひゃ、ひゃぅ……」

　シャノンさんが球体の中で屈かがみ込こみ、肩かたを抱きしめて大事なところを隠す。

「──装備データの除去及び隔離完了」

　ローズはそうつぶやくと、その場で軽くジャンプした。

　ふわ。

　重力に逆らい宙に浮く。球体に隔離されたシャノンさんを伴ともない。

　少しずつ、少しずつ、空に上っていくローズとシャノンさん。

「ではこれで。キミたちが一刻も早くログアウトしてくれることを祈る。次にキミたちと会えるのは西エリア──再び顔を合わせることがなきように……」

「ローズ！　まだ話は終わっていないわ！」

　黒くろ羽はねさんがローズに詰つめ寄よるが、

「もう話すことはない」

「裕ゆう貴きさん！　黒羽さん！」

　光の壁かべを叩たたくシャノンさんの目からは涙が流れていた。

「──シャノンさーん！」

　おれは助走をつけてジャンプしたが、すでにシャノンさんはレベル99のおれにも手の届かない高さまで到達していた。

「シャノンさん！　シャノンさん──っ！　シャノンさーん──っ」

　もはや声さえ届かない位置に二人はいた。

　届かない、触れられない、シャノンさんに──

　おれにも黒羽さんにもどうすることもできなかった……。













　　　　　ＡＣＴ２　決意～Day of decision～







　全すべての始まりの場所である大だい聖せい堂どうの二階テラスからはスタート直後、多くの犠ぎ牲せい者しやを出した南の森が一望できる。

　空を見上げれば燦さん々さんと輝く太陽と風に流れる薄うす雲ぐも。

　地上の──見上げた空の風景がどれも作りものだとはおれにはとうてい思えない。

　自然現象にしても配置されている各種オブジェクト……そして人間だって。

「……シャノンさん……」

　ウィルスに侵おかされているというシャノンさん。

　彼女はローズによって誘ゆう拐かい──ローズは隔かく離りと言っていた──された。

　シャノンさんはこの世界に悪あく影えい響きようを及ぼす存在だとローズは言っていた。

　いや、彼女が抱えるウィルスが悪いのであってシャノンさんに罪はない……。

「風かざ間ま裕ゆう貴き。こんなところにいたか」

　よく通る男性の声。おれのことをフルネームで呼ぶ男と言えば──

「ヴェルナーさん……」

「冴さえない顔をしているな」

　漆しつ黒こくの鎧よろいに包まれた長ちよう身しん瘦そう軀くの男がおれの隣となりに並ぶ。

「もっとも冴えないのはお前だけではない。ここのところ中ちゆう央おう司し令れい部ぶの連中はどいつもこいつも暗い雰ふん囲い気きが漂ただよっているからな」

「……ええ、まあ」

「シャノン──」ヴェルナーがその名を口にする。「中央司令部の士気が下がっているのはあの女がさらわれたからだろう？　あの女は中央司令部の顔といってもいい存在だったからな。その上、風間裕貴、黒くろ羽はね桐きり香か。中央司令部、最強の二人をもってしても誘拐を阻そ止しできなかったとなれば──不安が広まるのも無理のないことだ」

「…………はい」

　ローズによってシャノンさんが連れ去られて今日で一週間。

　その間、おれと黒羽さんはローズからの提案に悩みながらも、東エリアの攻略に務め、一昨日おととい、ボスに相当する巨きよ獣じゆうアジ・ダハーカという魔ま物ものを掃そう討とうした。

　あの日──

　シャノンさんが誘拐されたあと、サンサーラの街まちに戻ったおれと黒羽さんは、マシューたちにローズの正体を伏ふせつつ、シャノンさんが連れ去られた経けい緯いを説明した。おれたちは何度も謝あやまった。言い訳などせず平へい身しん低てい頭とう、自分たちの不ふ甲が斐いなさを語かたり尽つくした。だが誰だれもおれたちを責めはしなかった。

　理由は今しがたヴェルナーが言った通り。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶのトップ二人の力をもってしてもローズに対抗できなかったからである。

　──だけど真実は違う。

　ローズによるシャノンさんの誘ゆう拐かいを阻そ止しできなかったのは武力行為が禁止された特別なイベントだったからだ。これは砂さ漠ばくと荒こう野やが広がる南エリアでアルルさんが誘拐されたときとまったく同じケース。強制イベントだけはどうやっても回避不可能なのだ。

　ただあのとき仮にローズと武器を交まじえていたとして、すんなり勝てたとは思えない。

　彼女はこの世界の創そう造ぞう主しゆでありラスボスでもあるのだから……。

「風かざ間ま裕ゆう貴きよ。西エリアのどこかにシャノン・マールブルクをさらったローズという女がいるという話だが、それはたしかな情報なのだろうな？」

「あ、はい……それは間違いありません。本人がそう言っていましたので……」

「お前を跳はねのけるほどの相手だ。そうとうな手て練だれなのだろう。しかし、戦いを避けるわけにはいくまい？　お前としてもシャノン・マールブルクを救いたいはずだ。そうだろう？」

「…………」

　おれはその問いかけに即答することができなかった。

　ローズは言った。ゲームオーバーになればこの世界からログアウトすることができると。

　元の世界に帰れる──

　魔ま物ものに屠ほふられれば今すぐにでも生まれ育った世界に帰き還かんすることができるのだ。

　だけど……。

　シャノンさんを取り戻さず、ローズに対してもなんのアクションも起こさず、おれと黒くろ羽はねさんがこの世界を去ればまず間違いなくローズはこの世界の初期化にかかる。

　そうなったらこれまでの冒ぼう険けんが全すべてなかったことにされてしまう。

　みんなが、おれの知っているみんなではなくなってしまう。

　そんな残ざん酷こくな未来はごめんだ。

　しかし──

　だからといってどうすればいいのだろうか？

　ローズは言っていた。シャノンさんが感染しているウィルスを駆く除じよする方法は見つかっていないと。このゲーム世界を蝕むしばむバグを全て除去するのだって不可能だと言っていた。

　だからこの世界を初期化するのだと──

　間違っていない。ローズの言っていることは何も間違っていない。むしろ正しい。

　おれは彼女のその正しさを否ひ定ていすることができないでいるのだ。

「その顔は、どうやら悩みを抱えているらしいな？」

「あ……えっと、その、実は……」

「待て。その悩みは自分で解決しろ。おれはお前の相談役ではない」

「……すみません」

　というか、ヴェルナーに相談できるようなことじゃないもんな、そもそも。

　ローズの正体とおれの関係──上手うまく説明できそうにない。

「何を悩んでいるのかは知らないが、軍ぐん師しを名乗っているのならもっとしっかりしろ。トップが傾くと、組そ織しき全体が崩ほう壊かいしかねないぞ」

「で、ですね……」

「お前は危機感が足りない」ヴェルナーが口うるさい教師のように語り出す。「おそらくお前ほどの強者になると自分が命の危険に晒さらされることなど想像もしないのだろうが、他の連中も同じ意識だとは思わないことだ。誰だれもが死しに物もの狂ぐるいで日々を生きている。いつだって目の前にあるのは生きるか死ぬかの戦いなのだからな」

「生きるか死ぬかの戦い──」

　……そうだ。

　みんな精せい一いつ杯ぱい生きている。

　死と隣となり合あわせのこの世界を……。

　でも──

　でも、おれは……おれと黒くろ羽はねさんは──




　──死ねばこの世界から脱出できる。これ以上、無意味な戦いを繰くり広ひろげる必要はない。




　ローズの無機質な声が脳のう裏りで再生された。

　彼女がおれと黒羽さんに与えた衝しよう撃げき的てきな事実。

　敗北は死を意味する──その前提が覆くつがえった瞬しゆん間かん。

　おれと黒羽さんは死んでも現実に戻されるだけ。

　しかし、ヴェルナーたちは違う。

　戦いに敗やぶれたらこの世から消滅してしまうのだ。

「風かざ間ま裕ゆう貴き。悩んでいる時間はないぞ、もうすぐ西エリアに進軍だ」

「は、はい」

　本当に……。

　これからどうすればいいのだろうか？

　黒羽さんもおれと同じように悩んでいる……。

　彼女も明確な答えは出していない。

　迷っている。二人とも迷いながらなんとなく前に進んでいる。

　そんな状況──




「──風かざ間ま裕ゆう貴き……あれを見ろ！」




　ヴェルナーが空を指差したのはそのときで。

「……え？」

　言われるままに空を見上げると、

「…………な、なんだあれ……っ!?」

　大だい聖せい堂どうの上空の雲間から巨大な飛行物体が姿を現した。

「とんでもないでかさだぞ……っ」

「た、たしかに──」

　おれもヴェルナーも、雲を散らしながら移動する飛行物体のあまりのスケールに開いた口が塞ふさがらなかった。この世界でも現実世界でも、ここまで巨大な飛行物体は見たことがない。

　街まちが地面ごと上空に飛び上がったと言えばイメージが湧わくだろうか？

　とにかくとんでもない規模の飛行物体だ。

「風間君！」「ゆーき！」

　そのとき二階のテラスに黒くろ羽はねさんとリーネが上がってきた。その後ろにはバニラさん、アルルさん、そして偵てい察さつに出ていたマシューとエルマさんもいる。

「おいおい、なんだよ、ありゃ？」

「……とても大きい」

「あれは乗り物ですの？　それともお城？」

「城っぽいけど……なんというか、邪じや悪あく？　悪の要よう塞さいって感じねぇ」

　アルルさんの「悪の要塞」という表現でおれはあの飛行物体の元ネタに気づいた。

「黒羽さん、あれってもしかして」

「……風間君も気づいた？」

　黒羽さんがおれの耳打ちにすかさず頷うなずく。

　どうやら彼女もあの飛行物体の元ネタを思い出したらしい。

「……アバドンよね？」

　そう。

　雲間から姿を見せたのは『ファイナルファントム７』に登場する『飛行要塞アバドン』だ。

　しかも、あの飛行物体は──

　物語のラストに登場する、いわゆるラストダンジョンだ。

　原作だとラスボスである人型の魔ま物ものが要塞のてっぺんで主人公たちを待ち受けている。

　そして──

『ワタシは魔ま物もの側がわを指し揮きする側のプレイヤーとしてこの世界にログインした。魔物を統すべるこの対戦ゲームのラスボスとして』

　この世界における最後の敵はローズ。ならばあの邪じや悪あくなフォルムの要よう塞さいの中にローズと捕らわれのシャノンさんがいるということだ。

「裕ゆう貴きどうする？　あのでかぶつ、西エリアに向かってるぞ？」

「追いかけたほうがいいのではないかぇ？」

　マシューとリーネがおれを急せかす。

「……そう……だね」

　いつもなら、「よし、行こう！」とみんなに号令を出しているところだが、迷いがおれの言動を縛しばりつけていた。

「裕貴、しっかりしろよ。ほら、行くぞ──」

　おれの迷いを感じ取ったのかどうかはわからないが、マシューがおれの背せ中なかを叩たたき、「全員、あの飛行物体を追うぞ！」とおれの代わりにみんなに命令を下した。







　森しん林りん地帯を進むと、その先に遺い跡せき風ふうの坑こう道どうがあった。そして、その一本道の坑道を抜けると、見晴らしのいい場所に出た。

「……街まちが」

　眼下には平へい原げんが広がっており、その中央部に小さな街が見えた。

　平原の奥のほうにも街らしきものが見える。

　そして、その先には大規模な山脈がいくつも連つらなっていた。

「ん、動きが止まったか？」

　マシューが上空の飛行要塞を見上げる。




　──ガー……ガガガガガ……ッ。




　そのとき上空のアバドンに異変が起きた。

　要塞の側面に映像のようなものが投映されたのだ。

　映像は最初こそ画質が荒れていたが、そのうち鮮明になっていき、

「あ……あれは」

　そこに映し出されたのは東エリアで顔を合わせたローズその人だった。

　予想通りアバドンに乗っていたらしい。




『──ワタシの名前はローズ』




　鮮明な声があたり一帯に響ひびき渡わたった。

　その第一声はおれたちと初めて出会ったときのセリフとまったく同じだった。

　だがこれ以上わかりやすい自己紹介もあるまい。

　現に名前を聞いてマシューたちも騒さわいでいる。

「あいつがシャノンをさらったヤツか……」

「悪人には見えぬが、裕ゆう貴きたちが遅れを取るくらいじゃ。強つわ者ものなんじゃろうな……」

「まったく派は手でな登場ですわね。気に入りませんわ」

　バニラさんが、ふん、と鼻を鳴らす。

「あれ実体じゃなくて幻まぼろしよね？」

「……うん、おそらく」

　アルルさんの質問を受けてエルマさんが頷うなずく。




『──この世界は汚れている。見えない穢けがれが……あらゆる場所で蔓まん延えんしている。だからワタシはこの世界を破壊し、新あらたに作りなおす』




　ローズが口にした言葉は『ファイナルファントム７』のラスボスが主人公たちに宣言するセリフと一字一句同じだった。破壊による創造──ラスボスにありがちなセリフである。

「世界を破壊するだぁ？」

　呆あきれるマシュー。だがその額ひたいには汗が浮かんでいた。

　ローズはおれと黒くろ羽はねさんを凌しのぐほどの力を持っている──というふうにみんな認にん識しきしている。そのローズがこの不気味で巨大な飛ひ行こう要よう塞さい『アバドン』で登場したわけだから「この世界を破壊する」という彼女の言葉に誰だれもが真実味を感じたのではないだろうか。単なるハッタリではないと。それくらいやりかねない相手だと。

「なんのつもりかしら……まさか私たちに宣せん戦せん布ふ告こくを？」

　黒羽さんの耳打ちに対しおれはノーを返した。

「いや、ローズもプレイヤーの一人だ。ストーリーの流れには逆らえないんだと思う」

「……つまり」と黒羽さんが視線を上空に傾け、「このまま西エリアに進めばローズとの最終決戦が待っているということね」

「そういうことになるね」




『さて、ここでキミたちにゲストを紹介しよう』




　ローズが再び口を開くと、ガガガガガガ、と最初のように映像が乱れた。

　そして──

「あれは……っ」

「シャノンさん！」

　驚おどろく黒くろ羽はねさんに続いておれは囚とらわれの少女の名を呼んだ。

　飛ひ行こう要よう塞さいの側面に映し出されたシャノンさんはさらわれたときと同じように球体の中に閉じ込められていた。ローズが去る直前、着ていた衣服が木こっ端ぱ微み塵じんになっていたが、今はちゃんと洋服を着ている。いつもの服ではなくローズが着ているような華はなやかなドレスだ。




『……………………──っ！』




　地上におれたちがいることを知らされたのか、シャノンさんが球体を両手で叩たたきながら口を動かし始めた。だけど悲痛な映像が流れるだけで、肝かん心じんの言葉が伝わってこない。

「シャノン……」

　リーネを始め、仲間の多くが呆ぼう然ぜんとアバドンを見上げていた。

　翼つばさのないおれたちにはただ見守ることしかできない。




『彼女は大事なゲスト。傷をつけるような真似まねはしないから安心してほしい』




　再び映像がローズに切り替わる。

　彼女はその後もラスボスらしいセリフを吐いた。

　そして、最後の最後に──




『それでは──まず手始めにあの街まちを破壊する──』




　突然だった。

　ローズはそう宣言すると映像をプツリとシャットアウトした。

　と同時に飛行要塞が高度を上げたかと思えば西に向かって移動を開始した。

「……大変。いっぱい出てきた」

　そのとき──

　双そう眼がん鏡きようで飛行要塞の行方ゆくえを追っていたエルマさんがおれたちに駆かけ寄よってきた。

「……軍ぐん師し様。あの飛行物体から魔ま物ものがたくさん飛び出してきた」

「え」

　それってまさか──

「……しかも、平へい原げんの中央に見える……あの街に向かってる」

「ぬおー!?　本当じゃ!?　一いつ斉せいに降下しておるぞ!?」

　肉眼でも確認できたらしくリーネが莵うさぎのようにぴょんぴょん飛び上がる。

　まずいぞ。これは間違いなく飛ひ行こう要よう塞さい『アバドン』が仕掛けるモンスター襲しゆう撃げきイベント──

　原作において『バンガロール襲撃イベント』と呼ばれるものだ。

　平へい原げんの中央に見える街まちが元ネタと同じ『バンガロールの街』とは限らないが、ともかくあの街が魔ま物ものに襲おそわれようとしているのは目に見えて明らかだ。

「──おい、裕ゆう貴きっ」今度はマシューが駆かけ寄よってきた。「街に向かうぞ！」

「あ……えっと……」

　マシューの提案はもっとも。中ちゆう央おう司し令れい部ぶにとっては極ごく自然の対応だ。

　だけど──

　今のおれにはそれが正しいことなのかさえもわからなくなっていた。

「裕貴。いや、黒くろ羽はねもそうだ。最近のお前ら変だぞ？　たぶんシャノンがさらわれて責任を感じているんだろうが、そう思うんなら目の前の戦いに集中しろよ。せっかく黒くろ幕まくと、シャノンの行方ゆくえが明らかになったんだからよ」

　そう言ってマシューがおれと黒羽さんの背せ中なかを叩たたいた。

　見れば黒羽さんも戸惑ったような表情をしていた。

「マシューの言う通りじゃ」とリーネが言葉を引ひき継つぎ、「今は悩んでいる暇ひまなどないぞ。そもそも、ワシらのやることなど、一つしかないのじゃからな！」

「……一つしかない」

　リーネの言葉を胸むねのうちで反はん芻すうする。

　戦う。敵と戦う。世界の平和のために──

　ＲＰＧのストーリーなんて根本的にはどれも同じようなもの。

　それはこの世界でも同じことだ。

　おれたちは戦わなければならない──ローズと。

　おれたちは救わなければならない──シャノンさんを。

　だけど、だけど……。

「ほらほら！　二人とも行くぞ！」

　マシューに急せかされておれたちは山道を下る。

　それを皮切りに他の味方も動き出した。

「風かざ間ま君……考えるのはあとにして、とにかく今は目の前の戦いに集中しましょう」

「うん、そうだね」

　どうすればいいのかはわからない──

　だけど、今は前に進もう。

　……何かが見えてくるかもしれないから。
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　街まちのあちこちからすすり泣きが聞こえる。

　その中には自身の傷の痛みに苦しむ者と身内の死を悼いたむ者とがいた。

　建物の半数近くは全ぜん損そんしており、復ふつ興こうのめどが立っていない。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶ、ヴェルナー派は、その他少数派グループによる混合部隊。

　千人近い戦力で臨のぞんだ昨日の戦いはどちらかと言うと人間側が有利に事を運んだ。しかし、多くの建物が崩ほう壊かいし、住民にも怪け我が人にんや死者を出し、数えきれないほどの被害を出した。

「……酷ひどい」

　助かった者のほうが多いとはいえ、バンガロールの街は大きな被害を受けた。

　魔ま物ものは退しりぞけたが、とても喜ぶ気にはなれないし、勝った気にだってなれない。

「わたくしたちにもっと力があれば……」

　おれの後ろを歩くバニラさんが悔しそうにつぶやく。

「まさかあんなに魔物が襲おそってくるなんてね……」

「……厳きびしい戦いだった」

　アルルさんとエルマさんが昨日の戦いを振り返る。

　黒くろ羽はねさん、リーネ、マシューは無言。

　先頭のおれが歩く速度に合わせて黙もく々もくと歩いている。

「裕ゆう貴き……」そのときマシューがおれの隣となりに並び、「さっき報告があったんだが、今回の戦いで中央司令部から十二名、ヴェルナー派から六名、他のグループからも十名ほどの死者が出たようだ」

「…………っ」

　今までこれほどの戦死者が出たことはない。過去最悪の結果だ──

　えーん。えーん……。

　幼い女の子が道みち端ばたで立たち尽つくし泣いている。

　その傍かたわらでは同じくらいの年とし頃ごろの男の子が女の子の涙を拭ぬぐっていた。

　原作で見たことのある兄妹だ。たしか母親と一緒に暮らしていたはずだが、まさか昨日の戦いで亡くなったのだろうか？　原作では戦いのあとも生きていたと思うのだが……。

「怪我をしているようじゃな……」

　リーネが兄妹に駆かけ寄より、回かい復ふく魔ま法ほうによる治ち療りようを開始した。

　おれたちはその様子をしばし眺めた。




「おれの……おれのせいだ……」




　ふと口からこぼれ出たつぶやき。

　その声は思いのほか大きかったようで、

「軍ぐん師し様……自分を責めないでください」

「そうよ。裕ゆう貴きは何も悪くないって」

「……軍師様、元気出して」

　バニラさん、アルルさん、エルマさんがすかさず言葉を発する。

　マシューも、こいつらの言う通りだ、と神妙な顔をしていた。

　みんなの励ましの言葉はありがたかったが、おれの気持ちは晴れなかった。

　昨日の戦い──

　やれることはやったつもりだ。

　だけど心のどこかに迷いがあったのも事実。

　その迷いがおれに全力を出しきることを阻そ害がいしていたんじゃないのか？

　だからこれほどの犠ぎ牲せい者しやが出たんじゃないのか？

　そもそもおれは本気だったか？　昨日の戦い、自分のＲＰＧ人生を賭かけて指し揮きを取ったか？

　……死んでも自分だけは大丈夫。そんな気持ちがどこかにあったんじゃないのか？

「ん？　ゆーき、どうしたのじゃ？」

　リーネが戻ってきた。

　だがおれは視線を地面に向けたままで。

　……間違っていた。おれは間違っていたんだ。ローズの主張も一理ある。そんなふうに今まで思っていたけど、やっぱり違う。

　初期化なんて乱暴なやり方はとうてい認められない。

　いや、認めてはならない！

『誰だれもが死しに物もの狂ぐるいで日々を生きている。いつだって目の前にあるのは生きるか死ぬかの戦いなのだからな』

　ヴェルナーの言葉を思い出す。

　その通り。みんな必死に生きている。……そう、生きているんだ！

　だから──だから──

　おれはローズの思おも惑わく通りの展開にはさせない……！

　この世界を、この世界を生きる人々を守る！

　何がなんでも守ってみせる！　これ以上の犠牲者は出さない──

「風かざ間ま君」

　おれが決意を新あらたにしていると沈ちん黙もくを保っていた黒くろ羽はねさんがおれの肩かたを叩たたいた。

「もう……迷ってなんかいられないわね？」

「あ、うん……っ」

　どうやら黒くろ羽はねさんも吹っきれたようだ。

　きっとおれと同じような結論に達したのだろう。

　今後どうするのか──

　シャノンさんがさらわれてからというものずっと悩んでいたが……。

　おれはもう迷わない。

　自分がやるべきこと……。

　それがようやく決まった。







「情報を整理しよう──」

　おれの第一声を受け、みんなの顔が緊きん張ちようした。会かい議ぎ中は和わ気き藹あい々あいとしていることが多いが、街まちの悲ひ惨さんな状況を見たあとなので冗談を言う者は一人もいない。

　昨日の戦いから一夜明けた今日──

　辛しん勝しようながら魔ま物ものを退しりぞけたおれたちは、住民からの要よう請せいもあり、襲しゆう撃げきを受けたバンガロールの街にしばらく滞在することになり、襲撃の翌日、外で復ふつ興こう作業が行われる中、こうして借り受けた街の講こう堂どうで今後の対たい策さくを練ねることになった。

「まずは昨日、西エリアの上空に出現した『飛ひ行こう要よう塞さいアバドン』についてだけど──」

　対策といっても、どうするかはすでに決まっている。というのも、昨日のうちに街の住人から『飛行要塞アバドン』の情報も、これに対抗するための方策も、両方とも手に入ったからだ。これも言うまでもないことだと思うが手に入った情報は全すべて原作に沿う形だった。

　簡かん単たんに元ネタを交まじえながら説明すると──

　まず『飛行要塞アバドン』とは大昔に破壊の限りを尽つくした飛行物体で、中ちゆう枢すうに無む尽じん蔵ぞうにエネルギーを生み出す邪じや神しん像ぞうと呼ばれる装置があり、魔物もそこから生まれている。

　世界を恐きよう怖ふに陥おとしいれた飛行要塞は過去の大戦において、伝説の飛行士『アレクセイ』によって地上に墜おとされ、地下深くに封ふう印いんされた。それから数百年もの間、アバドンは長らく地下で眠っていたのだが、ローズと名乗る少女がバンガロールの街の長おさから封印を解くための『鍵かぎ』を奪うばい、アバドンを再起動させてしまった。現状は語るまでもないだろう。

　過去の話に戻るが、勇者と讃たたえられたアレクセイは英雄となったあとも「自分はただの飛行士さ」と謙けん虚きよに振ふる舞まったと言われている。

　そして、アレクセイがアバドンに対抗して生み出したのが『浮遊都市ミネルヴァ』。ミネルヴァはもともと城塞都市だったのだが、都市の中枢に『浮ふ遊ゆう石せき』と呼ばれる重力に影えい響きようを与える特とく殊しゆな石を燃料とした飛行装置を設置し、城塞都市を浮遊都市に昇しよう華かした。しかし、アバドンとの戦いが終わると、地上に下り、以前の街に戻った。

　現在、その城じよう塞さい都と市しミネルヴァはバンガロールの街まちの北にあるらしい。

「──と、現状をまとめるとこんな感じだね……」

「裕ゆう貴き。そのミネルヴァって街、今はもう人が住んでないんだろ？」

　説明が一段落すると、マシューが誰だれよりも先に口を開いた。

　広々とした講こう堂どうには中ちゆう央おう司し令れい部ぶの中心メンバーが勢ぞろいしている。

　ヴェルナー派はや他のグループも講堂の中にある他の会かい議ぎ室しつで現在ミーティング中だ。

　おそらくみんな話している内容は同じだろう。

「魔ま物ものは追い払えば問題ないだろうが、その大昔の英雄が作った飛行装置は今も動くのか？」

「それは調査してみないとわからないけど……」

　問題なく動くはずだが、ここで断定はできない。

「ともかく、ミネルヴァを調査する班と浮ふ遊ゆう石せきを集める班に分かれる必要があるわね」

「うむ」リーネが黒くろ羽はねさんの意見に頷うなずく。そして、拳こぶしを天井に向けて掲かかげ、「死んでいった者たちの仇かたきを討うつためにも、今度の作戦は絶対に成功させねばな！」

「うん。最近さらわれたシャノンのこともあって、みんな沈んでたもんね」

「ですわね。気を引ひき締しめてまいりましょう」

「……みんなで頑張る」

　アルルさん、バニラさん、エルマさんの三人がリーネにならって拳を掲げる。

　みんな打倒ローズで燃えている。

　一時は士気が下がったが、昨日の戦いでみんなの意い識しきが変わった。

　おれも──

　迷うのはもう止やめた。前に進むことを決心した。

　この世界を作ったのはローズで、シャノンさんはウィルスに感染していると言う。

　シャノンさんを隔かく離りしたのはこの世界のため……。

　世界を初期化するのもこの世界のため……。

　ローズは正しい。何も間違っていない。

　ゲームの開発者としてはこれ以上なく正しい対応だ。

　だけど──

　おれはローズには賛同できない。

　たとえ間違った選択だとしても、おれはローズの初期化を阻そ止ししてみせる。

　そうしないと一生後悔するだろうから。

　……もっともローズを倒せばそれで解決するような安直な問題ではない。

　彼女が諸しよ悪あくの根こん源げんというわけではないのだ。

　しかし、なんにしろローズともう一度会う必要がある。

　ただ……。

　前に進む決心はできたものの、一つだけ悩んでいることがあった。

「よっし！　まずはメンバーの選定からだな！」

「「「「「おー！」」」」」

　マシューの提案に何人かの声が重なったが、考えごとをしていたおれはタイミングを逸いつしてしまった。そして、それに気づいた黒くろ羽はねさんが、

「ん？　風かざ間ま君、どうかしたの？」

「……え……？　い、いや、その……ちょっと考えごとを……」

「そう。ま、今が一番頭を使う場面だものね。特に軍ぐん師し様は、ね？」

「うん……」

　頷うなずきを返しながらおれは今後のことを思った。

　……早く決断しなければならない、と。
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　翌日、一部の仲間にバンガロールの街まちの復ふつ興こう作業を任せたのち、中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派は、そしてその他の少数派グループの大半は城じよう塞さい都と市しミネルヴァに向かった。

　長年放ほう棄きされ廃はい墟きよと化していたミネルヴァだが、街を浮上させるための飛行装置は無事で少しの手直しで動くことが判明した。その後、機械工作が得意な面々にミネルヴァの地下にある機関室の修復作業を担当してもらうことになり、その間、残りのメンツは周辺の山脈地帯にある『浮ふ遊ゆう石せき』の回収作業を行うことになった。

　ゴールまでのプロセスは単純明快。

　あとは目の前の作業を黙もく々もくとこなすだけである。







　数日後の夜──

「いやぁー、さすがに山を登ったり降りたりは疲れるなぁ」

　ワインを飲みながら目を細めているのはマシュー。

　くはぁ、とか言ってちょっとおっさん臭くさいが、気持ちはよくわかる。

「しかもかなりの規模の山だったしね」

　現在、おれたち中央司令部の面々はミネルヴァの街の酒場で食事をとっている。

　この酒場は、街に着いた当初は埃ほこりまみれで食事を作ったり食べたりするには不ふ衛えい生せいな場所だったのだが、ようやく昨日の昼間に清掃と補修が完了したようで、人々の安らぎの場として開放された。まあ働く者がいないので料理などは自分たちで作らなければならないのだが。

「一段落したが、次からが本番だからな。気合入れようぜ」

「うん、わかっているよ」

　今日の夕方、『浮ふ遊ゆう石せき』の回収を終え、ミネルヴァに戻ってきたのだが、ちょうど同じタイミングで機関室の修復作業も完了していた。

「むほー。空くう腹ふくは最高のスパイスとはよく言ったものじゃー（モグモグ）」

「リーネ、慌あわてすぎ。ちゃんと嚙かんで食べなさいよ？」

「わかっているのじゃー（モグモグ）」

「ああ、もう……またパンくずこぼして……」

　黒くろ羽はねさんが我わが子こに世話を焼く母親のようにリーネの食事作法を指導している。

　テーブルを挟んだ向かい側ではバニラさん、アルルさん、エルマさんの三人がガールズトークに花を咲かせていた。

「こうしてみんなで食しよく卓たくを囲むのって久しぶりじゃない？」

「そういえばそうですわね」とバニラさんがアルルさんの言葉に頷うなずく。

「……いっぱい身体からだを動かしたから食べ物がすごく美味おいしい（モグモグモグ）」

「エルマさん、リスみたいですわよ？」

「……もご？」

　久しぶりに味わう和なごやかな時間──

　この中にシャノンさんがいればどんなに楽しいだろうか……。

　どうしてるかな、シャノンさん。元気にしているかな？

　……会いたいな。

　おれがセンチメンタルな感傷に浸ひたっていると、

「その食べっぷり、まるでアップルパイを貪むさぼるシャノンさん……みたい……ですわ」

　バニラさんが思わずシャノンさんの名前を出してしまい固まってしまった。

　しーん。

　それまでの和やかな雰ふん囲い気きが噓うそのように一いつ瞬しゆんで場が静まり返った。

「そ、そうですわ！　軍ぐん師し様、わたくし、肩かたをお揉もみいたしますわ！」

　しどろもどろになりながらバニラさんがおれに駆かけ寄よってきた。

「え、そんないいよ……」

「遠えん慮りよなさらずに」と言いながら背はい後ごに回るバニラさん。「ここですか？　それともこちら？」

「バニラ。さすがにその誤ご魔ま化かし方かたはどうよ」

　とここでマシューが一言。

「……うっ」

　おれの肩を揉んでいたバニラさんが急に力を抜いた。

「無理すんな、バニラ」

　マシューはそうぶっきら棒ぼうにフォローしたあと、「もうどれくらい経つかな、シャノンがさらわれてから」と言って椅い子すから腰こしを上げ、目を瞑つむりながら腕うで組ぐみをした。

　しーん。

　誰だれも何も言わない。マシューの発言後、余計雰ふん囲い気きが暗くなった。

「って、おいおい！　お前ら暗い顔すんなよ！」

　とマシューが慌あわてて手を叩たたいた。

「……たしかにシャノンとはだいぶ顔を合わせてないけどよ、それももう終わりだろ？　明日になるか、明後日あさつてになるかはわからねぇが、早いところあのローズとかいうヤツをぶっ倒して、シャノンを助け出そうぜ！」

「で、ですわ！」

「おーよ！」

「……うん。私たちならできる」

　静まり返っていた酒場に複数の声が反はん響きようした。

　みんな元気が出たみたいだ。特にバニラさんは。

　本当ならおれがバニラさんを励まさないといけない場面だったんだけど……。

　マシューには助けられてばっかりだな。まあ、ちょっと空気読めてない感じだったけど。

「たまにはマシューもいいことを言うのね」

「おいおい、黒くろ羽はね？　そりゃねーだろ？　おれはいつだっていいこと言ってるぜ？」

　あははは、と酒場に広がるみんなの笑い声。

　いい感じ。いい雰囲気だ。

　これならアバドンとの決戦も上手うまくいくかもしれない……。

　が──

　やっぱりこのままではダメだ。

　みんなを……危険に晒さらすわけにはいかない。

　ローズは今までの相手とは異なる。

　おれたちが戦うのはこのゲーム世界を作った張本人──創そう造ぞう主しゆなのだ。

　デビルベアや魔ま人じんヴェノレッド、マスターバクと戦うのとはわけが違う。

　どんな危険が潜ひそんでいるのかわからないのだ。

　だから──だからおれは……。

「……ちょっと散歩がてら周辺をパトロールしてくるね」

　おれは一人になろうと、おもむろに席から立ち上がった。

　気をつけろよー、というマシューの声におれは片手を上げて応こたえた。







「コックピットはあそこか」

　街まちの中央に広がる巨大な公園の真ん中に浮遊都市ミネルヴァのコックピットはある。コックピットは地上に突き出ており、中から公園が一望できる。

　修復が完了した機関室は地下にあって、コックピットの左右二箇か所しよにある階段から下に降りることができる。地下には機関室以外にも巨大な倉庫や待機所がある。おそらく味方全員が乗り込んでも問題ない広さだろう。

「もう修復は終わってるし、この時間だから誰だれもいないか……」

　コックピットにしても地下の機関室にしても、修復中は夜を徹てつして作業が行われていたが、今は夜間の立ち入りは全面的に禁止となっている。誰かが誤あやまってミネルヴァを浮上させてしまう可能性があるからだ。おそらく浮上後は戦せん闘とうイベントが強制的に始まるだろうから、そうなってしまうと降りるに降りられなくなる。そういう事態だけは絶対に避けたい。

「……でも、これならタイミングを計れば──」

　おれは奸かん計けいを巡めぐらせながら街全体を見渡す。

　城じよう塞さい都と市しミネルヴァは『ファイナルファントム７』の攻略本である『解かい体たい新しん書しよ』によると半径五百メートルに及ぶ車輪状の街とされている。中央に今いる公園があり、それを囲むように住宅区、商業区、工業区などがそれぞれ二区画分配置されている。『浮ふ遊ゆう石せき』をセットする機関室は今しがた説明したように公園の地下にあり、ミネルヴァを操そう縦じゆうするためのコックピットは地上、公園のど真ん中に突き出ている。ちなみに街全体が浮上するわけではなく、実際に浮上するのは中心から見て半径百メートルほど、要は公園部分である。

「風かざ間ま君。また一人で考えごと？」

　公園の中を歩き回っていると、黒くろ羽はねさんが暗がりの中から姿を現した。

「……ちょっとね」

「食事中もちょっと元気がなかったみたいだけど、もしかして何か心配事でも？」

「いや、その、なんというか……」おれは散々言いよどんだ末に、「……シャ、シャノンさんのことを考えていたんだ」

「そう」

　黒羽さんが後ろで手を組み、厚い雲に覆おおわれた星の見えない夜空を見上げた。

　一いつ瞬しゆん、間があったあと、

「シャノン……無事かしら」

「大丈夫だよ。ローズがシャノンさんを隔かく離りしたのは、ウィルスを除去するためのワクチンがないからであって、ローズにとっては苦く肉にくの策さくのはずだからね。彼女はシャノンさんを傷つける意図があってああしたわけじゃない」

「ええ」黒羽さんが頷うなずく。「……ねえ。今さらだけれど……ローズを倒しても、それで問題が解決するわけではないわよね？　シャノンのウィルスだって駆く除じよできるわけではないし」

「うん。おれも同じことを考えてた」

「その先はどう？　風かざ間ま君、何か考えがある？」

「もちろん」おれは頷うなずき、自分の考えを口にした。「おれは──この世界の初期化には反対だ。だからローズに訴えるつもりなんだ。この世界の存続を」

「この世界の存続を……？」

「そう。今、言ったようにローズを倒せば全すべてが解決するわけじゃない。おれたちはゲームオーバーになったら終わりだけど、たぶん彼女はゲームオーバーになっても何度だってこの世界にログインすることができる。ローズを倒しても一時しのぎにしかならないんだ」

「だから訴えるのね？」

「うん。そうしないとこの世界は救えないからね。シャノンさんだって救えない。初期化を食い止めるのが一番の有ゆう効こう策さくだと思う」

「でもローズが素直に首を縦たてに振るかしら……」

「振らせるよ。どんな手段を使ってでも」おれは黒くろ羽はねさんと同じように空を見上げ、「おれ思うんだ。たとえローズがこの世界を作った創そう造ぞう主しゆだとしても、世界の全てを自由にしていいわけではないって。この世界を生きている人たちにだって口出しする権利はあるはずだよ」

「……うん。全面的に同意するわ。私は誰だれがなんと言おうと風間君を支持する。二人でローズを説得して、みんなが安心して暮らせる世界を作りましょう」

「ありがとう、黒羽さん」

　目を伏ふせながら頭を下げると、どういたしまして、というつぶやきが返ってきた。

　その後──

　二人の間に沈ちん黙もくが訪れた。

　気まずいような、そうではないような、不思議な無音だった。

　ひゅー。

　そのとき風が吹いた。

　身み震ぶるいするほど冷たいその風は黒羽さんの長い髪かみを揺らした。

「ねえ……風間君って」

　黒羽さんが次の瞬しゆん間かんに口にした問いかけは予想だにしないものだった。

「シャノンのことが好きなの？」

「……え」

　そのストレートな質問におれは一瞬固まってしまう。

「どうなの？」

「…………っ」

　おれを見つめる黒羽さんの表情は真剣そのもの。

　答えをはぐらかしてはいけない──

　誰かがおれの脳のう裏りでつぶやいた。その声は自分にそっくりで……。

「風かざ間ま君。答えて」

「…………」

　おれの気持ち。シャノンさんへの気持ち。

　たぶん──

　心のどこかでは気づいていたのだと思う。

　自分がシャノンさんのことをどう捉とらえているのかを。

　だけどおれは答えを出さず、そのことから目をそらし続けてきた。

　ローズにさらわれたシャノンさん。

　彼女と一対一で最後に言葉を交わしたのはたしか。

　ローズと出会う前日の夜──

　あの夜、おれはシャノンさんに黒くろ羽はねさんとの噂うわさのことで疑問を投げかけられたが、彼女が納得するような答えは返すことができなかった。思えばあのときおれは自分の気持ちを誤ご魔ま化かしていたように思う。それが証拠におれはあのとき噓うそをつきたくないと思った。シャノンさんにだけは噓をつきたくないと……。

　胸むねがズキンと痛んだ。

　物理的な刺し激げきではなく精神的な痛み。

　あれはきっと──

「おれにとってシャノンさんは……」

　思えばいつだっておれの隣となりにはシャノンさんがいた。南の森での戦い、中ちゆう央おう司し令れい部ぶ結成時、黒蛇竜ブラツクナーガとの戦い、デビルベア戦、荒こう野やの街まちでの大だい規き模ぼ戦せん闘とう、ヴェノレッドとの戦い、マスターバクとの死闘──

　シャノンさんと出会ったあの日から今までずっと……。

　おれは励まされてきた。

　彼女のまっすぐな言葉に、彼女の柔らかな笑顔に──

　そして、知らず知らずのうちにおれはシャノンさんのことが……。

　好きになっていた。

　……そう。

　あの日の夜、噓をつきたくないと思ったのは、胸がズキズキ痛んだのは──

　シャノンさんのことが好きだったからなのだ。

　大切な人だから、好きな人だから、噓をつきたくないと思ったのだ。

　……今になって気づくなんて。おれはバカだな……。

「風間君？」

「……東エリアで」おれはようやく言葉を発した。「ローズがなんの脈みやく絡らくもなくおれたちの前に姿を現した日……その前日の夜のこと覚おぼえてる？」

「たしか夜中に目が覚さめたら風かざ間ま君とシャノンの姿が見えなくなってて……」

「うん。次の朝、黒くろ羽はねさんに問いただされたよね」

「ええ……」

「今、はっきりとわかったよ。おれ、後悔しているんだ。あの日の夜、シャノンさんに自分の気持ちを正直に伝えられなかったことを」

　自分の気持ち──

　そんなもの考えるまでもなかったのに。

　おれのシャノンさんに対する気持ちなんて一つしかないのに。

　……だけど、躊ちゆう躇ちよしてしまった。

「今度の戦いで敗北したらおれたちは強制的にログアウトさせられてしまう。そうなったらもう二度とシャノンさんに会えなくなる。自分の気持を伝えられないまま……」

「風間君……」

「でも──」

　おれは顔を上げ、黒羽さんを見み据すえる。

「──でも、ローズを説とき伏ふせることができればもう一度会える。シャノンさんに会えるんだ。だから、おれは前に進む。前に進んで、ローズにこの世界の存続を訴えて、シャノンさんを取り戻して、そして──」

　今度こそ──

　曖あい昧まいな言葉で逃げずに伝えるんだ。

　シャノンさんが好きだって。

　ゲームのキャラクターとしてのキャラクター愛ではない。

　おれはシャノンさんを一人の人間として愛している。

「…………」

「…………」

　全すべて言い終えると再び沈ちん黙もくが訪れた。

　うう、気まずい。ってか、おれ、もしかしてすごく恥ずかしいこと言ったんじゃないのか？

「ま……その結果どうなるかはわからないけどね。フラれるかもしれないし」

　慌あわてて間を断ち切る。しかも自じ虐ぎやく的てきな発言でもって。

「……やっぱりね」

　黒羽さんが静かに目を瞑つむり、納得したようにつぶやいた。

　風になびく髪かみを手で押さえつけながら彼女は言う。

「私は最初から中ちゆう央おう司し令れい部ぶにいたわけじゃないから、風間君とシャノンの間にどんなドラマがあったのか、その全てを知っているわけではないけど、二人は……その、なんというか」

　途中で口ごもる黒羽さん。

　続く言葉を待っていると、

「……ま、まあ、その……さすが風かざ間ま君よね」

　直前の言葉とはなんの関係もなさそうな発言が飛び出した。

「ん、何が？」

「その……つまり、ゲームオタクの鑑かがみってこと……」

「ゲームオタクの鑑？　ますます意味がわからないんだけど？」

「や、だって……ほら、ゲームのキャラクターに恋して告白までしようとしているんだから」

「ああ……」

　たしかにシャノンさんは本来二次元世界の住人。中身は本物の人間となんら変わるところがないわけだけど、おれがやろうとしていることはオタク的に言うと「二次元の嫁よめへの告白」である。もっとも、おれはそういう認にん識しきで好きと言っているわけではないんだけど。

「……ホント、風間君ってキモい。筋すじ金がね入いりのゲームオタクだわ」

　侮ぶ蔑べつにも聞こえる黒くろ羽はねさんの発言──

　その後、彼女は顔が見えないくらい極端に視線を落とし、ゆっくりと歩き出した。

　そして、おれとすれ違う瞬しゆん間かん──

　黒羽さんはうつむき加減のまま顔にかかった髪かみを手で払いのけたのだが、

「ん？　雨？」
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　そのとき、手のひらの上に雫しずくのようなものが触れた。だけど上空には雲一つなく、ただ地球にはない二つの月が世界を優やさしく照らしているだけだった。

　通り雨ってわけではなさそうだけど……なんだったんだろ。

　その後、視線を地上に落とすと、公園を出ていく黒くろ羽はねさんの後ろ姿が確認できた。

　だがすぐに夜の闇やみに紛まぎれて見えなくなってしまった。

「ふぅ……」

　黒羽さんの姿が見えなくなると自然とため息がこぼれた。

　本人に告白したわけでもないのにこの緊きん張ちよう感かん……。

　果たしてシャノンさんを前にして同じようなことを言えるのだろうか。

　……ちょっと心配だ。

　それはともかくとして──

「ついに明日か……」

　アバドンと全面対決するのはおそらく明後日あさつてのことになるだろう。

　シャノンさんへの告白はそのあと。

　だからまず明日のこと。

　そう──

　決戦を前にみんなに言わなければならないことがある。シャノンさんへの告白と同じで、これを言わなければおれはあとで必ず後悔することになるだろう。

　反発されるのは目に見えているが──

　でも、だからこそ言わなければならないことなのだ。
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　翌日──

　機関室の修復が完了したとの知らせを受けたおれはマシューと共に機関室がある地下に出向き、さっそく『浮ふ遊ゆう石せき』をセットした。

「これであとはコックピットにあるレバーを手前に引けばそれだけで浮上するはずだよ」

「浮上するのは街まちの一部だけだったよな？」

　隣となりのマシューが設置された『浮遊石』を眺めながら訊きいてきた。

「うん、そうだね。街全体ではなく公園部分が浮上する形になるね」

「じゃあ、敵が乗り込んできた場合、上の公園が決戦の舞ぶ台たいになるわけか」

「……そういうことになるね」

　みんなで戦うのなら──そうなるが……。

「んで、出発はどうする？　早いほうがいいし、明日にするか？」

「それなんだけど……」おれは言葉を濁にごしたあと、「……ねえ、マシュー？　みんなをコックピットに集めてくれないかな？」

「ん？　みんなってのはどの範はん囲いのことだ？」

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶのいつものメンバーと、ヴェルナーさんと、あと少しよう数すう派はグループのリーダー格の人たち」

「了解了解。決起集会ってところか？」

「……ま、そんな感じ」

　おれはマシューを置いて先に機関室をあとにし、地上に続く階段を上がった。

　地下への出入り口は二箇か所しよ。

　公園のど真ん中にあるコックピットの左右に一つずつ存在する。

　コックピットは地上に突き出ているのだが、飛行機などのコックピットなどとは違ってラウンジとして利用できるようになっているため空間的にはかなりゆとりがある。公園は言ってみればデッキのようなものだ。甲かん板ぱんとも言う。船ではないから正確な言い方ではないがＲＰＧに登場する飛行船や飛ひ空くう艇ていなどにはけっこうな確率で甲板が存在する。

「ふぅ……」

　地上は埃ほこりっぽい地下とは違い清せい涼りような空気で満たされていた。

「さて仕上げだな……」

　おれは全員がそろう前に、とある場所に駆かけ足あしで移動した。

　黒くろ羽はねさんのところだ。

　みんなが集まる前に彼女に知らせなければならないことがあった。

　その知らせなければならないことは羊よう皮ひ紙しにしたためてある。

　あとはこれを黒羽さんに渡すだけでいい。

　彼女の答えは聞く必要がない。

　その後、みんなが集まったときに自おのずと黒羽さんの答えがわかるはずだから。







「みんなご苦労さま」

　コックピットに集まった二十名ほどの人間に向かっておれはまずねぎらいの言葉をかけた。

　正面に中央司令部のメンバーが、左にヴェルナーが、右に他のグループのリーダーたちが並んでいる。みんな緊きん張ちようした面おも持もちだが、同時に使命感が顔ににじみ出ている。今度の戦いはアバドンの犠ぎ牲せいになった者たちへの弔とむらい合がつ戦せんという意味合いもあるからだ。また、さらわれたシャノンさんを救う戦い……そして何よりこの世界の平和を守る戦いでもある。

　おれと黒羽さんにとっては世界の初期化を阻そ止しするための戦い──

　世界を救うという意味ではみんなと一緒だ。

　ただ……──

　今回の戦いは創そう造ぞう主しゆであるローズとの戦い。

　今までの戦いと同じような認にん識しきで挑いどんではいけない。

「明日、ミネルヴァを起動して、アバドンと戦おうと思います」

　みんな予想していたのだろう。この発言には誰だれも驚おどろかなかった。

　だけど──

「明日は激はげしい戦いに……総力戦になると予想できます。たとえ善戦したとしても全員が無事ですむことはまずありえないでしょう。もしかしたらバンガロールの街まちで出した死者以上の犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれません。いえ、そもそも死力を尽つくさねば勝ちは望めないと思います。判断を誤あやまれば全滅もありえる──そんな戦いになるはずです」

　おれはそこで一いつ旦たんみんなを見回し、

「……できることならみんな無事でいてほしい。でも、そんな保証などどこにもない戦いが明日は待っているんです。だから……だから──」

　長い前まえ口こう上じようを終えたおれはそこで大きく息を吸い込んだ。

　そして──

「飛ひ行こう要よう塞さいアバドンにはおれ一人で乗り込もうと……そう思っているんです」

　自分の決意を目の前に並ぶ同志たちに告げた。

「ぐ、軍ぐん師し様！　さすがに一人で乗り込むのは無む謀ぼうすぎますわ！」

　最初に声を上げたのはバニラさんだった。

　そのあとマシューが、

「バニラの言う通りだぜ、裕ゆう貴き。まあ、乗り込む人選はともかく、浮遊するミネルヴァを維持する人員を確保する必要はあるがよ」

　と場を取とり繕つくろったが、どうやら二人ともおれの言葉の真意を理解していないようだった。

「マシュー、違うんだ」

「あ？　何がだ？」

「ミネルヴァに乗り込むのも、浮遊するのも、アバドンに乗り込むのも、全部おれ一人でと言っているんだ。みんなには地上に残ってもらう」

　──え？

　──は？

　──何？

　様々な疑問符がみんなの頭の上に浮かぶ。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、

「風かざ間ま裕貴……。貴様、自分が何を言っているのかわかっているのか？」

　真っ先に詰つめ寄よってきたのはヴェルナーだった。

　漆しつ黒こくの鎧よろいを身にまとった威い圧あつ感かんのある青年はおれの胸むなぐらをつかむと、

「何を考えている？　気でも触れたか？」

「……おれは正気です」

　冷静に言葉を折り返すと、

「なら理由も言えるだろう？　話せ」

　と言ってヴェルナーが一いつ旦たん手を離した。

「理由は──シャノンさんをさらい、飛ひ行こう要よう塞さいアバドンの封ふう印いんを解いた例の人物……彼女とおれのかかわりに理由があるんです。これは誰だれにも話していないことですが、彼女は──ローズはおれの知り合いなんです」

「知り合い？　そうなのかえ？」

　リーネが目を見開く。他のみんなにとっても驚おどろきだったようで場がざわついた。

「以前、おれは過去の記き憶おくがないと、みんなに話しました」

　記憶喪そう失しつ──

　レベル99であること、みんなの知らない多数のＲＰＧの知ち識しきを有していること。

　これらを誤ご魔ま化かすために捏ねつ造ぞうした設定である。ローズが現れるまではおれ自身にもこの世界に迷い込んだ理由がわからなかったので、まったくの噓うそというわけでもなかった。

「でも、この間……ローズと東エリアで遭遇したときに、彼女から自分が何者なのか知らされました。同時にローズの正体や企たくらみも……」

　おれはみんなに「ゲーム」だってことを伏せた上で一から語って聞かせた。

　ローズがこの世界を作った創そう造ぞう主しゆであること。

　彼女がこの世界を一新しようと考えていること。

　さらに自分のことも──

　おれがこの世界の住人ではなく、ローズに極きわめて近しい存在であること。

　ローズのやり方には反対で、また彼女の暴走を止める義務が自分にはあること。

　みんながローズに戦いを挑いどんでも返かえり討うちに遭あうだけだということ。

　この世界の神であるローズに対抗できる術すべを持っているのは自分だけだということ。

「裕ゆう貴き……お前も神なのか？」

　話が終わるとマシューが冷静な口ぶりで疑問を投げかけてきた。

　いや、とおれは首を振る。

「神ではないよ。ただみんなよりも身体からだが丈夫ってだけ」

「たしかにゆーきはワシらとは格が違う。それはわかっておる」リーネが険けわしい表情でおれを見上げる。「じゃが、ゆーき？　おぬしはシャノンがさらわれたとき、桐きり香かと二人がかりでもローズに太刀たち打うちできなかったのじゃろう？」

「そ、そうですわ！　いかに軍ぐん師し様が特別な存在であろうと、神様を相手に一人で戦うなんて無茶にもほどがありますわ！」

「バニラの言う通りよ！　裕ゆう貴きが神様側ではなく私たちのほうに立ってくれるのは嬉うれしいけど、さすがに一人で戦いを挑いどむのは無む謀ぼうすぎるって！」

「……軍ぐん師し様、みんなで戦おう？」

　バニラさん、アルルさん、エルマさん、と続々と反対の声が上がる。

　予想していた通りの展開だ。

　みんなに反対されることなど最初からわかりきっていた。

　ただそんな中、

「………………っ」

　黒くろ羽はねさんだけが沈ちん黙もくを保っていた。

　──答えはイエスか。

　おれはみんなが集まる前に黒羽さんに手紙を渡した。その手紙には今みんなに明かしたようにおれ一人でアバドンに乗り込むということと、黒羽さんには地上に残ってみんなを守ってほしい、というようなことが書いてあった。

　二人ではなく一人で戦いを挑むことにしたのは、おれ一人が死んでも、黒羽さんが生きてさえいればローズに初期化されずにすむと考えたからだ。万が一の保険である。

　そして──

　手紙には賛成なら沈黙を、ノーならみんなと一緒に反対に回ってほしいと記しるしておいた。

「………………っ」

　やはり黒羽さんは沈黙を維持している。

　おれの指示に従うってことだ。

「裕貴」

　反対意見が飛び交う中、マシューがおれに近づいてきた。

　悲痛な表情──

　こんな悲しそうなマシューの顔を見るのは初めてのことだった。

「おれたちはそんなに頼りにならないか？」

「……頼りにしてるよ。でも、今回ばかりはみんなを連れてはいけない」

「お前がっ、お前がなんと言おうとな──っ」

　マシューが声を荒あらげながらおれの胸むなぐらをつかむ。

「おれたちは絶対についていくぞ！　一人でなんか行かせてたまるかよ！」

「……マシュー……わかってよ」

「わからねぇよ！」

　叫さけびながらおれを突き放すマシュー。

「風かざ間ま裕貴」今度はヴェルナーがおれに迫せまってきた。「ローズというこの世界の創そう造ぞう主しゆ──あの女のことを一番理解しているのはおそらくお前なのだろう。もしかしたらお前にしかわからない何かがあるのかもしれない。だがな、我われ々われはバンガロールの戦いで街まちの住人を始め、たくさんの仲間を失った。今度の戦いは我々にとっても深い意味がある。お前だけの戦いではないのだ……っ。それにローズはこの世界の破滅を企たくらんでいるのだろう？　ならば……ならば──」

　だん、とヴェルナーがラウンジ内のテーブルを固めた拳こぶしで叩たたき、

「敗北は絶対に許されないはずだ！　勝たなければ待っているのは破滅だけ！　たとえ犠ぎ牲せい者しやが出ようとも、全員で死力を尽つくすべきだ！」

　そうだ、そうだ──

　我々も戦うぞ──

　軍ぐん師し様を一人で行かせはしない──

　ヴェルナーの力強い主張を皮切りにみんながヒートアップし始めた。

　もはやおれが何を言っても流れを止めるのは難しそうな雰ふん囲い気きだった。

　……どうすればいい。どうすればみんなわかってくれる。

　おれにはローズを止める義務がある。

　これはもう宿命といってもいい。

　だっておれがローズとメールのやり取りをしなければこの世界は生まれなかったのだから。

　そして、きっとこの世界はおれの願望をローズが現実化した──その結果だと思うのだ。ここはおれの理想の世界。大好きなゲームのキャラクターたちと冒ぼう険けんする──おれはその欲望をこれまでいろんな形で満たしてきた。記き憶おく喪そう失しつだとみんなに噓うそをついて、自分の正体を隠し、あの手この手でみんなを動かし、ロールプレイを楽しんだ。

　ここまで十分に楽しんだ。

　おれはみんなに恩返しをしたいのだ。

　バンガロールでの襲しゆう撃げきイベントでは多大な犠牲者を出した。あれだけの死者を出したのはおれと黒くろ羽はねさんが中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで戦いに挑いどんだから、ということに加え、原作を遥はるかに上回る魔ま物ものの群れがあの街を襲おそったから、ということも一因としてある。

　ローズはおれと黒羽さんを殺しにきている……。

　きっとアバドンとの空中戦はあれ以上の血みどろの戦いになる。

　仮に戦いを制したとしても、みんなが死んでしまってはなんの意味もない。

　おれはローズに初期化せずにこの世界のバグを取り除いてほしいのだ。

　世界の初期化と、仲間の死はイコール。

　そんなことはあってはならないのだ。

　おれはみんなを守りたい。

　恩を返したい──

「──裕ゆう貴き」

　馴な染じみ深ぶかい声がおれにかかる。

　気の置けない友人──おれがこの世界で一番信頼している男友達。

「ヴェルナーの言った通りだ。おれたちは戦うぞ。たとえ多大な犠ぎ牲せいが出ようともな」

「……みんなの気持ちはわかったよ」

　おれはゆっくりとコックピット内を見回した。

　全員の顔を一人一人、目をそらさずに確認していく。

　……みんな、決意は固そうだ。

　このまま同じ主張を繰くり返かえしたところで考えは覆くつがえらないだろうな。

　ならば──

「明日、正午……。アバドンとの戦いに参加する意思がある人は公園に集まってください。ただし、これだけは言っておきます。命の保証はできません。……それでもかまわないという人だけ来てください」

　おれはそれだけ言うとコックピットをあとにした。

　──バタン。

　ドアを閉める。

　そしてそのまま公園の外に向かう。

　コツコツ。

　聞こえる足音は自分のだけ。誰だれも追いかけてはこない。

　つまり──

　……みんなおれの提案を受け入れたってことだ。

　これでいい。

　あとは──

　あとは……夜を待つだけだ。













　　　　　ＡＣＴ３　成長～Seeds of growth～







　静せい寂じやくに包まれた闇やみの中でおれは身体からだを起こす。

　ベッドから降りると、ギィ、と床が悲鳴を上げた。

　長年放ほう棄きされていたこのミネルヴァはほとんどの建物が使用不可能になっており、こうして寝泊まりできる建物もまだ補修が十分ではないのであちこちの床が軋きしみを上げる。

　意外と響ひびくな。

　ドアも開けると音がしたっけな。

　となると……。

「窓だな」

　おれは暗闇の中で身み支じ度たくを整えるとそっと窓を開け、外の様子をうかがった。

　この付近で一番高い建物の中にいるので用心するのは下だけでいい。

　よし、通行人はいないな。脱出するなら今のうちだ。

　窓から身を乗り出し、左右を確認。左のほうにちょうどいい出っ張りがあったので、そこを足場にして煉れん瓦が造づくりの外がい壁へきを横に移動する。端はしまで移動すると、

「よっと！」

　この世界でのみ通用するジャンプ力を生かして隣となりの建物の屋根に飛び移る。

　その後は屋根から屋根、また屋根から屋根──と隠おん密みつ気分で夜の街まちを疾しつ走そうした。

　もうすぐ夜が明ける。急いだほうがいい。

　──一人で行くのなら。

「よし……」

　遮しや蔽へい物ぶつのないだだっ広い公園が見えてきた。

　その中心にあるのは透明なガラスで覆おおわれたコックピット。

　この城じよう塞さい都と市しミネルヴァを浮遊都市ミネルヴァに変えるためのレバーがある場所。

　燃料代わりである『浮ふ遊ゆう石せき』は地下の機関室にすでにセットずみだ。

　地上の公園と同じくらいの広さがある地下には機関室以外にも倉庫や待機所などがあるが、今は地下には用はない。とにもかくにもコックピットだ。

　……誰だれもいないな。

　コックピットの中は機械の香りがした。

　嫌いやな匂においではない。

「えっと……レバーは……──あったこれだ」

　これを手前に引けばすぐにミネルヴァの浮上が始まる。

　浮上するのは公園部分のみ──中心から半径百メートルで、黒くろ羽はねさんやマシューたちは浮上範はん囲い外がいの建物で休んでいる。今なら一人で空に上がれるはずだ。

　……出発だ。

　両手でレバーを握にぎる──

　だがその途端おれの手は石せつ化か攻こう撃げきでも受けたように固まってしまった。

　誰だれかが妨害しているわけではない。

　迷いが……おれの中の迷いが身体からだを硬こう直ちよくさせたのだ。

　レバーを引いたらもうあと戻りはできない。

　飛ひ行こう要よう塞さいアバドンと浮遊都市ミネルヴァとの激げき突とつは時間制限ありの戦せん闘とうイベント。

　燃料が切れたらミネルヴァは下降を始め、魔ま物ものの群れに撃げき墜ついされてしまう。

　そうなったらゲームオーバーだ。

　もちろんアバドンに乗り移りさえすればゲームオーバーは回避できる。

　どちらにしろ、おれが死んでも残った黒羽さんにバトンタッチできるはずだ。

　しかし──

　戦いに敗やぶれたおれはこの世界から強制的にログアウトさせられてしまう。

　もう二度とみんなに会うことができなくなる。

　マシューたちにもシャノンさんにも……。

　黒羽さんだってそうだ。おれが彼女のことで知っているのは名前くらいなもの。連絡先は聞いていないからお互いにログアウトしたとしても顔を合わせることはできない。

　これが今こん生じようの別わかれになるかもしれないのだ──

「……おれは」

　いや、何を迷っているんだ？

　一人で戦うと決めたはずじゃないか？

　おれはレバーをつかんだ手に力を込める。

　自信を持て。

　レベル99の自分を、これまで培つちかってきたＲＰＧの知ち識しきを──もっと信用しろ。

　……そうだ。

　おれがＲＰＧに注そそいできた時間と情熱はこの日のためにあったのだ。

　みんなの明日を守るために──

　ガコン！

　力強く、レバーを手前に引いた。

　次の瞬しゆん間かん……。

　地下の飛行装置が作動し始めた。

　ゴゴゴゴゴゴ──

　地じ震しんでも起きたかのように地面が激はげしく揺れる。

　そのうち公園と市し街がいの切れ目に亀き裂れつが走った。

　ミネルヴァが浮上を開始したのだ。

「……建物に明かりが」

　みんな突然の轟ごう音おんに飛び起きたのだろう。

　だがもう遅い。ミネルヴァの浮上はあっという間。飛び移る暇ひまなどない。

　よし……上手うまくいったな。

　窓から地上を眺めていたおれはコックピット内の座席に腰こしを下ろした。

　あとはオートパイロットでアバドンまで一直線だ。

　このミネルヴァにはアバドンの力の源みなもとである邪じや神しん像ぞうが放つ魔ま力りよくを感知する装置が備えつけてある。これも過去の英雄であり生しよう涯がい飛行士を名乗り続けた『アレクセイ』の発明品である。

　原作だと戦いが始まるまでちょっと間があるんだよな。

　今のうちに休んでおくべきかもだけど……。

　とても眠れそうにないな。

　まあ、夜明け近くまで休んでいたわけだし、寝なくても大丈夫だろう。

「ん……雲の中に入ったのか？」

　いつの間にか高度がかなり上がっていたらしい。アバドンが初めて姿を見せたのが雲間からだったことを思うと、戦いはこの高度で、ということになるだろう。

　そろそろ準備しておくか。

　おれは携けい帯たいゲーム機きを手に取り、コックピットを出た。

「……すー……はー」

　外は出発するときに比べてだいぶ明るくなっていた。

　いち、にー、さん、しー。

　おれは架か空くうの剣をかまえ、日課の素す振ぶりを開始する。

　シャノンさんから習った剣さばき。

　最近はだいぶ様さまになってきた。

『私が教えることはもうありません。あとは自分なりにいろいろ試してみてください』

　シャノンさんがそう言っていたのは……。

　ローズにさらわれる数日前のことだったか。

「……日が」

　東の空から太陽が昇のぼってきた。

　おれはその眩まばゆい光から目をそらす。

　完全に夜が明けたみたいだな。これはそろそろ──




【裕ゆう貴き、聞こえる？】




　突然どこからともなく声が聞こえてきた。

　いや、それは現実に発せられた声ではない。

　おれの心に直接語りかけてきているこの声は──

　まさか念ねん話わ装そう置ち？

　でも、マシューたちからの連絡を遮しや断だんするため非起動状態にしておいたはず。

　……いや、待て。

　さらわれたシャノンさんからだけは念話を受けられるように設定していた──

【裕貴……ワタシの声が聞こえない？】

　念話装置が再び心の声を受信する。

　シャノンさんの声ではないが、どこかで聞きき覚おぼえがある……。

【も、もしかして──ローズ？】

【そう】

　無感情な返答。この愛あい想そのない口調はまさしくローズだ。

【シャノンが身につけている念話装置を借りた。裕貴、キミと話がしたかったから】

　東エリアでローズと初対面を果たしてから三週間以上経つ。少し前にアバドンの側面に投影された映像を通して顔を見ているが、面と向かって話をしたのは一度だけだ。

【裕貴。キミはなぜログアウトしないの？】

【それは……──】

　ちょうどいい。本当は実際に顔を合わせてから言うつもりだったけど──

【訴えたいことがあるからだよ】

【訴える？　何を？】

【この世界の存続】

【……裕貴？　何を言っているの？　初期化以外にこのバグまみれの世界を修復する方法はないと言ったはずだけど？】

【本当に初期化しかないの？　他に何か方法があるんじゃないの？】

【たしかに時間をかければ初期化以外にいい方ほう策さくが見つかるかもしれないけど、そんな悠ゆう長ちようなことを言っていたらウィルスにこの世界を破壊されてしまう。未知のウィルスだから外部のデータに飛び火して大だい惨さん事じを招くかもしれない。それはワタシの本意ではないから】

【でも、なんの手も打たずに安直に初期化を実行するのは無責任だ！】

【時じ間かん的てき猶ゆう予よがないと言ったはずだけど？】

【諦あきらめるにはまだ早いって！　最後の最後まで足あ搔がこうよ！】

【足あ搔がく理由がない。初期化がもっともスマートな解決法】

【……くっ】

　やはりダメか。

　どうする？　このまま押し問答を続けても何も進展はしないぞ……。

【なぜ裕ゆう貴きがそこまでこの世界に固こ執しゆうするのか、ワタシにはわからない】

【……わからないって。でも、ローズ。東エリアで会ったとき、「ワタシはこの世界を裕貴に見せたくて作った」って言ってたよね？　おれのほうこそきみがこの世界を安直にリセットしようとしている理由がわからないよ】

【……？　初期化してもこの世界が消えてなくなるわけではないと思うけど？】

【いや、だから……そういうことじゃなくて】

　会話がかみ合わない──

　ズレている。ズレまくっている。

　おれにとってこの世界はもはや第二の現実と言っていい場所。

　だがローズにとってはそうではないらしい。思い入れなどまったくないようだ。

【ところで裕貴。もう間もなくそちらの浮遊都市との空中戦が始まるけど──キミはあくまでもワタシに逆らうということでいい？】

【……ああ】

【そう。それなら仕方ない。キミがログアウトする意思がないというのなら、ワタシの手でゲームオーバーにするまで】

【……望むところだよ】おれは拳こぶしを固く握にぎりしめた。【絶対に空中戦を制して、そこまでたどり着いてみせる。初期化なんて絶対にさせない！】

【それは無理な話。裕貴はこちらに乗り移ることさえできずにゲームオーバーになる】

【なっ……。そ、そんなのやってみなければわからないだろ……！】

【やらなくてもわかる】

　ローズはなんの迷いもなくそう断言した。まるで確信しているみたいに。

　ゲームオーバー──

　今、おれがもっとも聞きたくなかった言葉だ。

【それは……おれが一人だから？】

【一人？】まさか、といったふうにローズが疑問の声を上げる。【本当に一人で来たの？】

【……だったらなんだって言うんだよ】

【無む謀ぼうにもほどがある。これから始まるイベントは一人でこなせるようにはできていない】

　そんなことわかっている。

　だけど──

　みんなの命を代だい償しようにした勝利などなんの価値もない。

【もっとも一人だろうと、仲間がいようと裕ゆう貴きの戦いはここで幕を閉じるのだけれど】

【……な、何を根拠にそんなことを──……っ】

【裕貴、感情的になってもいいことなんて一つもない。冷静になったほうがいい】

【敵であるローズにそんなこと……】

　言われたくない！

　そう叫さけぼうとしたが声が出てこなかった。

　自信がないのか、おれは？

　ローズに無理だの無む謀ぼうだの言われて不安になったのか？

　……気にするな。彼女はおれを挑ちよう発はつしているんだ。

　アバドンとの空中戦は時間制限ありのイベントだけど、普通にプレイしていればまず時間切れになることはない。おれなら一人でもやれるさ。

【裕貴。戦いの前に質問がある】

【……質問？】

　唐とう突とつになんだろう。

【キミはこの世界がどうして存在しているのだと思う？】

【……質問の意味がわからないよ。この世界はローズが作ったんだろう？】

【その通り。だけどこの世界の存在理由は別にあるのだと思う】

【どういうこと？】

【それはワタシが知りたい。だから質問した】

　おれをおちょくってるのか？　ワタシが知りたいって、自分が作った世界なのにどうしてそんなことをおれに訊きくんだよ。さっぱり意味がわからないな。

　メールのやり取りをしていたときも感じたことだけど、この人はホント変わっている。

　言動がぶっ飛んでいるという意味で。

　常に飄ひよう々ひようとしていてつかみどころのない……そう、まるで雲のような存在だ。

【ローズ、おれを混乱させようってのか？】

【そんなつもりはない。別にそんなことをしなくてもワタシは勝てるから】

【またそんなことを……】

【ただワタシは……いや、もういい】

　ローズは何か言いかけて途中で口を噤つぐんだ。

　なんだからしくないが……。

　いや、今は敵の事情なんて察している場合ではない。

【おれは負けないよ、ローズ】

【……そう】

　感情の希き薄はくな事務的な返事。

　もうさっきの心理の乱れは感じられず、いつものローズに戻っていた。

【裕ゆう貴き。もう一つだけ】

【まだ何かあるの？】

　──プツ。

　急にローズの声が途切れた。

　と思ったら再び声が聞こえてきて、




【裕貴さん……？　聞こえますか？】




　この声は──

【シャノンさん？　シャノンさんなの!?】

【はい、私です……】

　久しぶりに聞くシャノンさんの声は不安に満ちていた。

【大丈夫？　不自由な生活を強しいられてない？】

【いえ、不便はしていません。自由に出歩くことができないだけで】

【……そっか】

　当然と言えば当然だ。ローズはシャノンさんを隔かく離りしているだけで、彼女をどうこうする意図はないわけだし。人ひと質じちとも違うのでシャノンさんの身に危険が迫せまることもない。このあと控ひかえている空中戦においても傍ぼう観かん者しやという立場が続くので、そういう意味では安全な場所にいると言える。

【裕貴さん……私、裕貴さんと話したいことがたくさんあるのです】

【おれもだよ。シャノンさん】

　話したいこと──

　いや、伝えたいことと言うべきか。

【私、ローズさんから聞きました。裕貴さんのこと】

【おれのこと？】

【はい……。裕貴さんと黒くろ羽はねさんはこの世界の住人ではなく、異世界の住人だと聞かされました。それも次元の異なる……もっと上位の世界の人間だと】

【上位の次元……】

　ローズは現実が上で仮想が下だという認にん識しきがあるらしい。

　いや、たいていの人間はそう捉とらえるか。現実あってこその仮想なのだから。

【で、でも、私は……たとえ裕貴さんがこの世界の外から来た人間であっても、私には及びもつかない世界の住人であったとしても、裕貴さんは裕貴さんだと思っていますから】

【シャノンさん……】

【裕ゆう貴きさんはどうですか？　私のことを……どう思っていますか？】

　どう思っているか。好すきか嫌きらいかということではなく、仮想世界に生まれたシャノンさんのことをどう捉とらえているか、ってことだよな。だったら答えは決まっている。

【おれも同じだよ。シャノンさんはシャノンさん。他のみんなもそう。生まれた場所なんて関係ない。対等な関係だと思っているよ。……いや……正直に言えば出会った当初はいろんな葛かつ藤とうがあった。シャノンさんたちのことで悩んだこともあったよ。でも、今はそうじゃない。もうなんの迷いもない。この世界が好きだって、みんなのことが大好きだって、胸むねを張って言える。だから──だからこそおれはローズと戦うことを決意したんだ】

　そうだ……。

　その上で、おれはシャノンさんのことが……。

【裕貴さん……ありがとうございます】

【シャノンさん、待ってて。必ず助けにいくから】

【……はい】

【おれは絶対にシャノンさんを救ってみせる……そして】

【そして……？】

【え、えっと……まあ、その】

　今言うべきことではないよな……。

　告白はシャノンさんを救出してからだ。

【とにかく助けにいくから……待ってて】

　上手うまい言葉が見つからない。こんなときだってのにカッコ悪いな、おれ……。

【……わかりました。私、裕貴さんの言葉を信じます。信じて……待っています】

　シャノンさんの心の声がおれの胸の内で響ひびいた直後──

　──ゴゴゴゴゴゴゴ！

　前方、薄うす雲ぐもの中から飛ひ行こう要よう塞さいアバドンがその姿を現した。

　あの中にローズとシャノンさんが……。

「って、なんだあの魔ま物ものの群れは!?」

　遠目だったのと雲が邪じや魔まをして最初は視認できなかったのだが、アバドンがこちらに近づくに従い敵の姿が──要塞のデッキ上を埋うめ尽つくす大量の魔物と、その周囲を飛び交う飛行系モンスターの姿が明らかになってきた。

「いくらなんでも多すぎだろ！」

　そう叫さけばずにはいられなかった。バンガロールの街まちを魔物の大群が襲おそったときも原作の比ではなかったけど、これはさらに輪をかけて酷ひどい。世界中の魔物を一箇か所しよに集めたんじゃないかってくらい大量の魔物が要塞に詰つめ込こまれている。

　この量の敵を一人で殲せん滅めつできるのか？

　遠目に見えるとんでもない絵え面づら──

　さすがに不安になってきた。

【裕ゆう貴きさん？　どうかしたのですか？】

【……なんでもないよ】

　おれは言葉を折り返し、携けい帯たいゲーム機きを握にぎりしめる。

　弱気になってるんじゃない──

　シャノンさんを助けられるのはおれだけなんだ。

　やるんだ。一人で。

【ごめん、シャノンさん。魔ま物ものの群れが目前に迫せまっているんだ】

【そうですか……。いよいよ始まるのですね】

【うん】

【裕貴さん、頑張ってください】

【……うん】

【みなさんと力を合わせて】

【…………うん】

　返事が一いつ瞬しゆん遅れてしまった。

　どうやらシャノンさんにはおれとローズの会話は聞こえていなかったらしい。

　不安と罪ざい悪あく感かん。

　大量の魔物を目もく撃げきしたことによって生まれた不安。

　側にみんながいると思い込んでいるシャノンさんに対する罪悪感。

　だけどシャノンさんにそれを言うわけにはいかない。

【裕貴さん──】

　おれが沈ちん黙もくしていると最後にシャノンさんが、

【またあとで会いましょう。お互い無事な姿で。ファイトですよ、裕貴さん！】

【……うん！】

　おれにとってのシャノンさんとは勇気と希望を与えてくれる存在。

　いつだってそうだ。

　彼女のおかげでおれは自分の裕貴という名前が嫌きらいではなくなった。

　だから──だからおれは！

　シャノンさんの期待に応こたえるために、勇気を出してこの敵の大群に立ち向かう！







　空気を切りながら前に進むミネルヴァの上でおれは一人息巻く。

「記き憶おくでもなんでも……持っていけ！」

　携けい帯たいゲーム機きから『剣』を取得する。

　不思議な英数字が剣の周囲を漂ただよう正体不明の武器を──

　──ギィ！　ギィ！　ギィ！

　アバドンの急接近に合わせて向こうから飛行系の魔ま物ものが甲かん高だかい声を響ひびかせながらミネルヴァに乗り込んできた。そして、その背せ中なかにはパワー系の魔物が乗っている。

「くっ……背はい後ごに回り込む気か」

　ほとんどの魔物はミネルヴァの船首付近に着地したが、二割ほどは背後に回った。

　気づけば前も後ろも、さらには上空からも敵が突っ込んできていた。

　とんでもない数だ──

　原作通りならこの目の前の魔物の群れはアバドンの中にある邪じや神しん像ぞうが生み出したもの。

　邪神像を破壊すれば魔物の供給はストップするのだが……。

「……今は戦うしかないか」

　くそっ……もうこうなったらやるしかない！

　おれは前方の敵、数体に向かって薙なぎ払はらいを浴びせた。

　ざしゅううううう──

　塵ちりと化す魔物を見送る間もなくおれは『剣』を振るう。

　ざしゅううううう──

　ざしゅううううう──

　ざしゅううううう──

　前に、後ろに、上空に──

　だが獲え物ものに群むらがるハイエナのごとく新あら手てがわらわらと集まってくる。

　くっ、囲まれたら大変なことになるぞ！

　おれは転倒した魔物を踏ふみ台だいにして敵がいない場所へジャンプした。着地後、背後に迫せまってきた敵を一いつ閃せん、さらに空からダイブしてきた飛行系の魔物に向かって『剣』を突き刺した。

　しかし、斬きっても斬っても敵は押し寄せてくる。

「……やばいな」

　気づけばおれの周囲は足の踏み場もないほど大量の敵で埋うまっていた。

　ジャンプして逃げようにもこれじゃあ──

「……うっ!?」

　魔物が振り下ろした巨大な棍こん棒ぼうがおれの頭に直ちよく撃げきした。

　さらに別の魔物からの攻撃が二発、三発と連続で入る。

「うああああああ──っ!?」

　さらに四発目に蹴けりをもらい、おれは地面を派は手でに転ころがった。

　たいしたダメージではないが──

　……まずい。このままじゃタコ殴なぐりにされる。

　周囲の魔ま物ものが咆ほう哮こうを上げながらこちらに迫せまってきた。

　やばいやばいやばい──

　とてもさばける量じゃないぞ。

　まさかこれほど大量の敵を投入してくるなんて。

　……いかにレベル99と言えどもＨＰは有限なんだ。

　攻こう撃げきを受け続ければいずれは……。

　グオオオオオオオオオ──

　ギィィィィィィィィィ──

　ガルルルルルルルルル──

　魔物たちが咆哮を上げ、各々の武器を振り上げた。

「……くそ……どうする。どうすればいいっ──」




　──パーン！




　そのとき、背はい後ごから銃じゆう声せいがし、氷をまとった弾だん丸がんが魔物の一匹を貫つらぬいた。

　……え？　ま、まさかこの魔ま法ほうの弾丸は……？




　──ゴオオオオオオッ！




　さらに巨大な火球があたり一面を燃やし、複数の魔物を燃もやし尽つくした。

　今度は魔法？　噓うそだろ？




「全員、突撃──っ！」




　おれが背後を振り返ったのと同じタイミングでマシューの声が響ひびいた。

　え？　とおれが突然のことに固まっていると、




「「「「……「「「「うおおおおおおおおお──っ！」」」」……」」」」




　コックピットの左右にある地下に続く階段──

　そこから無数の人が飛び出してきた。

　剣、槍やり、杖つえ、弓、銃など様々な武器を手に持った勇気ある冒ぼう険けん者しやたちが。

　おれの愛すべき仲間たちが──

「はあああああ！」「やあああああ！」「くらえええええ！」

　彼らはあっという間におれを取り囲む魔ま物ものを殲せん滅めつした。

　そしてその集団の先頭に立つマシューが、

「おい、裕ゆう貴き！　ボサッとしてんなよ！」

「え、や、でも……どうしてみんながミネルヴァに……？」

「あ？　そんなもん、みんなで地下に潜ひそんでたからに決まってんだろうが」

　マシューから返ってきたのはそんなシンプルな回答。

「風かざ間ま君……」

　マシューの隣となりには黒くろ羽はねさんもいる。

　彼女は申し訳なさそうな表情でおれを見やり、

「ごめんなさい、風間君。私にはみんなを止められなかったわ……」

「く、黒羽さん……これは一体どういう？」

「それがね、風間君のことだから夜のうちに一人で行っちゃうんじゃないかって……マシューやリーネが言い出してね。それであなたが寝たのを見計らってミネルヴァの地下にある倉庫に全員で隠れたのよ」

「……地下の倉庫か」

　そういえばおれ地下に人がいるかどうか確認してなかった。

　端はなから誰だれもいないと決めつけてコックピットに乗り込んじゃったから……。

「みんなに出し抜かれちゃったわね？」

「……驚おどろいたよ」

「軍ぐん師し様！」バニラさんが魔ま法ほうを放ちつつ、同時に言葉を投げる。「わたくしたちの心は軍師様と共に──ですわ！」

「裕貴ー！　私らを騙だまそうたってそうはいかないんだからー！」

「……その通り」

　アルルさんとエルマさんが言葉を繫つなぐ。

　さらにその後ろから、

「ゆーき」

　ダボダボの白衣を身にまとった少女、リーネがひょっこり姿を現し、

「どうじゃ？　さすがに今から街まちに引き返すわけにはいかぬじゃろう？」

　ああ、そういうことか──

　すぐに姿を現すとおれがミネルヴァを降下させるかもしれないから……。

　だから魔物の群れが襲しゆう来らいするまで地下に隠れていたんだ。

　これは一本取られたな。いや、おれが単純なだけか……？

「急げ！　魔物はそこら中にいるぞ！」

　そのときヴェルナー率ひきいるヴェルナー派はが遅れて地下から姿を現した。




「「「「……おおおおおおおおお──っ！」」」」




　雲を搔かき消けすかのような鬨ときの声こえがあたりにこだまする。

「──まったく最後まで鈍どん臭くさい男だ」

　漆しつ黒こくの鎧よろいを身につけたヴェルナーが長い槍やりをかまえながら言う。

「ヴェルナーさん……」

「ふん。言っておくが、ミネルヴァに乗り込んだのはお前のためではないからな？　この地を荒らす飛ひ行こう要よう塞さいと世界の破滅を企たくらむふざけた創そう造ぞう主しゆをブチのめすためだ。自分に人望があるなどと自うぬ惚ぼれるなよ？」

「おいおい、『軍ぐん師しを一人で行かせるわけにはいかない！』って真っ先におれのところに相談に来たヤツが何を言ってんだ？　もっと自分に素直になれよ？」

「……黙だまれ。キザ男」

　マシューの突っ込みに顔をしかめるヴェルナー。

「あ、あの、ヴェルナーさん……ありがとうございます──」

「礼などいいからさっさと指し揮きを取れ！」

　タッタッタ──

　ヴェルナーは槍をかまえたまま前線に走っていった。

　……本当にありがとうございます、ヴェルナーさん。

「裕ゆう貴き、あいつが言った通り、ミネルヴァに乗り込んだのはお前を放っておけなかったってことだけじゃないんだぜ？　人それぞれ理由がある。この世界を守るため、己おのれの力を試すため、死んでいった仲間たちの仇かたきを取るため。──でも、一番は自分の居場所を守るため……要は自分のためだ。きっとみんな同じ気持ちだと思うぜ」

「自分の居場所を……」

　そうだ。おれはすっかり忘れていた。

　この世界はおれにとってかけがえのない場所になりつつあるけど、マシューたちにとってはこの世界こそが現実であり、この世界こそが全すべてなのだ。おれには真の現実という帰る場所があるから──居場所を守るという考えは出てこなかった。

　はは……おれ、何もわかってなかったな。

　一人で何もかも解決しようとミネルヴァに乗り込んだけど、それっていうのはつまり、みんなのことをゲームのキャラクターとして捉とらえ、守るべき脆ぜい弱じやくな存在であると考えていたってことでもある。シャノンさんたちはもはやゲームのキャラクターを超ちよう越えつした存在だと、おれや黒くろ羽はねさんと何も変わらないと、本物の人間と同じだと、そう思っていたはずなのに……。心のどこかでみんなを差別していたんだ……おれは。

　それじゃあ──

　それじゃあ、ローズと同じじゃないか！

　この世界で暮らしている人々の気持ちなど考えず初期化を実行しようとしている彼女と。

「ゆーき！　早く指し揮きを取るのじゃ！」

　って、反省はあとだ！　今はとにかく敵の猛もう攻こうを食い止めないと！

　おれは拡声器が取りつけられているコックピットに舞まい戻もどった。

　この人数での大だい規き模ぼ戦せん闘とうは何度かこなしているから細かい指示は必要ない。それにアバドン戦の陣じん形けいについては事前に話し合っている。おれは一人で戦うと決めていたが、そのことをみんなに伝えるまでは全員で戦うことになっていたから、ミネルヴァの修しゆう繕ぜん作さ業ぎようが終わる前後あたりから作さく戦せん会かい議ぎを何度も重ねていたのだ。

「みんな！　配置は打ち合わせ通りに！　わからないことがあったら、各部隊の部隊長に指示を仰あおぐように！　想像以上に敵が多いから操そう縦じゆう席せきのあるコックピットや機関室に続く階段の警けい備びは厳げん重じゆうに！　守りが薄うすいと感じたらおれのほうから指示を出すから！」

　おれは素早く指示を下すと拡声器のスイッチを切ろうと手を伸ばした──

　しかし、途中で手を止め、

「それから……敵の数は尋じん常じようではないけど、戦いの最後にみんなで笑い合えるように、おれは軍ぐん師しとして全力を尽つくす！　だからみんなも最後の最後まで諦あきらめないで！　……いや、勝とう！　この戦いに勝って囚とらわれのシャノンさんを救って、全員で地上に帰ろう──っ！」




「「「「……おおおおおおおおおおおおおおおお！……」」」」




　拡声器のスイッチを切ると無数の声が空に響ひびき渡わたった。

　よし、戦いの幕開けだ！

【黒くろ羽はねさん──】

　おれは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの仲間たちに個別に指示を出すべく念ねん話わ装そう置ちを起動させた。

【風かざ間ま君、いい演説だったわよ。胸むねにジーンときたわ】

【ありがとう……。えっと……黒羽さん、今、どこにいる？】

【コックピット周まわりで守りを固めているバニラ率ひきいる後こう衛えい部ぶ隊たいよ】

【なら黒羽さんはそのまま後衛部隊の指揮をお願いできる？　本来の予定とは違うんだけど、思った以上に飛行系の魔ま物ものが多いから、正直バニラさんだけじゃ心こころ許もとないんだ。部隊が崩くずれないように自分の判断で指示を出してくれる？】

【了解したわ。風間君は前線？】

【うん。おれは予定通り最前線で戦っている前ぜん衛えい部ぶ隊たいに指示を出してくる！】

【わかったわ！　お互い頑張りましょう！】

　一いつ旦たん念ねん話わを終了させ、おれは船首に向かって走った。

　携けい帯たいゲーム機きは一旦しまう。

　おれや黒くろ羽はねさんならばどんな敵も一いち撃げきで屠ほふることができる。しかし、敵の第一陣じんは空も地上も数は圧倒的ではあるものの、一体一体の敵はそれほど強くはない。レベル40を超こえ、物語終しゆう盤ばんのレベルに達しているマシューたちでも二、三度攻撃を加えれば倒せる敵ばかりだ。こういう状況ではおれと黒羽さんの真価は発はつ揮きできない。それよりはＲＰＧの知ち識しきを生かしてみんなをサポートしたほうがいい。

【リーネ──】

【おお？　ゆーき？】

【治ち療りよう部ぶ隊たいの面々はどう？】

【うむ。ゆーきの励ましのおかげで士気が上がっておるぞ！　エルマも張り切っておる。まあワシらが忙しくなるのは戦いの後半じゃから、今は待機している者がほとんどじゃがな】

　リーネとエルマさん率ひきいる治療部隊は前ぜん衛えいと後こう衛えいの間に陣取っている。前線の味方に対する回復がメインだが、今回は飛行系の魔ま物ものがミネルヴァの背はい後ごからも攻めてきているので後衛部隊もサポートする必要がある。

【ゆーきは前線じゃな？】

【うん。今、向かってるところだよ。……じゃあ、何かあったら念話装置で連絡を──】

　念話装置のスイッチを切ると、おれはスピードを上げた。

　間もなく数百人はいるであろう味方と、それを上回る数の魔物が見えてきた。

　未いまだかつてないほどの規模の戦せん闘とう──いや、これはもう戦争だ。

　鬨ときの声こえと、魔物の轟とどろきがこだまし合い、上空の薄うすい空気を震ふるわせている。

　魔物の多くは飛行系の魔物の背せ中なかから降下してくる。

　戦場を見回したところ降下してくる魔物は前線である船首側に八割、船せん尾び側に二割ほど。この割合はミネルヴァが向いている方向とはあまり関係がなく、そこは原作通りに敵が割り振られているようだ。またミネルヴァに魔物を降下させた飛行系の魔物は次なる魔物を運ぶためアバドンに戻るものと、そのまま船尾側に向かうものとがいる。

　これが現実の戦いだったら、船首側に八割、船尾側に二割なんていうわかりやすい指し標ひようはなく、空からやってくる敵がどこに降りてくるなんて予想できないだろうけど、敵の展開の仕方は原作通りだから、当然、前線により多くの味方を配置する必要がある。

　もちろん船尾側も敵が降りてくるので護ご衛えいのために前衛部隊の一部を残しているけど。とはいえ大局としては前線で降下してくる魔物との接近戦が、後ろでは空からやってくる飛行系モンスターの迎撃が行われることになるため、前線は戦士系が多く、船尾側は魔ま法ほう使つかい系けいがメインに配置されている。

「マシュー！　その足の速い敵は後こう衛えいに任せていいよ！　今は前方から来てるサイみたいな風ふう貌ぼうの魔ま物ものを優ゆう先せんして！　そいつは魔ま法ほうが効きにくいから後ろに抜けると厄やつ介かいだよ！」

「了解した！」

　片手を上げて応答したマシューは他の仲間に伝えるためだろう、すぐさま伝令を出した。

　──ピョン、ピョン！

　と目の前に誰だれかがバック転で後退してきた。

「裕ゆう貴き！　遅いじゃない！」

　目の前で華か麗れいに着地したのはアルルさん。

　彼女は戦せん闘とう中だと言うのに満面の笑みを浮かべていた。

「ごめん。他の部隊にも指示を出さないといけなかったから」

「でも、ま、今のところ前線は崩くずれてないわ。数は多いけど雑魚ざこばっかだし」

「みたいだね」

　アルルさんはすでにレベルが50に到達している。この中ちゆう央おう司し令れい部ぶで一番頼りになる前衛が彼女だ。火力の高いアルルさんならたいていの敵は雑魚扱いだろう。ただそれを差し引いても敵はあまり強くない。今のところは問題なく対処できているようだ。




　しかし──




　当然と言うべきか時間が経つに連れて敵のランクが上がっていった。

「なかなか歯ごたえのある敵が出てきたわね！」

　それでもアルルさんは余裕を崩くずさない。

　己おのれの手足を武器に醜しゆう悪あくな魔物に立ち向かう。

　一回、二回、三回──

　威い勢せいのいいアルルさんだが敵を撃げき破はするまでの攻撃回数は増加傾向にある。

　それは他の味方も同じのようで、敵の勢いに押され前線が徐々に下がり始めた。

　まずいな……。今のところ回復は間に合っているみたいだけど、これ以上敵のランクが上がるようなことがあれば前線が崩れかねない。

「くそ、全然勢いが落ちねぇな！」

　マシューが自じ慢まんのブレードで獣けもの型がたの魔物を薙なぎ払はらう。

　──グオオオオオ！

　魔物は血が噴ふき出だすのもかまわずマシューに突進する。

「元気のいいヤツだ！」

　ブレードを振る猶ゆう予よがなかったからか、マシューは身体からだごとブレードを前に突き出し、その半透明のブレードを魔物の心しん臓ぞうに突き刺した。

　──グオオオオオオオオ……。

　獣けものは咆ほう哮こうを上げながらこの世から消滅した。

　消滅の証あかしである虹にじ色いろの粒りゆう子しが風に乗って流されていく。

　魔ま物ものの残ざん滓しはそこら中を舞まっている。虹色の粒子が視界を覆おおい尽つくすその光景は魔物さえいなければ誰だれもがうっとりと目を細め、感動に浸ひたることができただろう。

　それにしても──

　マシューが言うように一向に敵の勢いが落ちないな。

　一体いつまで雑魚ざこ戦せんが続くんだ？

　原作では「雑魚戦（そこそこ長い）」[image: →]「敵の勢いが落ちてきたところで大型の魔物とのボス戦」[image: →]「雑魚戦（短い＆敵も弱い）」[image: →]「アバドンに乗り移る」という流れになっていて、最初の雑魚戦が長いのはたしかに原作通りではあるんだけど、あとの展開のことを思うとそろそろボス戦に移ってくれないとリーネたち治ち療りよう部ぶ隊たいのＭＰが持たないぞ。回復できなくなったら前線が崩くずれる。そうなると敵が後ろに抜けることになるから……。

【風かざ間ま君？　聞こえる？】

【……黒くろ羽はねさん？】

　念ねん話わ装そう置ちで呼びかけてきたのは後こう衛えい部ぶ隊たいを指し揮きしている黒羽さんだった。

【どうしたの？　まさか死者が!?】

【いえ、そうじゃないわ。空からの敵はだいぶ数が減ってきているの】

　敵は片づきつつある……。じゃあ、何が問題だと言うのだろう？

【たださっきコックピットから奇妙な音がして】

【奇妙な音……ってまさか】

【そのまさかよ。『浮ふ遊ゆう石せき』の残量が50％を切ったみたいなの。操そう縦じゆう席せきの計器を見て確認したから間違いないわ】

　ミネルヴァの重力をコントロールしている『浮遊石』は力を放出すると時間経過によって小さくなっていく。この戦いに時間制限が設もうけられている理由がそれだ。

【最初の雑魚戦で50％を切るのはかなりまずいね……。おれが初見のときはボス戦が終わった直後だったよ。『浮遊石』が半減したのは】

【私はボス戦の半なかばだった……と思うわ】

【黒羽さんがプレイしたとき、アバドンに乗り移るタイミングでの残量はどんなだった？】

【えっと……30％くらいだったかしら】

【ということは今のまま戦いを進めていったら……】

　最後まで持たないかもしれない──

　おれはその不吉な予感を口には出さなかった。

　口にすると現実になってしまいそうな気がしたから。

【ね、ねえ、普通なら……原作だともうとっくにボス戦が始まっている頃ころよね？】

【そのはずだよ】

　原作では雑魚ざこを一定数倒すとボス戦が始まる。

　時間ではなく倒した敵の数がボス戦に移るフラグなのだ。

　つまり、まだ規定の数に達していないということ。

【ローズがストーリーをいじってるんじゃない？　だからボス戦が始まらないんじゃ】

【それはないと思う……。たしかにおれたちはこれまでに何度もローズに裏を搔かかれてきた。だけど複数の原作を組み合わせる展開はあっても、シナリオの流れそのものが変わることはなかったはずだよ。それは創そう造ぞう主しゆのローズであってもできないことだと思うんだ】

【そう……ね。それができるのなら私たちを殺すシナリオを作ればいいわけだし】

【うん。でも過程をいじることはできるんじゃないかな？　だってこれはＲＰＧをベースとした対戦ゲームなんだから。たとえば敵側に立つと一つのイベントに対して一定のリソースが与えられて、そのリソースを使って敵の種類や数を調整できるとか】

【なるほど。ありそうね】

【もしそういう仕組みなら……強い敵を配置するとそれだけ多くのリソースを消費するはずだよ。そして、ローズが実際に展開している敵はそれほど強くないから……もしかしたら通常よりも敵のランクを落として、数で勝負してるのかもしれない】

【数で勝負……。でも、敵のランクが下がっているのならこちらの殲せん滅めつ力りよくは上がるはずよ。敵の数が増えても殲滅にかかる時間はそれほど変わらないはずだから、それが理由でボス戦が始まらないのは変よ】

【いや──それはたぶんタフな敵が多いからだよ。だから戦せん闘とう時じ間かんは上のランクの敵を相手にするのと変わらない。その分、敵の数は多くなっているから………………そ、そうか……っ！】

　おれは戦う前にローズが言っていたことを思い出す。

　──もっとも一人だろうと、仲間がいようと裕ゆう貴きの戦いはここで幕を閉じるのだけれど。

　あの言葉はこちらを全滅させる強敵を用意しているとかそういう意味ではなかったんだ。圧倒的な数の魔ま物ものを投入することによってミネルヴァの燃料切れを狙ねらう作戦……！

【燃料切れ……そういうこと】

　おれがローズの狙いを黒くろ羽はねさんに告げると納得したような声が返ってきた。

【うん。燃料が切れたら、降下していくミネルヴァに大量の魔物が群むらがるムービーが流れて、その後のことは何も語られずゲームオーバーとだけ表示される。ローズはそもそもおれたちに勝とうとは思っていなかったんだよ。おれと黒羽さんをこの世界から脱出させられるのなら手段はなんでもいい──そう考えているんだ】

　おれは念ねん話わに集中するため後ろに下がり、遠目に見える邪じや悪あくな飛ひ行こう要よう塞さいに視線を投じた。

【何か手を打たないとまずいね。もっと効率よく敵を倒さないと】

【でも、みんな全力を尽つくしているし……そんな都合よく火力を上げる方法なんて……】

　火力上昇──

　後こう衛えい部ぶ隊たいには魔ま力りよくの消費を抑えるよう伝えてあるから今から無制限に大だい魔ま法ほうを連発してもらえれば火力は上がるだろう。だがそれでは最後まで持たない。となると──

【黒くろ羽はねさん。一つだけ方法があるよ】

【……え？】

【例の武器を使って──おれたちが戦うんだ。敵の第一陣じんは雑魚ざこ中ちゆうの雑魚だったから、おれたちが加勢してもあまり意味がなかったけど、敵のランクが上がった今ならおれたちの火力の高さが存分に生かせるはずだよ】

【で、でも……】と黒羽さんの戸惑う声が心に届く。【私たちが戦うということは指し揮きを放ほう棄きするということよ？　敵がどんどん強くなっているこの状況で不測の事態が起きたら、犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれないわ。そうなったら一気に崩くずれるわよ？】

【いや、ローズは数で勝負している。倒し方が特とく殊しゆな敵はおそらく出てこない。そういう敵ほどリソースを多く消費するはずだからね。実際安直なパワータイプばかりだ。となれば大事なのは勢い。今回はゴリ押しで攻めるのが正解だよ】

【そういうことなら私たちも戦いに参加できるわね。すでに必要な指示は出し終えているし】

【うん。迷っている暇ひまはない。みんなの加勢をしよう】

【わかったわ！　私は後衛部隊と一緒に後ろから援えん護ごするわ！】

【頼んだよ──】

　会話を打ち切り、ポケットから携けい帯たいゲーム機きを取り出す。

　そして──

　不思議な英数字が渦うず巻まく『剣』を手に取った。

「マシュー！　みんな！　反はん撃げきだ──前線を押し上げるよ！」

　最前線に躍おどり出でたおれはさっそく複数の敵を『剣』で薙なぎ払はらった。

　──グルルルルルル……ッ！

　──ギャアアアアア……ッ！

　獰どう猛もうな魔ま物ものたちが一いつ瞬しゆんで塵ちりと化し、前線の一部分だけ敵が削けずり取とられた。

「さすが軍ぐん師し様だ！」

「よし！　僕たちも軍師様に続こう！」

「よっしゃああああ！　行くぜ！」

「魔物の群れを押し返せ！」

　おれが『剣』を一振りしただけで盛り下がっていた前衛部隊の士気が上向いた。

　意い気き衝しよう天てん──

　みんなの心意気が波となって横に縦たてに広がっていく。

　よし、勢いがついた！　このまま一気にボス戦まで行く！

「はああああああ──っ！」

　斬きる、斬る、斬る──

　シャノンさんから学んだ剣の基本を生かして無む駄だのない戦いを実じつ践せんする。

　レベル99のステータスに振り回されないように、完かん璧ぺきに少しでも近づけるように──

「裕ゆう貴き！　でかいのが現れたぞ！」

「──来たか」

　雑魚ざこ戦せんを抜けてボス戦に入ったらしい。

　黒くろ羽はねさんからの連絡によると『浮ふ遊ゆう石せき』の残量は40％とのこと。

　あまり悠ゆう長ちように戦っている暇ひまはない。

　ボスだけはおれと黒羽さんで一気に片をつけないと。

【ゆ、ゆーき！　大変じゃ！】

　そのとき前ぜん衛えいと後衛の間に陣じん取どっている治ち療りよう部ぶ隊たいのトップ、リーネから連絡が入った。

【リーネ？　どうしたの？】

【と、突然、扉とびらのようなものが現れて中から敵が出てきたのじゃ！】

【扉から敵が……】

【巨大な目玉の魔ま物ものが二体！　どちらも全身真っ黒じゃ！　くるくるとその場で回っておる！】

　扉から出現した全身真っ黒の目玉の魔物……。

　その場でくるくる回っている……。

　もしかしてブラックデーモンアイか!?

　だとするなら元ネタはダーク・エンカウンター。

　目の前に出現したという扉はゲートと呼ばれる転てん移い魔ま法ほうの一種。

　ブラックデーモンアイは敵の親玉が送り込む刺し客かく──中ボスに相当する敵で、魔法攻こう撃げきを無効にするオーラを身にまとっている。非力な治療部隊には荷が重い相手だ。

「裕貴！　前を見ろ！」

　今度はマシューからの呼びかけ。

　リーネと会話しながら前を見ると──

「……あいつは!?　まさかデビルベア!?」

　前方から迫せまりつつあったのは砂さ漠ばく地帯で出会ったボス、デビルベアそっくりの敵だった。

　いや、デビルベアそのものではない。

　あのとぼけた熊くまは毛色が青だったがこのデビルベアは体毛が緑一色だ。

　しかも複数体──今のところ視認できるのは五体ほど。

　間違いない。あれは量産型デビルベアだ。

　ボスではないがプチベアと呼ばれる攻こう撃げきを当てづらい小型の熊くまを召しよう喚かんするのは同じでＨＰや攻撃力などの基本ステータスはオリジナルより上だ。

「風かざ間ま裕ゆう貴き──あちらにも大型の敵がいるぞ！」

「え？」

　さらなるボス──

　それはデビルベアと戦った砂さ漠ばくを越えた先にある荒こう野やの街まちを襲おそった魔ま物ものの群れのボスとして登場した一ツ目が特徴のロックゴーレムの上位互換、ハードロックゴーレムだった。

「まずいな──」

　ハードロックゴーレムは下位互換のロックゴーレムと同様の手順──物理攻撃で転倒させ、魔ま法ほう攻撃で弱点の一ツ目を攻撃する──で攻略可能だが、そのためには以前の戦いのように後こう衛えい部ぶ隊たいを前線に押し上げなければならない。さらに量産型デビルベアだ。こいつが召喚するプチベアは回避率が異常に高い。倒すならこいつも必中の魔法攻撃などが妥だ当とう。またプチベアを倒さずに量産型デビルベアを攻撃しようものならたちまち増ぞう援えんを呼ばれてしまう。

　ハードロックゴーレムのほうはおそらく説明は不要──前回の戦いでみんな学んでいるはずだから。だけど量産型デビルベアのほうは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの一部の人間しかその存在を知らないのでヴェルナーを始めとした多くの冒ぼう険けん者しやは攻略法を知らない。……全すべての味方に量産型デビルベアやプチベアの特性を説明するのは容易ではないぞ。ってかボスはこいつらだけではないんだ。リーネから連絡があったように魔法攻撃が効かないブラックデーモンアイという二体の魔物が治ち療りよう部ぶ隊たいを襲おそっている。

【風間君！　大変よ！】

　悪いことは重なるもので──

【物理攻撃が効かないボスが後衛部隊に現れたの！】

【え、物理攻撃が……】

【目玉型の魔物で全身が真っ赤なヤツ！　えっと、たしかダーク・エンカウンターに出てくる中ボスで名前は──】

【レッドデーモンアイか！】

　元ネタは治療部隊に出現したブラックデーモンアイと同じ。ブラックデーモンアイが魔法攻撃を無効にするのに対し、レッドデーモンアイは物理攻撃を無効にする。

【そ、そう──それよ！　しかも複数体いるの！　私の二に丁ちよう拳けん銃じゆうで仕留めようとしたんだけど、弾だん丸がんを弾はじかれちゃって、そこで敵の正体に気づいたの……】

　黒くろ羽はねさんの攻撃が効かない──

　つまり魔法職中心の後衛部隊だけでＨＰの豊富なレッドデーモンアイを処理しなければならないということだ。得意な魔法で攻撃できるので、魔法攻撃が苦手な前ぜん衛えい部ぶ隊たい、物理攻撃が苦手な治ち療りよう部ぶ隊たいほど危機的な状況ではないが、タフなレッドデーモンアイを相手にすることでたくさんのＭＰを消費することになる。前線には魔ま法ほうで仕留めなければならないハードロックゴーレムがいるというのに！

　出現したボスの中に特別強い魔ま物ものはいない。だがローズは各部隊が苦手とするボスや魔力が極端に消しよう耗もうするような敵を巧こう妙みようにぶつけてきている。

　リソースを節約し、だがこちらが苦戦するように。

　質より量を重視していると思いきや、ピンポイントで作戦を切り替えてきた──

　どうすればいい？

　指示を優ゆう先せんすべきなのは前衛部隊か治療部隊か後衛部隊か。

　おれの『剣』で攻こう撃げきしても支し障しようがない敵はどれか。

　何を──何をどうすればいい。

　考えれば考えるほど泥どろ沼ぬまな思考に陥おちいっていくかのようだった。

「くそっ……」

　おれは念ねん話わではなく現実世界に声を響ひびかせ、苛いら立だち紛まぎれに手に握にぎっていた『剣』を地面に突き刺した。自分の無能さ、愚おろかさに腹はらが立ってしょうがなくて……。

　おれは──おれはバカだ。大バカ野郎だ──

　なぜこういう事態を想定できなかったのか？

　物理攻撃が効かない敵、魔法攻撃でなければ仕留められない敵。

　おれや黒くろ羽はねさんには倒すことのできないタイプの魔物……。

　単体物理攻撃しかできない──それがおれと黒羽さんの弱点だというのに。

　役立たずのレベル99……。そう言われても仕方がない。

　そもそもおれはどうして一人で戦うなどと言ってたいした準備もせずにミネルヴァに乗り込んでしまったのか。『剣』があればあらゆる敵を倒せるわけではない──そんなことくらいわかっていたはずなのになぜ意固地になって一人で行こうとした？

　結果的にみんなついてきてくれたけど、おれがフライングしてしまったこと──それが性急な作戦行動を招いてしまったのだ。

　もっと時間をかけて準備を行うべきだったのだ。

　あらゆる状況をシミュレートして、どんな不利な展開に陥ろうとも、冷静に対処できるよう前もって考えておくべきだった……。

「……最悪だ」

　ローズの言った通りの展開になった。

　一人だろうと、そうでなかろうとおれの負け……。

　きっと感情的になり、一人先走ってしまった時点でおれの負けは確定していたのだ。

　結局おれという人間はこの世界で何一つとして成長していなかった……。

　完かん璧ぺきにはほど遠いどうしようもないレベル99──

「裕ゆう貴き？　どうしたの？」

　いつの間にかアルルさんがおれを見つめていた。

「いや……その、治ち療りよう部ぶ隊たいや後こう衛えい部ぶ隊たいにもボスが現れたらしくて……。特に治療部隊の敵はリーネやエルマさんたちには荷が重い相手みたいで……」

「そう。みんな強敵と戦っているのね。じゃあ、私も全力でいかないと──」

　アルルさんは小さく頷うなずくと、ハードロックゴーレムに向かって駆かけ出だした。

　え？　それだけ？　こういうときアルルさんなら「私、エルマを助けにいくわ！」とか言い出しそうなものなのに……。どうして冷静でいられるんだ？

「やああああああああ！」

　アルルさんがいきなり連続コンボを決め、ハードロックゴーレムに大ダメージを与える。

　だが息巻いているのは彼女だけではなかった。

「おれたちも続くぞ！」「おー！」「押せ押せ！」

　理由はわからないが前衛部隊は上手うまく機能していた。

　気づけば動いていないのはおれだけだった。

「おい、裕貴！　お前は治療部隊の援えん護ごに向かえ！」

　マシューの突然の提案──

　え？　とおれは固まってしまう。

「お前は魔ま法ほうが使えないし、この前線じゃ力を発はつ揮きできねぇからな。こいつらが相手じゃ」

　そう言って毛け繕づくろいしている量産型デビルベアとハードロックゴーレムを指差す。

　たしかにこの二体に止とどめを刺すためには魔法攻こう撃げきが必須だ。

「それはそうだけど……」

「おれたちのことなら心配はいらねぇぞ。この程度の敵の群れ、なんてことねぇ。なあ、ヴェルナー？」

「ふん。お前に言われるまでもない」

　いつの間にかマシューの隣となりにヴェルナーが立っていた。

　黒い半透明の長い刃やいばが彼の武器『ブラックインフェルノ』から伸びている。

「いいか、お前たち！　あの気色悪い熊くまは放置だ！　先にヤツが召しよう喚かんした小型の熊から仕留めるのだ！　素早いからその手の敵に自信のある者が対処しろ！」

　ヴェルナーが的確な指示を出す。

　だが──

　どうしてヴェルナーがデビルベアの特性を知っているんだ？

「そっちの一ツ目のゴーレムは以前戦ったヤツと倒し方は同じだ！」続いて今度はマシューが命令を下す。「転倒したら一ツ目を魔法で狙ねらえ！　魔法が使えなくても魔法に相当する技だったら有効なはずだ！　使えるヤツはゴーレムを相手にしろ！」

　こちらも無む駄だのない下か命めい──

　ヴェルナーもマシューもどうしたんだ？　妙に息が合ってるけど？

「裕ゆう貴き！　私たちのことはいいから！　早くリーネとエルマを助けにいって！」

　アルルさんが敵に蹴けりを浴びせつつ、大声で叫さけぶ。
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「う、うん！」

　なんだかよくわからないけど、この場はみんなに任せて問題なさそうだ。

　瞬しゆん時じにそう判断を下したおれは『剣』を握にぎったまま地面を蹴った。

　走り出した直後──

【裕貴。聞こえるか？】

　念ねん話わ装そう置ちを通してマシューが話しかけてきた。

【マシュー？　何？】

【お前には隠していたんだが……っと！】

　敵と交戦中なのかマシューの声が途中上うわ擦ずった。

【大丈夫？】

【平気だ。んで、隠してたことなんだが、実はバンガロールの街まちが襲しゆう撃げきされたあと、密ひそかにヴェルナーにコンタクトを取っていたんだ】

【ヴェルナーさんに？】

【魔ま物ものの襲しゆう撃げきを受けて、中ちゆう央おう司し令れい部ぶもヴェルナー派はもけっこうな数の犠ぎ牲せい者しやが出ただろ。あのあと思ったんだ。このままじゃいけねぇって。お互い知っていることは全すべて明かして、情報を共有するべきだって。おれ、ヴェルナーにそう訴えたんだ】

　だからか──

　ヴェルナーが戦っていないデビルベアの攻略法を心こころ得えていたのは……。

【頭を下げた甲か斐いがあったってもんだ】

【……下げたんだ】

【最終的には納得してくれたぜ。おれらに借りを作るのはごめんだが、取り返しの付かない事態に陥おちいって借りを返せなくなるのはもっと嫌いやだって言ってさ。あいつ、カッコつけすぎだ】

【そんなことが……】

　マシューとヴェルナーは『ファイナルファントム６』の終しゆう盤ばんに発生する『世せ界かい滅めつ亡ぼう阻そ止し』というイベントを迎えるまで反目し合っていて、言葉を交わすシーンなどわずかしかない。

　だけど──

　この世界では……二人の関係が原作とは異なる。

　様々な戦いを経て、マシューとヴェルナーはお互いに譲じよう歩ほし合える関係になったのだ。

【全部お前のおかげだ】

【……え？】

【あの不細工な熊くまも、岩の塊かたまりも、攻略法はお前が教えてくれたんだ。今回だけじゃない。お前の知ち識しきでピンチを切り抜けたことは一度や二度じゃねぇからな。おれとヴェルナーはそんなお前から得た情報を共有したにすぎない。……きっとお前は創そう造ぞう主しゆのローズと知り合いだから、こういう知識を獲かく得とくすることができたんだろう。神様と知り合いってのはちょいとズルい気もするが──しかし、これだけ膨ぼう大だいな知識を頭に叩たたき込こむのは容易なことじゃなかったはずだぜ。だろう？　だから全てはお前の努力の賜たま物ものだ。胸むねを張れよ】

【……マシュー、ありがとう】

【あー、そういうのはいいから、さっさと敵を倒して後こう衛えい部ぶ隊たいを前線まで連れてこい】

【わかった。すぐに敵を片づけてくるよ……！】

　おれは感かん謝しやの気持ちを胸にひた走る。

　二人の決意を無む駄だにしてはいけない──

　まだ諦あきらめてはいけない──

　──ギィィィィィィィィ！

　ブラックデーモンアイの奇声が轟とどろいた。前方を見ると全身真っ黒の二体の目玉型モンスターと激はげしい戦せん闘とうを繰くり広ひろげている治ち療りよう部ぶ隊たいの姿があった。

「そちらの四人は治ち療りようはよい！　目玉の化ばけ物ものに攻こう撃げきを加え続けるのじゃ！　逆にお主ぬしらは回復のみに専念するようにの！」

「……敵は物理攻撃中心だから、攻撃力低下の魔ま法ほうを使って。余裕があったら、敵の防御力を下げる魔法を……。あたしたちは非力だから少しでも火力を稼かせがないと……」

　苦戦しているかと思いきや──

　リーネとエルマさんが味方に的確な指示を与え、ブラックデーモンアイの攻撃に耐えていた。

　いや、守るだけではない。一部の冒ぼう険けん者しやは攻撃に回っている。よく見ると、攻撃に参加しているのは神しん官かん戦せん士しなどのように物理攻撃力の比較的高い味方だった。

「うむ！　お主は攻撃組じゃ！」

　その手の指示を出しているのはリーネ。

　一方、エルマさんは補助魔法などのバフ関係に的まとを絞しぼって指示を下している。

　二人とも味方の戦力を正しく把は握あくしている？

「いつの間に──」

　……って、今は分析している場合じゃないぞ。苦戦はしていないようだけど、後こう衛えい部ぶ隊たいが心配だし、ブラックデーモンアイをさっさと仕留めよう。

「みんな退ひいて！」

『剣』をかまえたままブラックデーモンアイに接近する。

　すると──

「ゆーき！」「……軍ぐん師し様！」

　おれの存在に気づいたリーネとエルマさんがすかさず場所を空あけてくれた。

「よし……っ」

　これでおれとブラックデーモンアイの間を遮さえぎるものは何もない。

　あとは──

「喰くらえええええ！」

　近いほうの目玉に向かってジャンプする。そして、そのまま……。

　──ギィィィィィィィィ……ッ!?

　ブラックデーモンアイの巨大な目玉に『剣』が突き刺さる。

　おれは「よし！」と声を上げると眼球を蹴けり、反動でもって『剣』を引き抜いた。

　──ギィィィぃィィィィ！

「ゆーき！　後ろじゃ！」

　リーネの声でもう一体が背はい後ごに迫せまっているとわかった。もっともブラックデーモンアイ程度の攻撃など痛くも痒かゆくもない。おれが恐れているのは……みんなが傷つくことであって──

　自分自身が傷を負うことじゃない。

「はああああ！」

　振り向きざまに『剣』を薙なぎ払はらう。

　──ギィィィィィィィィ……ッ!?

　その一いち撃げきでもう一体のブラックデーモンアイも塵ちりと化した。

「さすがゆーき！　あっという間じゃったの！」

　満面の笑みを浮かべるリーネの背後で治ち療りよう部ぶ隊たいの面々が歓声を上げていた。

　よかった。膝ひざをついている人が何人かいるけど死者は出ていないみたいだ。

「ゆーき！　助かったのじゃ！」

「……ありがとう、軍ぐん師し様」

「礼を言われるほどのことじゃないよ。それより二人とも指示が的確で……びっくりしたよ。味方の戦力を正しく把は握あくしていないとあんな指示出しはできないはずだから」

「まー、何度もミーティングを繰くり返かえして、味方一人一人の得意不得意を確認したからのー」

「……うん。治療部隊の責任者はあたしたちだから」

「そうか。二人とも……見事な指し揮きだったよ」

　マシューたちといい、リーネたちといい──

　みんなおれの知らないところで努力を積み重ねていたんだな。

「ところで、ゆーき？　このあとワシらはどうすればよい？　前ぜん衛えい部ぶ隊たいと後衛部隊にもボスが出現しておるのじゃろう？」

「二手に別れよう。どっちの部隊も回復を必要としているはずだから。ただ前線のボスはどちらも魔ま法ほう攻こう撃げきが有効だから魔法による攻撃の手段を持っている人が望ましいね」

　おれがそう言うと、治療部隊の面々がそそくさと動き始めた。

「リーネはおれと一緒に来てくれる？」

「うむ。ワシは攻撃魔法が使えぬ。それに桐きり香かたちのことが気がかりじゃからの」

「エルマさんは前線に上がって、索さく敵てきスキルと支し援えんスキルでみんなをサポートしてあげて」

「……任せて、軍師様」

　滅多に見せない笑顔を浮かべ、ぐっと親指を立てるエルマさん。
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　きっとアルルさんと合流すればさらなる力を発揮してくれることだろう。

　あの二人はいいコンビだからな──

「すぐに前線に戻るから、それまでなんとか持ちこたえて！」

　前と後ろ、二手に別れたおれたちはそれぞれ目的の場所へと駆かけ出だした。







　物理攻撃が無効のボス、レッドデーモンアイ──後衛部隊が得意とする魔法による攻撃は可能だが、逆に言えば魔法以外の攻撃手段は存在しないわけで。

　ＭＰの過か剰じよう消しよう費ひ──

　そんな懸け念ねんがおれにはあったのだが……。

　後こう衛えい部ぶ隊たいに向かったおれとリーネの目に真っ先に入ってきたのは横一列に並ぶ魔ま法ほう使つかい部隊を見事に統制するバニラさんの姿だった。

「無む駄だ撃うちはいけませんわ！　戦いの終しゆう焉えんはまだ見えないのですから、コストパフォーマンスの高い魔法を使用するべきです！　魔力増幅の魔法が使えるお方は威い力りよくの高い攻こう撃げき魔法をお持ちの方を強化して差し上げてください！」

　バニラさん、理り詰づめの戦いは苦手なはずなのに──

　いつの間にこんな知ち識しきを？

「風かざ間ま君！　リーネ！」

　後方で雑魚ざこ敵てきの処理に勤いそしんでいた黒くろ羽はねさんが銃じゆうをかまえたまま駆かけ寄よってきた。

　空のほうはだいぶ片づいたようだ。雑魚敵はもうほとんど残っていない。

「どうやら心配はいらなかったみたいよ。バニラが思った以上に上手うまくやってくれているわ」

「うん。ＭＰを……いや、魔力の消費を考こう慮りよして戦っているみたいだね」

「バニラ、誰だれがどんな魔法を使えるのか、ちゃんと把は握あくしているみたいよ？」

「驚おどろいたよ──」

　本当に驚いた。バニラさんが部隊を指し揮きするのは初めてのことではない。荒こう野やの街まちを魔ま物ものの群れが襲おそったときが彼女の部隊長としてのデビュー戦だ。だけど、あのときはまだフィーリングに頼った戦い方だった。

「ワシは知っておったぞ」リーネがひょこっと顔を出し、おれと黒くろ羽はねさんの間におさまる。「そもそも味方の戦力を把は握あくしようと言い出したのはバニラじゃからの」

「バニラさんが……そうだったんだ」

　マシューはヴェルナー派はとの協力体制を、バニラさんたちは味方との連れん携けいを裏で強化していたわけか。

「全すべてはシャノンの影えい響きようじゃ。以前のバニラは『努力なんて才能のない人間がすることですわ』などと言っておったが、毎日のようにパトロールに出て、鍛たん錬れんに励むシャノンを見ているうちに考えが変わったらしくての」

「……そうか、シャノンさんの影響で」

　原作では他人の意見を顧かえりみないわがままなサブキャラであり、エンディングまでまったくと言っていいほど成長が描かれないバニラさん。そんなバニラさん──この世界の──に最初の変化が訪れたのはシャノンさんが自じ爆ばく技わざを使った直後のことだった。それからずっとバニラさんはシャノンさんを意い識しきし続つづけてきた。

　そして──

　今、目の前にいる頼もしいバニラさんはおれの助言など必要としていない。

「さあ、みなさん最後に大きいのをぶっ放しますわよ！」

　バニラさんが詠えい唱しようを開始する──

[image: ]

　それに続いて彼女の背はい後ごに横一列に並ぶ魔ま法ほう使つかいの人々がある者は巨大な水球を、またある者は風の刃やいばを、またある者は杖つえの先から炎ほのおの塊かたまりを生み出した。よく見ると詠えい唱しようしている人たちには様々なバフがかかっていた。それは身体からだを包む光の色で判別できる。魔法攻こう撃げき力りよくを増加させるバフ、詠唱スピードを上昇させるバフ、ＭＰの消費量を抑えるバフ──

「これで最後ですわ──っ！」

　大きなダメージを受けてふらついているレッドデーモンアイに向かってバニラさんたちが一いつ斉せいに魔法を放った。まずバニラさんが得意とする雷かみなり属性の最上級魔法『ボルトフィールド』が炸さく裂れつし、その後も次々と水属性、火属性、光属性とそれぞれのゲームにおける究極魔法が瀕ひん死しのレッドデーモンアイたちを襲おそった。

　凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、目が眩くらむほどの大量の光があたりに満ちた。

　──ギィィィィィィィィ……ッ!?

　と同時にレッドデーモンアイの断だん末まつ魔まが轟とどろく。

　バニラさんたちの一斉攻撃で複数いたボスは完全消滅した。

「あ、軍ぐん師し様！」

　事態が沈ちん静せい化かし、周囲にほとんど魔ま物ものがいなくなったところでバニラさんがおれの存在に気づき、いつも通りのテンションで手を振り、投げキッスまで披ひ露ろうした。

「うーむ。美味おいしいところは全部バニラが持っていったのー」

「ホントだね」

「ま、バニラにしてはよくやったほうじゃない？」

　治ち療りよう部ぶ隊たい、後こう衛えい部ぶ隊たいとボス戦は完了した。

　残るは前線で暴れている量産型デビルベアとハードロックゴーレムのみ。

　それも全部隊で協力すれば問題なく処理できるだろう。

　すでに山場は越えたのだから。




　──そして。




「裕ゆう貴き！　もう終わっちまうぞ！」

　治療部隊と後衛部隊を引き連れ、前線に上がってみると、マシューを始めとする頼もしい味方たちがボスモンスターを圧倒していた。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派はで情報を共有したおかげか量産型デビルベアもハードロックゴーレムも当初より大きく数を減らしていた。

「遅いぞ、風かざ間ま裕貴。どこで油を売っていた──っ」

　ヴェルナーが無数の突きでハードロックゴーレムを転倒させる。

　転倒後、前ぜん衛えい部ぶ隊たいの一人が剣先から衝しよう撃げき波はのようなものを生み出し一ツ目を攻撃した。

　対マスターバク戦で活かつ躍やくしたシャノンさんのスラッシュ・オブ・スピリットに似たその攻こう撃げきは魔ま法ほう攻撃に相当する剣技だ。おそらくマシューもバニラさん同様、味方の技の性質を把は握あくしているのだろう。




【──ありえない】




　全員一丸となって前線を押し返していると、ローズの声が頭の中で響ひびいた。

【どうしてこんなにスムーズにボスを倒せる？　あの状況で裕ゆう貴きと桐きり香かが各部隊に指示を出して回る余裕はなかったはず。たとえ伝えられても全すべての人間にすべきことを伝えられるとはとうてい思えない。裕貴、キミは何をした？　ワタシの作戦を予あらかじめ読んでいたの？　ミネルヴァに一人で乗り込んだと言っていたのはワタシを油断させるための演技だった？】

【ローズの戦略はスマートだったよ。おれには予想もつかない攻撃だった。ミネルヴァに一人で乗り込んだのだって、演技ではなく今回おれが犯した一番の過あやまちだよ】

【……だったらなぜこんな結果に？】

【ローズは正しい選択をしたよ。何も間違っていない。……でも、それはこの戦いが単なるゲームの対戦だったらの話だ】

　おれは勇ゆう猛もう果か敢かんに魔ま物ものに飛びかかる仲間たちを眺めながら続ける。

【この世界を生きている人々はみんなＲＰＧの登場人物をモデルに作られている。だけどおれの仲間たちは──この世界でローズの知らない独自の成長を遂とげていたんだ】

　険悪な関係だったマシューとヴェルナーはおれの知らぬところで手を結んでいた。

　原作では死ぬはずだったアルルさんは、この世界では生存している。そして、その結果、エルマさんとの絆きずなをより強固なものにした。

　リーネは黒くろ羽はねさんとの出会いが、バニラさんはシャノンさんの死が、それぞれいい影えい響きようを与えている。本人たちの性格や生き方すら変えてしまうほどに……。

【この結果はおれも予想していなかったよ。おれが驚おどろくほどにみんなすごくなってた】

【……キミの行動パターンは読んでいるつもりだったけど、キミ自身も把は握あくしていなかった味方の変化が勝敗を左右することになるなんて……イレギュラーにもほどがある】

【たしかにそうだね。この戦いを切り抜けられたのはみんなのおかげであって、おれは実質何もしていないし。……でも、ローズ。おれの仲間たちは、おれと同じようにこの世界を作った神様に好き勝手にしてほしくないって思っていて──そんなみんなの想おもいがこういう結果に繫つながったんじゃないのかな？　強い成長の意志を持った……みんなの願いが】

【ワタシが間違っているとでも言いたいの？】

【……そうだよ。ローズは間違っている。この世界はもはや安易にリセットしていい世界じゃないんだよ──】

　おれはそこで一いつ旦たん、言葉を切り、

【それに……ローズが言うようにこれが対戦ゲームだというのなら、途中でリセットボタンを押してしまうのは自みずから負けを認めるようなものじゃない？　おれなら絶対に押さないよ。一人のゲーマーとしてそんな恥ずかしい真似まねはできない】

【……裕ゆう貴き。何度でも言う。リセットこそが最善の策さく】

　戸惑いがうかがえたローズの声がいつもの無機質な声に戻った。なんとか考えを改めさせようとあれこれ口にしてみたものの、おれの言葉はローズには届かなかったようだ。

【ここで終わると思っていたけど、まさか最終ラウンドまでもつれ込むとは】

【ローズ、あとは直接対決で決着をつけよう。……必ずこちらの要求を吞のんでもらうから】

【望むところ。予想していなかった展開だけど、ワタシに抜かりはない。裕貴──キミは必ずこの世界から退場することになる】

【それはこちらのセリフだよ】

【……裕貴。またあとで】

　そこで唐とう突とつに声が途切れた。

　──うおおおおおおおおおおおお──っ！

　後こう衛えい部ぶ隊たいの加勢で一気に戦況は有利に傾き、気づくと前線には量産型デビルベアが一体残るのみとなっていた。

　妙な毛色の熊くまに向かって五人、十人と斬きりかかっていく。

　──ナンテコッタイ！　ネエサーン！

　片かた言ことの日本語を操あやつる緑色の熊はデビルベアを彷ほう彿ふつとさせるコミカルなセリフを最後にこの世から消滅した。ネエサーンとはたぶんデビルベア（メス）のことだろう。

「……一段落したか。いや──」

　ヴェルナーが邪じや悪あくな要よう塞さいのほうを見やる。

「ああ、雑魚ざこのお出ましみたいだな」

　ヴェルナーの隣となりに並ぶマシューが『ホワイトフェンリル』から魔ま法ほうの刃やいばを発生させる。

　最後の雑魚戦──

　原作ではこの戦いの最中に飛ひ行こう要よう塞さいアバドンに主人公たちが乗り移ることになる。

「風かざ間ま君！　今、コックピットから報告が入ったわ！　『浮ふ遊ゆう石せき』の残量が20％を切ったそうよ！」

「それはぐずぐずしてられないねっ」

　燃料が切れる前にあちらに乗り移ることができればミネルヴァは地上に帰き還かんすることができるはずだ。原作では少なくともそうだった。

「どうする？　みんなであちらに飛び移る？」

　黒くろ羽はねさんが言うみんなとは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの中心メンバーのこと。

　地上で話し合ったときはヴェルナーもメンバーに含んでいた。

　……おれはみんなの反対を押し切ってミネルヴァに乗り込んだ。みんなが来てくれなかったらこの戦いを乗り越えることはできなかっただろう。でも、ローズとの戦いは激はげしいものになる。果たしてみんなで乗り込んでいいものか──

「うーむ、だいぶアバドンに接近したようじゃが……」

「もう少し近づかないと飛び移れませんわ」

　リーネとバニラさんが言うようにアバドンまではまだ距離がある。

「おい、どういうことだ？　動かなくなったぞ？」

「まさかこれ以上、近づけないのか？　──っと！」

　マシューとヴェルナーが敵を蹴け散ちらしながら、ミネルヴァの先端に移動する。

　他のみんなも船首に向かって走り始めた。

　だがミネルヴァは一向にアバドンに近づく様子はない。

「どうするの？　これだけ間隔があると、私でも飛び移るのは無理よ？」

　アルルさんがみんなを見回しながら言う。

　彼女のレベルで無理ということは他のメンバーにも困難だってことだ。

「風かざ間ま君！　残り燃料15％よ！」

「くっ……」

　どうなってるんだ？　このままじゃローズの思おも惑わく通どおりに……。

　嫌いやな汗が背せ中なかを伝う。

　まさかこんなことで全すべてが終わってしまうのか？　噓うそだろ？

　いや──

　待て。待てよ……。

　もしかしたらおれと黒くろ羽はねさんなら向こうに飛び移れるんじゃないのか？

　レベル99の脚きやく力りよくとジャンプ力を駆く使しすれば……。

「裕ゆう貴き、黒羽！　二人で……お前ら二人でアバドンに乗り移れ！」

「「え？」」

　マシューの言葉に驚おどろくおれと黒羽さん。

　だがみんなを見回すと、驚いているのはおれたち二人だけのようだった。

「お前たちならギリギリ届くだろ？」

「……そ、それは」

「届くんだな？」

「…………うん」

「だったらお前たちだけで行け。そんでローズをぶっ飛ばしてこい」

「うむ。きっとこの先の戦いはワシらでは足手まといになる。相手がとんでもない化ばけ物ものだということはシャノンが誘ゆう拐かいされた時点でわかっておったことじゃからな。そして、その化ばけ物ものを退治できるのもゆーきと桐きり香かしかいないと」

「……癪しやくだがその通りだ」ヴェルナーが重々しく頷うなずき、「それにシャノン・マールブルクが誘拐された責任はお前たちにある。しっかり責任を取れ」

「残った魔ま物もののことはわたくしたちにお任せください、軍ぐん師し様！　黒くろ羽はねさん！」

「私らが手助けできるのはここまでってことね」

「……あたしたちも頑張る。だから軍師様たちも頑張って」

　みんなが思い思いの言葉をおれたちにかける。まるで激げき励れいするかのように。

「ま、どのみちおれたちまでアバドンに乗り移っちまったら、部隊を指し揮きする人間がいなくなるからな。地上のことも心配だし、ここで別れようぜ」

　そうか、おれたちがいなくても各部隊の指揮系統が乱れないように……。

　マシューとヴェルナーが手を組んだのも、バニラさんたちが味方の戦力を頭に叩たたき込こんだのも、おれたちに迷惑をかけないようにするため──きっとそういう意味合いもあったんだ。

「これは責任重大ね、風かざ間ま君？」

「うん。そうだね……」

　足を踏ふみ外はずしでもしたらその時点でゲームオーバー。

　失敗は許されないぞ──

「あ、上空から敵ですわ！　こちらに向かってきます！」

「ったく、このタイミングで！　……道を作るぞ！　全員で裕ゆう貴きと黒くろ羽はねを守れ！」

　マシューが味方に招集をかけ、飛行系の魔物を迎げい撃げきする態勢を整える。

「「「「「「うおおおおおおおおお──っ！」」」」」」

　すぐに魔ま法ほうや弓、銃じゆうなどの遠距離攻撃が上空向けて放たれた。

　だが敵も大群だ──こちらの攻撃をかいくぐって突破してくるものがいた。

「はああああああ！」「たああああああ！」

　先頭のアルルさん、ヴェルナーがおれたちのために魔物を蹴け散ちらし、道を作る。

「裕貴！　黒羽！　今だ、行け！」

　マシューの声に合わせておれと黒羽さんは助走を開始した。

「みんな！　またあとで！」

「また会いましょう！」

　みんなが命がけで作ってくれたアバドンへの道──おれと黒羽さんはレベル99の脚きやく力りよくで全速前進し、ミネルヴァの先端から勢いよく敵城へと飛び移った。

　マシュー……みんな、あとはおれたちに任せて。

　ここからはおれたちの仕事だ！







　そして──

　戦いはローズの予想とは裏うら腹はらに最終ステージへともつれ込む。













　　　　　ＡＣＴ４　約束～The land of promise～







　黒と赤──

　趣しゆ味みの悪いダークな色合いの建物の中に入り、一本道をひたすら前に進んでいると、そのうち二つの階段が見えてきた。左は上に続く階段、右は下への階段だった。周囲に敵はいなかったのでおれたちは歩調を緩ゆるめ、階段の前で立ち止まった。

「風かざ間ま君……これは」

「原作通りなら上がラスボスの待つ部屋、下は邪じや神しん像ぞうに続いているはずだよ」

「思い出したわ。たしかパーティーを二つに分けるのよね」

　──グオオオオオ！

　そのとき邪神像に続く階段から一匹の魔ま物ものが飛び出してきた。

「はっ！」

　すかさず黒くろ羽はねさんが銃じゆうを両手にかまえ弾だん丸がんを発射する。

　──グオオオオオ……──

　大きな角つのの生はえた悪あく魔ま型がたは断だん末まつ魔まを響ひびかせながら虹にじ色いろの粒りゆう子しをあたりに撒まき散ちらした。

　──グオオオオオ！

　──キィィィィィ！

　──ガルルルルル！

　階下から無数の声が重なり合っている。

　とんでもない数の魔物が邪神像から湧わき水みずのごとく湧わき出でているようだ。

「風間君は──上に向かって！　私は敵を倒しながら邪神像のもとに向かうわ！」

「え、でも、一人じゃ危険だよ！　ここの魔物は全すべて地下の邪神像から生み出されているんだよ？　一緒に行くべきだ！　戦力を分散するべきじゃない！　……いや、地下は無視してまずローズのもとに向かったほうが──」

「冷静になって風間君」

　地下から飛び出してきた魔物に向かって次々に銃弾を打ち込む黒羽さん。

　彼女は攻こう撃げきを続けながら、

「邪神像は早めに破壊しないとダメよ。このまま上に向かったらローズとの戦いに邪魔が入るわ。それに邪神像を壊さない限り魔物は無限に湧いてくるわけでしょう？　外で戦っているみんなをこれ以上消しよう耗もうさせるわけにはいかないわっ」

「それは……」

「地下は私に任せて。二人とも消しよう耗もうするのは得とく策さくではないわ。体力的にもそうだし、私たちは戦えば戦うほど携けい帯たいゲーム機きの副作用に苛さいなまれることになるのだから……」

　その通りだ──

　地下から湧わき出でてくる大量の敵を相手にすれば現実の記き憶おくに影えい響きようが出る。

　おれも黒くろ羽はねさんもそれは覚かく悟ごの上だが、副作用はそれだけではない。

　携帯ゲーム機を長時間使用すると頭痛や目眩めまいなどの症状を引き起こす。

　戦いが長引けば戦せん闘とう中に気を失ってしまうことだってありえる。

　そうなったら……いかにレベル99といえど死は避けられない。

「私と風かざ間ま君、どちらが地下に向かうべきかと言えばそれは当然私のほうよ。ローズと相対するのは彼女とメールのやり取りをし、多少なりとも相手の人となりを知っている風間君のほうがいいわ──っ」

　──パン！　パン！　パン！

　黒羽さんが連続で銃じゆう弾だんを放つ。

　おれも階段を上がってきた魔ま物ものを『剣』で斬きり裂さく。

　だが魔物は次から次へと湧き出てくる。

　黒羽さんが言うように地下を後回しにしようものならローズとの戦いの最中も下から上がってくる魔物を処理しなければならなくなるし、外にいるみんなにも負担がかかる。ランダムエンカウントだったらこういう問題は起きないけど、この世界はシンボルエンカウントが基本だから敵はどこまででも追いかけてくる。

「風間君──」

　黒羽さんが両手の銃から銀色の弾丸を放ちつつ、

「──私の言っていること間違っている？」

「間違っていないよ。でも、黒羽さん……。もし万が一、携帯ゲーム機の副作用で戦闘を続行できなくなったら──」

「……大丈夫よ。私がゲームオーバーになっても風間君が無事なら──あなたがローズを倒せば万事解決。私たちの勝ちなのだから。それにリーネたちと違って私たちのこの世界での死はイコール現実の死ではない。今こん生じようの別わかれってわけではないのよ？」

「そう、だね……」

　黒羽さん、なんて冷静なんだ──

「だからここは私に任せて」

　いや──

　冷静に見えるけど、銃を握にぎる手が小刻みに震ふるえている。

　表情も……よく見ると顔色が悪い。

　それも当然のことだ──

　擬ぎ似じ的てきな死とはいえ、死は死。痛みだって伴ともなうし、恐ろしくないわけがない。

　だけど黒くろ羽はねさんはおれの決意が鈍にぶらないように冷静に振ふる舞まっているんだ。

　……それに引きかえおれは──

「わかったよ。邪じや神しん像ぞうのこと……任せたよ」

　黒羽さんの決意を無む駄だにはしてはいけない。

　おれは上に、黒羽さんは下に──

「私も必ず邪神像を破壊するから、風かざ間ま君もローズを、そしてシャノンを！」

「うん！　約束するよ！」




　──パチン！
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　おれたちはハイタッチをし、それぞれの目的地に向かって駆かけ出だした。

　黒羽さんは階段を駆け下り、おれは階段を駆け上がる。

　──パン！　パン！　パン！

　さっそく黒羽さんが放つ銃じゆう弾だんの発はつ砲ぽう音おんが聞こえてきた。

　そして、その発砲音を打ち消すような魔ま物ものの叫さけび声ごえも──

　……振り返るな。前に進め。

　敵の群れは黒くろ羽はねさんに任せるんだ！

　おれはおれの敵を倒す。

　この世界の創そう造ぞう主しゆ──ローズを！
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　薄うす暗ぐらい螺ら旋せん階かい段だんを上っているとそのうち光が見えてきた。

　おれは足を踏ふみ外はずさないように気をつけながら最後の数段を駆かけ上あがった。

「ここは──」

　屋根のない広々とした空間にはこの世のものとは思えない草花があちこちに咲いていた。

　さしずめ空中庭園といったところ。

　原作と同じシチュエーションだがこうして実際に訪れてみるとまた違った印象がある。

「裕ゆう貴き。久しぶり。また会えて嬉うれしい」

「ローズでもお世せ辞じを言うんだね」

「そう思われたくて言ってみただけだから」

　赤いドレス姿のローズが背はい後ごに浮かぶ一人の少女を見上げる。

「シャノンさん！」

　囚とらわれの少女はさらわれたときと同じように球状のバリアの中にいた。

「………………っ！」

　何か叫さけんでいるようだったが、宙に浮かんでいるその球体は声を通さないらしく、必死に壁かべを叩たたくシャノンさんのその姿を見ているだけでおれの心は痛んだ。

「もうしばらくの辛しん抱ぼうだよ、シャノンさん！　すぐに助けてあげるからね！」

「裕ゆう貴き。もう勝った気でいるの？」

「勝ちますよ。ここまで導いてくれたみんなのためにも……おれは負けられない」

　決意を胸むねに携けい帯たいゲーム機きから『剣』を取得する。

　これが最後の戦いだ。最初から全力でいく。

　大切な記き憶おくが失われたってかまわない──

「じゃあ、ワタシも同じものを」

　そう言ってローズがノーブルピンクの携帯ゲーム機からおれが手にした武器とまったく同じものを手にする。英数字が武器の周囲を漂ただよう得え体たいのしれない『剣』を。

「条件は同じか……。わかりやすくていいな」

「小細工をしても仕方ない。ワタシもバグで最初からレベル99だけど、この『剣』はどんなキャラクターのＨＰも一いち撃げきでゼロにしてしまうから。キミがそれを使うのならワタシもこれを使わせてもらう」

　小こ柄がらな少女が相変わらずの無表情で『剣』をかまえる。

　剣の心こころ得えでもあるのだろうか。彼女のかまえは様さまになっていた。

「ローズ。一つ約束してほしい」

「何？」

「おれが勝ったら初期化以外の方法でこのバグまみれの世界を修復することを考えてほしいんだ。みんなの記き憶おくを……奪うばわないでほしい」

「それは約束できない」

「だったら……だったら！　おれはローズ、きみを倒す！」

　これは対戦ゲーム──

　ローズだって戦いに敗やぶれれば強制的にログアウトさせられるはず。

　ただ彼女はこの世界の創そう造ぞう主しゆだ。

　おれや黒くろ羽はねさんとは違って何度だってログインできるに違いない。

　ならば──

「おれはローズが首を縦たてに振るまで戦い続ける！」

「そう。できるものならやってみればいい」

「やってやるさ！」

　その言葉を合図にお互い地を蹴けった。

　周囲の草花が揺れ動く中──

　──ギィーン！

　二つの『剣』が空中庭園のど真ん中でぶつかり合った。

　そして、すぐに離れる。

「なかなかいい動き」

「……そっちも」

　再び地面を蹴る。

　──ギィーン！

　今度は空中で武器同士がこすれ合った。

　耳みみ障ざわりな音があたりにこだまする。

「はああああああ！」

　一いつ旦たん、地面に着地したあと、正面から斬きりかかる。

　だがそれはローズも同じで。

　まるで鏡にでも映したかのような動きだった。

　どちらが真似まねをしているのか？　お互いが同じ攻こう撃げきを繰くり出だしているだけなのか？

「裕ゆう貴き、素晴らしい剣さばき。それに動きのほうもレベル99に相応ふさわしい」

「褒ほめても何も出ないよ！」

　レベル99に相応ふさわしい──

　憎まれ口で返したものの、内心ではちょっと嬉うれしかった。

　ローズはこの世界を作った人。

　開発者に褒ほめられて嬉しくないわけがない。

　だが──

　今は嬉しがっている場合ではない。

　──ギィーン！

　我われながら上手うまく動けていると思う。

　だけど一向に攻こう撃げきが決まる気配がない。

　こちらが正面から斬きりかかればローズもそうするし、空中戦を仕掛ければあちらも同じタイミングで地面を蹴ける。鏡映しの攻撃が続いてばかりいるのだ。

　……正攻法じゃダメだ。もっと頭を使え。

　おれはつばぜり合いから一いつ旦たん後方にステップし、あたりを見回した。

「あれだ……っ」

　妙案を思いついたおれはサイドステップを繰くり返かえし、空中庭園の隅すみに一本だけ生はえている背せの高い木に飛び乗った。これなら真似まねできまい──

「はああああああああああ！」

　てっぺんから勢いをつけて飛ぶ。

　ローズの頭を狙ねらった空中からの打ち下ろし攻撃──

「…………っ！」

　さすがにこれを受け止めるのは愚ぐ策さくだと直感したのだろう。

　ローズは華か麗れいなバック転でおれの攻撃を回避した。

「まだまだ──っ！」

　おれは地面に着地後、体勢を崩くずしているドレス姿の少女に向かって連撃を放った。

　──ギィーン！

　ローズは上手くこれをいなしたが、

「……くっ」

　さらなる連続攻撃──薙なぎ払はらいからの斬り上げによりローズが再び体勢を崩す。

　チャンスだ！　今ならやれる！

　おれは『剣』を上段にかまえローズに詰つめ寄よる。

「もらった！」

　前に踏ふみ込こみつつ、『剣』を振り下ろす。

「……ふ」

　え？　笑った？

　無表情がデフォルトのローズに訪れた表情の変化。

　微妙な変化だったが、おれは見み逃のがさなかった。

「──っ！」

　嫌いやな予感がしたおれは途中で『剣』の軌き道どうを変えた。

　──キーン！

　庭園を彩いろどる花か壇だんを形成する赤い煉れん瓦がに『剣』が当たる。

「……って、やば！」

　気づくとローズが体勢を立て直し、反はん撃げきの薙なぎ払はらいを放っていた。

　おれはそれをジャンプでかわし、そのまま前方に転ころがった。

「ハァ……ハァ……」

　危なかった。もう少しで斬きられるところだった。

　しかし──

　さっきのはなんだったんだ？　どうして笑ったんだ？

　性格からいってローズがなんの意味もなく笑うとは思えない……。

「どうしたの？　集中力が切れた？」

「……そんなんじゃないよ」

　いけない、いけない。戦いの最中に余計なことを考えるな。ローズは動きに無む駄だがない。こちらと同じレベル99なんだし、考えごとなんかしてたらばっさり斬られるぞ。

「……痛っ」

　突然の頭痛──武器の副作用だ。

　これ、すげぇ集中力を削けずられるんだよな……。

「……ふぅ」

　ローズも携けい帯たいゲーム機きから同じ武器を取り出したはずだけどケロッとしている。どうやら副作用があるのはおれだけみたいだ。

　これは勝負が長引けば長引くほどこちらが不利になっていくな……。

　ともかく──

「はあああああ！」

　気持ちを切り替え、攻撃に移る。

　──ギィーン！

　だがやはり正攻法は通用しない。

　ローズはおれのあらゆる攻撃に完かん璧ぺきな対応を見せる。

　さっきみたいな奇抜な攻撃を繰くり出ださない限り、上手うまくさばかれてしまう──

　って、待てよ？　よく考えてみると、攻撃してるのおればっかじゃないか？

　ローズはおれの鏡映しばかりで自みずから攻撃を仕掛けていないんじゃ？

　……いや、だからなんだって言うんだ。相手の動きに合わせて対応するのだって立りつ派ぱな戦術だし、ローズのきっちりした性格を思うと、この精密機械みたいな動きは必然という気がする。ただあまりにも受け身に徹てつしすぎているような……。

　それに加えて先ほどの微笑──

　うん。やはり何かあるぞ。

　というかローズはおれに何かを隠している。

　さっきの場面。おれが躊ちゆう躇ちよしなければ攻こう撃げきは決まっていた。

　反撃の手段があったとは思えない。物理反射シールドを展開しているのなら身体からだが赤く光るはずだし、そもそもシールドを張った様子はなかった。

　つまり──ローズはおれの攻撃を受けるつもりだった？

　……いやいやいや。なんだよ、それ。

　彼女はおれをゲームオーバーにするのが目的のはず。

　攻撃を受けたら自分がゲームオーバーになってしまう──

「まさか……」

　おれは後方にステップし、武器のかまえを解いた。

　そして──

「ローズ、もしかして……さっきおれが木を踏み台にして空中から攻撃を仕掛けたとき、わざと隙すきを見せたの？」

「何を言っているの？」




「最初から──負けるつもりだったんじゃないのかって意味だよ」




　おれがそう言うとローズが目を見開いた。

「バレた？」

「やっぱりそうだったのか……。でも、どうして？」

「わからない？」

　ローズの問いかけ。

　わかるようでわからない。

　いや、もしかしたらという予感はある……。

「この勝負、ワタシは勝とうが負けようが、どちらでもよかった」

「それは……」

　どういう意味？　と訊きく前にローズが喋しやべり出だした。

「裕ゆう貴きは考えなかったの？　ラスボスであるワタシを倒したらどうなってしまうのか」

　どうなってしまうのか──

　ローズを倒せばゲームはクリアと考えていいはずだ。

　そして、これは対戦ゲームなのだから……。

「敗北したローズはこの世界から強制ログアウトさせられる……んだよね？」

「正解。敗者の処理はそう。じゃあ、裕ゆう貴きはどうなる？　勝者は？」

「……おれは」

　ラスボスを倒したあとに待っているのはエンディングのはずだが──しかし、これは普通のＲＰＧではなく対戦ゲームなのだから独自のエンディングが用意されているとは限らない。いや、たとえエンディングがあったとしても……。

　そのあとは？　エンディングが終わったらどうなる？

　まさか──

　まさかそうなのか？

　おれの予感通りなのか？




「勝敗にかかわらずプレイヤーには同じ結果が待っている」




　ローズが無表情で真実を告げた。

「つまり、どちらかがゲームオーバーになった時点でゲームは終了する。その際、勝者も敗者と一緒にこの世界から強制的にログアウトさせられる。プレイを続行できるわけではない」

「……そんな」

「裕貴は本気で勝ちに来るだろうから、手っ取り早く勝負をつけるため、ワタシが負けることにした。怪あやしまれるといけないから本気で戦っているフリをしたけど──さすが裕貴。ワタシの企たくらみに気づくなんて」

「…………噓うそだ」

「噓ではない。全すべて事実」

「………………っ」

　ローズに勝てばとりあえず一時しのぎにはなると思っていた。

　だけどそれすらできないなんて……。

　どうすればいい？　おれはどうすればいいんだ？

「──隙すきあり」

　おれが頭を抱えているとローズが自みずから攻こう撃げきを仕掛けてきた。

「…………くっ!?」

　スピードに乗った鋭い突き攻撃──

　おれはその不意打ちに対し、地面を転ころがることでこれを回避した。

　追撃を警けい戒かいして素早く立ち上がると、潰つぶれた草花も一緒に起きた。

「おしい。もう少しだったのに」

　まずいな──

　負けるつもりだったローズだが、おれが策さくを見破ったため、受け一辺倒から攻こう撃げき重視の作戦に切り替えたのだ。今度はおれを本気で潰つぶすために。

「くそっ──」

　どうする、どうする、どうする──

　勝っても負けてもこの世界からログアウトさせられるなんて。

　結果がどちらに転ころぼうとも最終的に待っているのはこの世界のリセットだ。

　それだけは絶対に避けなければならないというのに。

　……おれはローズの手のひらの上で踊らされていたのか？

　やはりこの世界の創そう造ぞう主しゆには逆らえないのか？

　──ギィーン！

　攻守が入れ替わり、ローズの攻撃を受けるだけになったおれ。

　反撃はできない。きっとローズのことだから攻撃を放てばわざと当たりにくる。

「どうしたの、裕ゆう貴き？　防戦一方だけど？」

「……くっ！」

　そのとき球体の中で心細そうに戦いを見守っているシャノンさんの姿が視界に入った。

　……シャノンさん。

　守るべき人。救いたい人。おれの好きな人──

「諦あきらめてたまるもんか……っ」

　気合いを入れ直す。自分に与えられた使命を思い出し、奮ふるい立たった。

　だけど……どうする？　このままじゃジリ貧だぞ？

　考えろ──

　この最悪の状況から抜け出すための妙案を探せ。

　たしかにローズはこの世界を作った創造主であり開発者。この対戦ゲームのあらゆる仕し様ようを把は握あくしているに違いない。だけどこの世界に蔓まん延えんしているバグやシャノンさんが侵おかされているというウィルスはローズにとって予定外の代しろ物ものだったはず。ならば全すべてが計算通りだったわけではないはずだ。

　計算外の出来事……そこにローズ攻略の糸口があるのでは？

　思い出せ。これまでの戦いを。

　全ては大だい聖せい堂どうから始まって──

　ゲーム開始直後、南の森では多くの被害者が出た。

　草そう原げんが広がる北エリアではシャノンさんが命を賭として黒蛇竜ブラツクナーガを滅ぼした。

　砂さ漠ばくと荒こう野やが広がる南エリアではデビルベアとの戦い、アルルさんとの出会い、魔ま人じんヴェノレッドとの戦い──最終的におれたちは原作を覆くつがえし、アルルさんの命を救った。

　南エリアでの出来事……。

　原作に逆らったのはあれが初めてだったが、魔ま人じんヴェノレッドが残した「全すべてはあの方の手のひらの上」という言葉を思うと、おれの手に携けい帯たいゲーム機きが渡ったのも、アルルさんを救出したのも、ローズにとっては計算外ではなかったということになる。

　思えば次のスプリングエリア──古こ代だい遺い跡せきの攻略でも、おれたちはローズの術中にハマっている。武器を手に入れた黒くろ羽はねさん。中ちゆう央おう司し令れい部ぶは引ひっ搔かき回まわされ、雪ゆき城しろさんを失い、リーネが呪のろわれ……。

「──って、やばっ!?」

　おれは横っ飛びでローズの鋭い突きをかわす。

　ごろごろごろ、と派は手でに土つち埃ぼこりを巻き上げながら庭園を転ころがる。

「考えごと？」

「……今、秘ひ策さくを練ねっているところだよ」

「そんなものはない。諦あきらめてこの世界から出ていって」

「……それは聞けない相談だ！」

　諦めて出ていってか……。

　ラスボスのセリフにしては優やさしすぎるよな。

　……ん？　優しすぎる？

　そのとき言葉では言い表せない違和感がおれの思考に待ったをかけた。

　違和感の正体──それはローズの性格。

　おれはローズと出会うまで、あの方は残ざん酷こくな人間に違いないと思っていた。

　ゲームのキャラクターたちを駒こまとしか考えていない酷こく薄はくな人間だと。

　それは魔ま人じんヴェノレッドやマスターバクが残した言葉からもうかがえる。

　だけど──

　実際に相対したあの方は……ローズの印象はそれとは違っていた。

　事務的な対応が目立つ無感情な人ではあるけど、残酷な人ではない。

　彼女はこの世界の創そう造ぞう主しゆ。

　プレイヤーであるおれと黒羽さんの身を案じてくれている。

　この世界をリセットする──その考えには賛同できないけれど、そこを除けばおれたちと敵対するような火種はもともと存在しない。ローズは最初からおれと黒羽さんをこの世界からログアウトさせることを目的として敵側に立っていたのだから。

　でも──

　思い返してみると、顔を合わせることになる前のローズは、黒羽さんに携帯ゲーム機を渡して中央司令部を引っ搔き回すよう仕組んだり、魔人ヴェノレッドやマスターバクを通してこちらを挑ちよう発はつするような言動を繰くり返かえしてきた……。

　しかし、なんのために？

　黒くろ羽はねさんをけしかけたり、魔ま物ものたちに印いん象しよう操そう作さを行わせたり……どちらもローズらしくないやり方じゃないか？　魔物たちを動かすために悪役を演じていた可能性はあるが、そうしなくても魔物たちはローズの望むように動いてはいただろう。ではなぜローズはそんな回りくどい手法を使っておれたちを苦しめ、追おい詰つめようとしたのか？

「動きが鈍にぶくなってきた。ワタシが勝つのは時間の問題」

「……くっ」

　堪こらえろ。答えはすぐそこにある。

　ローズの言葉と行動──その中にヒントがあるはずだ。

　もう一度だ。もう一度過去を振り返るんだ……。

　どこかにローズらしからぬ言動があったんじゃないのか？

　──ギィーン！

『剣』と『剣』が擦こすれ、耳みみ障ざわりな音を反はん響きようさせる。

　魔ま人じんヴェノレッドともこうして同質同形の最強の武器をぶつけ合った。

　だがあのときはまだ……。

　あの方が現実と関わりのある人間だ、と。

　推測できたのはその程度のことだった。

　では次のスプリングエリアでは？

　マスターバクとの戦いでは？

　……そういえば。

　初めてマスターバクと邂かい逅こうし、裏で進行しているシナリオのことを知り、黒羽さんが物ぶつ理り攻こう撃げきを反射され戦意を失い、リーネが黒羽さんをかばって呪のろいを受けて……。

　そうしてピンチに陥おちいったとき、マスターバクは攻勢を仕掛けず一いつ旦たん引いた。

　──まったく……あの方の気まぐれにも困ったものだ。

　マスターバクはたしかそう言った。

　気まぐれ。今にして思えばローズらしからぬ指示だ。

　なぜマスターバクに撤てつ退たいさせたのだろう。あの状況なら一いち網もう打だ尽じんにできたはずだ。

　いや──

　あの古こ代だい遺い跡せきは、最下層以外は『魔ま法ほう書しよ』による脱出が可能だった。

　ただ動けないリーネと戦意を失った黒羽さんを伴ともなって脱出するのは困難だっただろう。

　仮に逃げおおせていたとしても一人か二人、死者を出していたかもしれない。

「……あ」

　もしかして──

　ローズが撤てつ退たいを指示した理由って……。

　そうだ。そうだよ……。それなら全すべて辻つじ褄つまが合う。

　──ギィーン！

　何度目だろうか。おれはローズの攻こう撃げきを『剣』で弾はじくと、すかさず距離を取った。

「ん、裕ゆう貴き。その顔は……何か閃ひらめいた？」

「まあね」

「どんな妙案を思いついたの？」

「それを言う前に聞きたいことがあるんだけど」

「……何？」

「ローズが黒くろ羽はねさんに携けい帯たいゲーム機きを与え、マスターバクとの初戦でヤツを撤退させた理由についてだよ」

「それが……どうかしたの？」

　声色に変化はなかったが明らかに表情が変わった。

　間違いない。おれの推理は正しい──

「黒羽さんに武器を与えた理由……おれは今の今まで中ちゆう央おう司し令れい部ぶを引ひっ搔かき回まわすためだと思ってた。実際マスターバクもそう言っていたし。だけどそうじゃなかった。ローズにとって黒羽さんが意い気き消しよう沈ちんし、表おもて舞ぶ台たいに出てこない状況は好ましくなかったんだ。だって戦う意欲を取り戻さなければ、黒羽さんは宿にこもったまま魔ま物ものと戦わない──つまり、ゲームオーバーになりようがない。いつまで経ってもゲームが終わらない」

「………………」

「マスターバクを撤退させたのも同じ理由。あのまま戦い続け、誰だれかが死に……そんな状況で古こ代だい遺い跡せきから脱出していたら、きっとおれも黒羽さんも戦う意欲を失って、部屋に閉じこもっていたかもしれないから」

「………………」

「きみは常におれたちに戦う理由を与えていたんだ。時には厳きびしく、時には優やさしく。飴あめと鞭むちを使い分けて、おれたちをボスへと導いていた。おれに携帯ゲーム機が渡るように仕組んだのはゲームを有利に進めるため。もちろん味方の強化も忘れない。だってローズにとっては勝負の行方ゆくえなんてどうだってよかったんだから。おれたちがエンディングを迎えるか、その前に敵にやられるか……結果的にログアウトさせられればそれで目的達成なわけで──恐れていたのはおれたちが停滞すること。ストーリーを先に進めないことにあったんだ」

　おれはまんまとローズの術中にハマった。

　こうしてラスボス戦を迎えているのが何よりの証拠だ。

「……それで？」

　沈ちん黙もくを保っていたローズがようやく口を開いた。

　心なしか少し怒っているように見える。

「ワタシの戦略を推理したその洞どう察さつ力りよくはさすがだと思う。でも、それがどうこの戦いに結びつくの？　勝っても負けてもキミの望みは叶かなわない──その事実は変わらないというのに」

「そんなことはないよ」

　おれはそう言って再び『剣』をかまえる。

「ワタシを倒すの？　それが考えに考えた末、たどり着いた妙案？」

「そうじゃない……」

　たしかに今さらローズの過去の言動を考察したところで、勝っても負けても結果は同じ、という目の前の現実は動かしようがない。だけど、この考察によってローズが避けたい事態がなんなのかはわかった。

　彼女が忌き避ひしていたのはおれたちがミネルヴァを起動しないこと──

　もっと言えば戦いを挑いどまないこと。

　東エリアで思わぬ形でローズと邂かい逅こうしたとき、これは戦せん闘とうイベントではないから武器を交まじえることができない、と彼女は言っていた。この世界はボス戦に関しては決められた場所でしか戦うことができないのだ。

　つまり──

　おれたちが取るべき最善の行動とは戦わないことにあったのだ。

　戦いを避け、だが要求はする。

　この世界をリセットするなと……。

　もっと早く気づけって話だよな。

　最低でもミネルヴァを起動する前に気づくべきだった。

　熱くならず、冷静にローズの考えを読み解いていればこうはならなかったはずだ。

　しかし──

　まだ手がないわけではない。

「裕ゆう貴き──キミはワタシには勝てない」

　不意を突くようにローズが攻こう撃げきを仕掛けてきた。

　おれはその鋭い突きを紙かみ一ひと重えで回避し、

「別にかまわないよ。おれは勝つ気なんて……ないから。これからおれはただひらすらローズの攻撃を避け続ける。こちらの要求をきみが吞のんでくれるまで……」

　目眩めまいで視界がぐらつく中、おれは声を張り上げた。




「おれは勝ちもしなければ負けもしない！」




　──ギィーン！

　重い一いち撃げきを『剣』で受け止め、力いっぱい跳はね返かえす。

「……そんなことできるはずない。『剣』の副作用もあるし遅かれ早かれ勝負はつく……」

　──ギィーン！　ギィーン！　ギィーン！

　凄すさまじい速度で繰くり出だされるローズの剣撃は全すべて不協和音に変わる。

　いける──

　ローズの攻撃パターンはそれこそ無数にあるが……。

　守りに徹てつしてさえいればそうそう斬きられる心配はない！

　ゴリ押しならぬゴリ受けだ。

　力技も力技──単純な戦法だがローズの心理を揺さぶるには悪くない戦法だ。

「……無む謀ぼうな作戦。終わらない戦いなんてない」

　──ギィーン！　ギィーン！　ギィーン！

　受ける、受ける、受ける──

　シャノンさんから学んだ立ち回りを武器に自分自身の防ぼう衛えいに徹する。

「普通なら不可能なことだと思うよ。でも──おれはレベル99 ！　不可能を可能にできる世界最強のステータスを有しているんだ！」

「それはこちらも同じ……」

　ローズの発言には戸惑いが見え隠れしていた。

　それに言葉に力がない。

「ステータスが同じなら守りに徹したおれのほうが有利じゃない？」

「それは……」

「らしくないよ、ローズ。どうしたの？　理屈で攻めるのはローズの専せん売ばい特とつ許きよじゃないの？」

「……だって」

　ローズが攻撃の手を休めた。

　眉まゆ根ねをひそめ、困ったような顔をしている。

　彼女のこんな表情を見るのは初めてのことだった。

「裕ゆう貴き……どうしてワタシを困らせるの？」

「こ、困らせるって。いや、おれはただこの世界をリセットしてほしくないだけで……」

「なぜそれほどまでにこの世界の存続にこだわる？」

　気づけばローズは『剣』をしまっていた。

　庭園の中ほどで棒ぼう立だちしている。

　おれは彼女と距離を置き、同じように一いつ旦たん武器を手放した。

　油断は禁きん物もつだが、この距離なら何があっても対応可能だ。

『剣』を消したことで頭痛が波のように引いていく。

「現状を思うと、ゲームを終了させ、一度世界をリセットするのが最善」

「それはわかっているよ」

「わかっているのならなぜ？　初期化といっても、この世界が二度と復活しないということではない。ワタシがやろうとしていることはアンインストールではなくクリーンインストール。データを修復し、ただ初期状態に戻すだけ。それの何が不満なの？」

　ローズは本気で疑問に思っているようだった。

「なぜって……わからないの？」

　思わず疑問で疑問に返してしまった。

　だけどおれにはローズが疑問に思うことのほうが疑問だった。

「──世界を再構築しても、おれがこの数ヶ月すごした世界は帰ってこない」

　そう言っておれは球体の中にいるシャノンさんを見上げた。

　不安そうな顔で戦いの行方ゆくえを見守る囚とらわれの少女を。

「みんなの記き憶おくも……帰ってこない。今、目の前にいるシャノンさんとリセット後のシャノンさんは別人だから。おれは今のみんなを……世界を守りたいんだ」

「裕ゆう貴きの言っていること、ワタシにはわからない」

「わからない？　どうして？　この世界をリセットするということは普段遊んでいるゲームのセーブデータが消えるのとはわけが違うんだよ？　たしかにこの世界に存在するものはゲームがもとになっている。だけど、ここは──この世界はもはや単なるゲームですませていい場所ではないよ。現実と同等の価値がある──っ」

「現実と同等……」ローズが戸惑ったように目を伏ふせた。「……ワタシは知らない。そんなものは知らない」

「え、知らない……？」

　さっきから様子が変だけど、ローズ、どうしたんだ？

　こちらを油断させるための作戦ってことはなさそうだけど……。

　ともかく、今なら交渉の余地があるかもしれない。

「ローズ。おれの望みはこの世界をリセットせずにバグやシャノンさんが感染しているウィルスを除去し、この世界をゲームのための舞ぶ台たいではなくシャノンさんたちが生きていくための、もう一つの現実として今後も残してほしい……ということ」

「それは無理。リセットせずに修復しようと思ったら、何年……いや、何十年もかかる」

　返ってきたのは現実的な回答。

　だけど──

「それでもおれは諦あきらめたくない。みんなの記憶を、世界を失いたくない」

「この世界にそれほどの価値があると言うの？」

「おれにとってこの世界は、現実に匹ひつ敵てきする大切な場所……だから」

「…………そう」

　ローズがゆっくりと目を閉じた。

　空中庭園を彩いろどる草花が風に煽あおられて大きく揺れる。

　そして、ローズの髪かみの毛も──

「わかった……」

　言葉が押し出されたのは風が止やんだ直後のことだった。

　目を開けたローズはおれをじっと見つめ、

「確約はできないけど──裕ゆう貴きの望みを叶かなえてあげてもいい」

「……ほ、本当に？」

「噓うそは言わない。ただ裕貴と桐きり香かにはログアウトしてもらう。キミたちの安全を確保するのがワタシの務つとめ。それだけは譲ゆずれない」

「それは……仕方ないと思ってる」

「じゃあ、決まり」

　そう言うとローズはなぜか再び『剣』を両手でかまえた。

「…………え？　ローズ？」

「裕貴。さっき念ねん話わ装そう置ち越しに言っていたよね。これが対戦ゲームだというのなら、途中でリセットボタンを押してしまうのは自みずから負けを認めるようなものだって」

「え？　あ、まあ、たしかにそんなこと言ったけど……」

「ワタシも裕貴の信じるゲーム哲学に──ゲームの流りゆう儀ぎに従うことにする」

　ローズは迷いのない目でそう言葉を押し出し、




「このワタシに勝てなければキミの望みは叶わない……！」
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「……わかってるね。ローズ」

　そのストレートで熱い言葉に噓はないと思った。

　策さく略りやくでもなんでもない。

　……おれの言葉がようやくローズに届いたんだ。

「さあ、裕貴──最後の戦いを始めよう」

　ローズがおもむろに武器をかまえる。

　……最高だよローズ。

　やはりＲＰＧはこうでなくっちゃな。

　ようやくラスボス戦らしくなってきたぞ。

「行くよ！」

　おれは武器を携たずさえ地面を蹴けった。

　──ギィーン！

　二人のレベル99が再び激げき突とつする。

　決める。みんなの世界を守るため、シャノンさんを救うために──

「はっ……！」

　隙すきを狙ねらって攻こう撃げきを仕掛ける。

　だが息を吹き返したのはおれだけではなかった。

　ローズもまた表情から迷いが消えていた。

　先ほどの戸惑った顔はなんだったのか……。

　気になるけど、今はそれを考えても仕方ない。

　おれに事情があるように、彼女にも彼女の事情があるのだろう。

　とにかく──

　ローズは約束してくれた。勝てばこの世界の存続を考えてくれると。

「やああああああ！」

「……ふっ──」

　お互い洗練された動きで相手の攻撃を受け、避け、時には弾はじく。

　レベル99の二人によるハイレベルな戦いはしばらく五分の状況が続いた。

「くっ……」

　また頭痛が──

　早く決めないと逆に斬きられるぞ。

　──ギィーン！

　おれは何度目かの衝しよう突とつのあと、一いつ旦たんローズから離れ、呼吸を整えた。

「……ハァハァ……」

　そのとき、球体の中でおれたちの戦いを見守っているシャノンさんと目が合った。

　彼女は悲痛な表情で球体を叩たたいていた。そして、何か叫さけんでいる。

　──負けられない。シャノンさんのためにもローズから勝利をつかみ取らないと！

　そのためには──

　……あれだ。さっきと同じ手を使うんだ。

　意表を突く攻こう撃げき──木のてっぺんから繰くり出だしたあの攻撃をもう一度やるのだ。

　もちろん捻ひねりは加える。当然、ローズもこのおれの考えは読んでいるだろうが、それならそうで相手の上をいく攻撃を繰り出せばいいだけだ。

「裕ゆう貴き？　その程度の攻撃でワタシを倒せるとでも？」

「……ローズ。セリフがラスボスみたいだよ」

「みたいじゃない。ワタシはラスボスなの」

「そう。じゃあ、勝つのはおれだよ！　……だって──」

　つばぜり合いからお互い後ろにステップした瞬しゆん間かん、おれは新緑豊かな一本の木へと猛もうダッシュした。そして、枝を足場にてっぺんまで飛び上がり──




「だってこの世に倒せないラスボスなんて存在しない！」




　重力に任せて落下し、思いっ切り『剣』を振り下ろした。

「くっ……」

　ローズが後ろに下がった。受けるのは無理だと悟さとったのだろう。

　ここまではさっきと同じ展開だ。

　だが今度は落下地点が違う。

「はああああああああ！」

　一度目を踏ふまえて限界ギリギリの跳ちよう躍やくに挑ちよう戦せんしていたのだ。

　ローズなら先ほどとの跳躍の違いに気づくかもしれないし、より遠くに飛ぶことで攻撃の姿勢は乱れるかもしれない。だけど相手のＨＰを根こそぎ奪うばうこの最強の『剣』は、当たりさえすればどんな無理な体勢から繰り出したってかまわないのだ。

「…………くっ」

　空中からの打ち下ろしを警けい戒かいして後ろに退ひいたローズだが、この程度なら──

　攻撃が届く！

　──ギィィィィーン！

『剣』と『剣』が擦こすれ合あった。

　今までにない激はげしい衝しよう突とつ。

　不快な音がアバドンの空中庭園に響ひびき渡わたる。

「くそっ──」

　押し切れるかと思ったが、ローズはこの攻こう撃げきに耐えた。

　ズズズズ、と地面をズリながら後退したものの、ダメージは受けていない。

　いや、この体勢からならもう一撃くらいは──

「うおおおおおおおおお！」

　おれはさらなる攻撃を繰くり出だした。

　しかし──

　くそっ、届かない!?

　横に薙ないだ『剣』はローズの鼻先を通過。

　ふ、とローズが笑みを浮かべるのがわかった。

　……まずいぞ。このままだと反撃を食らってしまう。

　せっかくローズの首を縦たてに振らせたのに──

　嫌いやだ。諦あきらめたくない。おれはみんなを失いたくない！

「届けえええええええええええ──っ！」

　必死に身体からだを動かし、『剣』を伸ばす。

　無む駄だ、というローズの無機質な声が聞こえた。




「…………え？」




　その直後のことだった。

　ローズが驚きよう愕がくの表情に包まれた。

　一方のおれは──

　身体と武器を一回転させながら前に斬きり込こんでいた。

　もう一歩も前に動けない状況──

　腕うでを限界まで伸ばしてローズへと『剣』を振った直後にもかかわらずだ。

　現実ではありえない動き。

　まるでゲームのアシスト機能が働いたかのような不自然なアクション。

　楕だ円えんを描くようにして『剣』を一回転させるその剣技は……。

「きゃあああああああ──っ!?」

　反撃のチャンスをうかがっていたローズの身体をドレスごと斬り裂いた。

　今の技は……間違いない。

　シャノンさんの得意技『エリプス・スピン』だ。

「なぜ裕ゆう貴きがその技を……？」

「……どうしてだろう。自分にもよくわからないよ」

　おれはその場に膝ひざをついたローズの身体からだを両手で支える。

「最後の一いち撃げきが発動する瞬しゆん間かん、勝ちたいと思って必死に『剣』を振ったらシャノンさんの『エリプス・スピン』が発動したんだ」

「……裕貴は剣技の類たぐいはもちろん魔ま法ほうなども使えないはず。使えるとしたら……」

「使えるとしたら？」

「可能性は……いくつかある。この世界に悪あく影えい響きようを与えているバグや……シャノンが感染しているウィルス……それから、いや──」

　そこまで言ってローズは首を振った。

「──……キミのゲーム愛とシャノンとの絆きずなが『エリプス・スピン』という奇跡を呼び起こした……。きっとそういうことなんだと思う。そうでなければラスボスであるこのワタシがやられるはずがない」

　理屈を重視するローズが奇跡という言葉を口にしたことにおれは驚おどろいた。

　さらに彼女が薄うすく微笑ほほえんだことにも。

　事務的で機械的で愛あい想そのないローズが見せた人間的な一面──

「……うん。そう……だね」

　おれはその言葉に素直に頷うなずいた。

　絆の勝利──

　そうであってほしい、とおれも思ったから……。

「なんにしろ、キミがワタシに勝ったのは事実」

「じゃあ……約束通り？」

「うん。裕貴の望み……時間はかかるかもしれないけど、頑張ってみる」

「ありがとう。無茶なお願いを聞いてくれて」

「感かん謝しやする必要はない。最終的に決めたのはワタシ……だから……う──」

　そのときローズがおれの腕うでの中で小さく呻うめいた。

「だ、大丈夫？」

「自分で斬きっておいてそのセリフは変。まあ大丈夫……。ワタシはゲームのキャラクターではない。ただこの世界から離脱するだけ」

　と──

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……ッ！

　安定飛行を続けていたアバドンが急に斜めに傾いた。

「どうやら桐きり香かがログアウトしたみたい」

「え？　黒くろ羽はねさんが？」

　まさか魔ま物ものの群れにやられて？

「やられたのは桐香だけではない。邪じや神しん像ぞうも破壊されている。だからアバドンが傾いた。たぶん邪神像を破壊した直後、残党にＨＰを削けずり取とられたのだと思う」

「……そっか」

　黒羽さん、目的を果たしたんだな。

「裕ゆう貴き。おめでとう。これでめでたくエンディング──……」

　そのときローズの身体からだが薄うすくなり、半透明になった。

「……プレイヤーはこうして消えていく。虹にじ色いろの粒りゆう子しを放つのは敵だけ」

「おれはどうなるの？」

「原作でアバドンが海に不時着するのは覚おぼえている？」

「あ、うん」

「『ファイナルファントム７』のエンディングが始まるのはその不時着のあと。戦いに勝利した裕貴のログアウトはそのエンディングのスタッフロールが終わるタイミングに設定してある。『ファイナルファントム７』のスタッフロールの総時間は──」

「……七分くらいじゃなかった？」

「正確に言うと七分二十四秒」

　七分二十四秒か。スタッフロールの長さとしては十分だけど……。

　その時間ではシャノンさん以外のみんなと顔を合わせるのは難しそうだな。

　またあとで、と言って別れたのに。

「裕貴──」

　最後にローズが穏おだやかな表情でおれを見上げ、

「──楽しかったよ。じゃあね」

　と意外な感想を口にした。

「ローズ……」

　さようなら。そして、ありがとう。

　薄くなっていた身体が完全に見えなくなり、声も聞こえなくなった。




「ひゃ──っ!?」




　ローズが消えたと同時に背はい後ごで悲鳴が聞こえた。

　振り返ると、シャノンさんを覆おおっていた球体がいつの間にか消失していた。

　空中に投げ出された少女はそのまま自由落下する。

「危ない──」

　おれは落下地点に走り、シャノンさんを両手で抱きとめた。

「わっ……きゃっ」

「大丈夫？」

「……は、はい。平気です」腕うでの中のシャノンさんは顔を赤らめていた。「あ、あの……裕ゆう貴きさん。また会えて……その、よかったです」

「うん。おれもシャノンさんと再会できて嬉うれしいよ」

「えっと……それで……その──」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……ッ！

　斜めに若じやつ干かん傾いていた飛ひ行こう要よう塞さいが今度は反対側に傾いた。

「どうやら吞のん気きに話してる場合じゃないみたいだね」

　おれはシャノンさんを抱きかかえたまま地上の様子をうかがう。

「あの？　もしかして高度が下がってます……？」

「うん。でも大丈夫。緩ゆるやかなスピードで落下してるから墜つい落らくで命を落とすことはないよ」

「……ほ、本当に大丈夫なのですか？」

　ローズは海に不時着すると言っていたけど──

　まあ、この高さだもんな……。

「シャノンさん……しっかり捕まって。落下の衝しよう撃げきが来るよ！」

「は、はい──」

　ぎゅっ、とおれの腰こしに回している腕に力が入った。

「……裕貴……さん」

　震ふるえていた。声も身体からだも。可哀かわい想そうなほどに。

　不安でたまらないのだろう。シャノンさんの立場からすればそう思うのは当然──

「大丈夫だから……絶対に大丈夫だから」

　おれはシャノンさんの不安を打ち消そうとよりいっそう腕に力を込めた。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……ッ！

　ぐんぐん高度が下がっていく。もうすぐ着水する。

　──ぎゅっ。

　おれたちは強く抱き合ったままそのときを待った。
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「まさか全身ずぶ濡ぬれになるとは……」

「……あ、あはは」

　アバドンが海に不時着した直後、落下の衝しよう撃げきにより発生した大きな波がおれとシャノンさんを襲おそい、その結果、二人とも濡ぬれネズミになってしまった。

　幸い海上は風が強く、天気もいいため、じきに服は乾きそうだけども。

「あ、あの……裕ゆう貴きさん」

　おれが大きく背せ伸のびをしていると隣となりのシャノンさんが口を開き、

「お礼を言わせてください。本当に……本当にありがとうございました」

「い、いえ……そんなたいしたことではございませんで……」

　ぎこちない返事になってしまった。というか意味不明。文法メチャクチャだし。

「…………」

「…………」

　そして、見つめ合ったまま沈ちん黙もく。

　だが居心地は悪くない。全身の力が抜けるような心地よい沈黙だった。

「あ、あの……」

　しばらくしてシャノンさんが再び口を開いた。

「そ、それで……私……私……──っ」

　だが途中でシャノンさんが言葉を失い、顔がん面めん蒼そう白はくになった。

　どうしたんだ？　とおれが首を傾かしげていると、

「裕貴さん……身体からだが薄うすく」

「え？」

　視線を下げ、自分の手足を見るとたしかに透明になっていた。

　もうタイムリミットってことか……。

「裕貴さん──」シャノンさんがおれの手を握にぎりしめ、「もしかして……ご自分の世界に帰ってしまうのですか？」

「…………うん」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまったがおれは頷うなずいた。

「ローズさんが言っていました。裕貴さんは戦いの勝敗にかかわらず元の世界に帰る運命にあるのだと」

「……ごめんね、シャノンさん。もう一緒に冒ぼう険けんできないよ」

「どうしても帰らなければならないのですか……？」

「帰らないと親に怒られちゃうからね」

　あはは、と笑ってみたものの、場の空気は重くなる一方だった。

　でも……──でも、いいんだ。

　ローズは約束してくれた。この世界を再構築せずに修復作業を行ってくれると。

　ならばおれのやるべきことは果たしたと言える。

　みんなの世界を……みんなの居場所を守ることができたのだ。

　心残りがあるとすれば──

　シャノンさんへの告白。

「もうすぐ……消えちゃいそうだ」

　どんどん身体からだが薄うすくなっていく。ローズと同じように。

「裕ゆう貴きさん……私……私！　別れたくありせん！　私……いや、私たちにはまだ裕貴さんが必要です！　裕貴さんが道を示してくださらないと──っ」

「大丈夫。心配いらないよ。世界を滅ぼそうと企たくらむ魔ま物ものはもうこの世界にはいない。世界は平和になったんだ。仮に新あらたな強敵が現れたとしてもシャノンさんたちなら大丈夫。もうおれなしでも……十分やっていけるはずだよ。最後の戦いでみんながそれを示してくれた」

「でも、でもっ！」

　シャノンさんはわがままを言う人ではない。

　なのにおれの腕うでをつかみ、必死に説得の材料を探している。

「私たちは──私は裕貴さんがいないと……困るんです」

「……嬉うれしいよ。シャノンさんの気持ち。別れを惜おしんでくれるだけでおれは幸せだ」

「ち、違うんです。そうじゃないです。そういうことを言いたいのではなくて……」

「えっと？」

「私は……私は……裕貴さんのことが──っ」




「──待って」




　おれは途中でシャノンさんの言葉を遮さえぎった。

　そして、彼女のか細い腕を握にぎりしめながら、

「帰ってくるから。必ずこの場所に帰ってくるから……。だからその先の言葉はおれから言わせてほしい」

「……え？　それって……」

「つまり、その──」

　あ。

　もうすぐ消える──

　自分のことなのでよくわかる。もう何秒もない。

「ごめん。行かなきゃ……」

「裕貴さん……私、待っていますから……。ずっと待っていますから──っ」

「うん。待ってて。すぐに戻ってくるから──……っ」

　おれはシャノンさんの腕をつかんだまま彼女の瞳ひとみをじっと見つめた。

　すると……。

　どちらからというわけでもなく、顔と顔が──

　唇くちびると唇が急接近した。

　シャノンさんの息遣い、シャノンさんの香り、そして……。

　柔らかな唇の感触。

　直後、おれの意い識しきはぷつんと途切れた。

　それが……。

　この世界で触れた最後の記き憶おくだった。
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　　　　　エピローグ







　意い識しきがよみがえると目の前に慣れ親しんだ空間が広がっていた。

　そこはおれが生まれ育った家の中にある自分の部屋で。

「……シャノンさん！」

　目の前にいるはずの少女の腕うでをつかんだつもりだったが──

　すか。

　空振りに終わり、おれはベッドに顔から倒れ込んだ。

「……うおっ」

　柔らかい毛布の肌触りと懐なつかしい匂においが顔いっぱいに広がる。

「帰ってきたのか……ついに」

　ごろん、とベッドの上で寝返りを打つ。視線の先で電灯の紐ひもが前後に揺れていた。ベッドに倒れた拍ひよう子しに頭が当たったらしい。

「……唇くちびる……触れてたよな……」

　心しん臓ぞうの高鳴りがやばい。バクバク言っている。

　鼓こ動どうは未いまだおさまっていない。

　柔らかかったな、シャノンさんの唇。

「…………ハァ」

　身体からだを起こすと、唐とう突とつに物悲しい気分に襲おそわれた。

　現実に戻ってきた安あん堵ど感かんよりもシャノンさんと別れた寂しさのほうが今は大きかった。

　エンディングは見たい、だけどまだ終わってほしくない。

　まるでお気に入りのＲＰＧをクリアしたあとのような心境だった。

「……って！　すっかり忘れてた！　おれ、もう何ヶ月も帰ってないんだった！」

　慌あわててベッドから飛び降り、日時を確認するため携けい帯たい電でん話わを探す。

　だがすぐには見つからない。

　そうだ。パソコンがある──

　おれは机つくえの上に置いてあるデスクトップパソコンに駆かけ寄よった。

「あれ？　電源が点つけっぱなしになってる？」

　妙だな……。

　妹か誰だれかが使ったのかな？

　不思議に思いながらＯＳ付属のカレンダーを立ち上げる。

　すると──

「へ？　七月二十一日？」

　カレンダーにはそう表示されていた。

　七月二十一日と言ったら夏休みの初日だ。

　そして、その日はおれがあちらの世界に迷い込んだ日でもある。

　どうなってるんだ？　時間がまったく進んでいない？

　ブラウザを立ち上げ、ネットで日時を確認してみたが結果は変わらなかった。

　おかしいだろ。一週間とか二週間ならまだしも、一日も時間が進んでいないなんて。

　季節で言えば秋に突入していなければおかしいはずなのだが……。

「まさか──」

　直後、嫌いやな予感が駆かけ巡めぐった。

　その予感とはフィクションで語られる最低最悪のオチで──

　夢オチ？　全すべてはおれの妄もう想そうだったっていうのか？

　──そんなバカな。あれが夢だったなんてあるはずがない。あやふやな夢とは異なる鮮明な記き憶おくがおれの頭の中には残っているんだ。妄想の類たぐいなわけが……。

「でも──」

　あの世界が本当にあったとして、おれはどのような手段を用いてあの場所に？

　身体からだごとにしろ、五感のみにしろ、なんらかのツールが必要になるはずだ。

　しかし、おれの部屋にはそれらしいものが転ころがっていない。

「……そうだ。パソコンに何かインストールされているかも──」

　あの世界にログインする前後の記憶は残っていないけど、部屋に専用のゲーム機などは見当たらないし、だとすればパソコンを通じてクライアントなりなんなりが対戦ゲームの参加者に配布されているはずだ。

「……ない。ゲーム関係なら即ショートカットを作るはずなのに……」

　一つ一つ入念にフォルダの中身も調べてみるがどこにもインストールされていない。

　インストールプログラム一覧にも載のっていないし、ブラウザのダウンロード履り歴れきをチェックしてみても、それらしいプログラムを落とした形跡は残っていなかった。

　なぜだ？　なぜ見つからない？　まさか本当に夢だった……？

　シャノンさんもマシューもリーネもバニラさんもエルマさんもアルルさんもヴェルナーも、そして同じ現実からやってきた黒くろ羽はねさんすらこの世には存在しなかった？

「そんなバカなことが……そうだ！　ローズだ！」

　おれはメールソフトを立ち上げた。

　送信フォルダを過去に遡さかのぼるとすぐに目的のメールが見つかった。

　あった。以前ローズとやり取りしたメール──

「ローズはたしかに存在する人……」

　だけど、だからといってあの世界がおれの妄もう想そうではないとは言いきれない。

　これをたしかめるためには……。

　ローズにメールを送るしかない。

「文面は……適当でいい。とにかく連絡を取ろう」

　メール送信。とりあえずはオーケーだ。

　あとは返信を待とう。




　だけど──




　一時間経っても二時間経っても返信はこなかった。

　ローズはどんな長文のメールを送りつけても速攻で返してくる人なのだが。

「もしかして……メールの意味がわからなかったとか？」

　簡かん単たんな挨あい拶さつと、現実に帰き還かんしたこと、連絡がほしいこと。

　送ったメールはその程度の内容だったのだが、あの世界がおれの妄想だとしたら、ローズには意味の通じないメールということになる。

　やっぱりそうなのか？　全部おれの妄想が生んだ世界なのか？

　そんな……あのシャノンさんが、みんなが夢の世界の住人だなんて……。

「……噓うそだ──噓だ噓だ噓だ！」

　パソコンを睨にらみつけながらおれは叫さけんだ。

　その直後……。




「裕ゆう貴き、何を叫んでいるの？　近所迷惑よ？」




　階下から懐なつかしい母親の声。

　やんわりとした非難の言葉──だがそこに疑問などは混じっていない。

　今日は夏休み初日。

　おれは部屋から一歩も出ずにゲーム三ざん昧まいだった。

　母さんが不思議に思うようなことは何も起こっていない。

　あるのはなんの変へん哲てつもない日常だけ……。

「夢なわけ……夢なわけないだろ」

　自然と涙がこぼれてきた。

　存在するはずのものが存在しなかった──

　大切なものを失った悲しみが、おれの身体からだの隅すみ々ずみに広がり、虚むなしさに変わっていく。

「何か……何かないか」

　あの世界の存在を証明する何かが──







　翌日になってもローズからは一向にメールが届く様子はなかった。

　一日、二日、三日──

　ただ時間だけがすぎていった。

　ネット上でローズ関連の情報を集めてみたが、めぼしい情報は手に入らなかった。

　彼女は有名人にもかかわらず個人のブログのコメント欄らんにまで足跡を残すようなフランクな人だったが、神しん出しゆつ鬼き没ぼつで降こう臨りんする時期と降臨しない時期の差が激はげしい人だった。夏休み前あたりから見かけなくなったという情報がネットに転ころがっていたが、そのことを不思議に思っている人はいないようだった。気まぐれな人だから、と誰だれもが思っているのだ。

　ローズとはネットを介してしかやり取りをしたことがないのでメアドくらいしか連絡先を知らなかった。だから彼女からの返信を待つ以外にすることがなく、またおれと同じく現実世界に帰き還かんしているはずの黒くろ羽はねさんとも連絡が取れなかった。

　携けい帯たいの番号もメアドも知らないのだ。

　よく考えてみると、おれは黒羽さんがどこに住んでいるのかも知らなかった。

　目の前の戦いに必死だったとはいえ、気が回らなさすぎだ。

　メアドの交換くらいしておくんだった、とおれは心底後悔した。
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　ある日の晩、おれはクローゼットをあさっていた。

　パソコンも携帯も机つくえの引き出しの中にもあちらの世界と繫つながる手がかりは見つからなかったのでこうしてクローゼットの中にまで調査の手を伸ばしたのだが、物置と化しているクローゼットを覗のぞいたところで有益な情報が得られるはずもない。だけど、おれは諦あきらめきれなかった。この部屋のどこかにあの世界に繫がる扉とびらがあるのではないかと──ある種の妄もう想そうに取りつかれていた。

「もう朝か……」

　宿題もせずに部屋の中で過去の思い出をあさる日々。

　だがその過去の思い出の中にあちらの世界と関係するものは見つからない。

　自分の幼少時代の記録ばかりが見つかる。

　もう諦めたほうがいいのだろうか──

「ん……？」

　そのときクローゼットの最奥でゲームソフトらしきものを見つけた。

　しかも──

「これはもしかして『夜よ明あけの救きゆう世せい主しゆ』……!?」

　シャノンさんが登場するＲＰＧのタイトル──

　こんなところにあったのか……。

　二百本近いＲＰＧのコレクションは全すべてラックにおさめられているが、小学生の頃ころ、シャノンさんの死をきっかけにプレイを途中で止やめたこのゲームはコレクションどころか、存在自体を忘れていた。あちらの世界に渡り、シャノンさんと出会うまで……。

　埃ほこりまみれのパッケージにはシャノンさんが剣を振るう姿が描かれていた。

　おれは手で埃を払いつつ、中身を取り出す。

「えっと……これを起動するには──」

　再びクローゼットの中をあさる。

　出てきたのは九十年代の後半に大手ゲームメーカーが出した白いハード。

　これに対応しているメディアはＢＤやＤＶＤではなくＣＤだ。

　コントローラーも一つだけだが見つかった。

「……たしか親しん戚せきからもらったんだよな」

　液えき晶しようテレビの前にハードを設置し、各種ケーブル類を接続する。

　ハードの上うわ蓋ぶたを開けてディスクをセットしたら準備完了だ。

　古いハードだけど、日本のゲーム機はそう簡かん単たんには壊れないから大丈夫だろう。

　おれはテレビ、ハードの順で電源を入れる。

　すると──

　問題なく起動した。

「久しぶりに見たな……この画面」

　まずハードのロゴが、その後、『夜明けの救世主』を開発したメーカーのロゴが表示される。

　そして──

「ああ、これは……」

　タイトル画面を見た瞬しゆん間かん、過去の記き憶おくが想起した。

　覚おぼえている。映像も音楽も、記憶の中に残っている。

「最初からやってみるか……」

　セーブデータが残っていたが、せっかくなのでニューゲームを選んだ。

　その後──

　オープニングが始まり、粗あらいポリゴンのムービーが流れた。

　トラウマになったゲームだけど、何もかもが懐なつかしい。

　おれはそれから夢中になって『夜明けの救世主』をプレイした。

　途中、母親に朝食ができたと呼ばれたが、おれは部屋から出なかった。

「……ここは」

　五時間ほどプレイしたところで、例のシーンがやってきた。

　シャノンさんが黒蛇竜ブラツクナーガに『ホーリー・カタストロフィ』を使うシーンだ。

　懐なつかしいから、と遊びはじめたゲームだったが、おれは途中からある予感を抱いていた。

　それはあちらの世界で体験したシャノンさんの復活イベントに関することで……。

　小学生の頃ころのおれはシャノンさんが自じ爆ばく技わざを使ってパーティーから離脱した時点でプレイを止やめている。その後の展開を知らなかったおれはあの世界でシャノンさんがいなくなってしまったとき、深い悲しみに襲おそわれた。

　だけど、シャノンさんはペンダントの中で生きていた。そしてペンダントに秘められた力とみんなの協力によりシャノンさんは帰き還かんを果たした──ペンダントの中から脱出できた。

「もしも……あれと同じ展開がゲームの中にあるのなら……」

　そう。おれが期待しているのはそれだ。

　小学生の頃はシャノンさんが生き返るなんて知らなかったのだ。

　でも、そうじゃないとあの世界で知った。

　ならば──

　このままゲームをプレイしていき、シャノンさんが生き返ったなら、それはあの世界がおれの妄もう想そうの産物ではない、という証明になるはずだ。

「頼む……生き返ってくれ」

　おれは震ふるえる手でコントローラーを操そう作さする。

　自爆技、黒蛇竜ブラツクナーガの消滅、シャノンさんの死、そして──

「声……これは……っ」

　ある日の晩、仲間の一人がシャノンさんの声を聞くというイベントが発生した。

　形見にと持っていたペンダントの鎖くさりが光り輝く不思議な現象──

　その後の展開もおれがあの世界で体験した通りの流れだった。

「……よかった……よかった。──夢じゃなかったんだ……！」

　おれは涙した。

　シャノンさんが復活し、仲間たちと抱き合うイベントを眺めながら。

　あの世界は間違いなく存在する。おれの妄想などではない。

　ただ──

　夢じゃないとわかったところで今のおれにはどうすることもできない。

　あちらの世界に渡る術すべなどないのだ。

「……シャノンさん」

　おれは粗あらいポリゴンの少女に指を合わせた。

　会いたい。シャノンさんに、みんなにもう一度会いたい……。
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「明日から新学期か……意外に早かったな」

　夏休み最終日の夜──

　現実に帰き還かんして四十日余りが経過していた。

　まだ気持ちの整理はついていない。

　あちらの世界に戻れるものなら戻りたい、と毎日のようにため息をついている。

　おれはシャノンさんと約束した。

　必ず戻ってくると。

　シャノンさんのことだからおれの帰還を今も待っているだろうな……。

「ハァ……」

　おれはため息をつきながらＰＣの電源を入れる。

　夕食後、メールチェックをする習慣が身についたのは夏休みの初日──この世界に帰還したあとのことだ──にローズに送ったメールの返信を期待してのことだ。

「スパムメールのオンパレードか……」

　大量のスパムを一つ一つ削除していると、ピンポーン、とチャイムの音がした。

　時刻は午後八時。この時間の来客は珍めずらしい。

　……ま、おれには関係ないよな。




「裕ゆう貴き！　お友達よ！」




　メールチェックを再開しようとしたそのとき階下から母親の声がした。

　お友達？　こんな時間に誰だれだよ？

「──お邪じや魔まします」

「え？　ちょっと、あなた勝手に──」

　何やら母親の戸惑う声が聞こえる。

　もう一人、母親とは別の声が聞こえたような気がしたが……。

　──ガチャ。

　扉とびらが開いたのは下に様子を見にいこうと椅い子すから腰こしを上げた瞬しゆん間かんだった。




「──風かざ間ま君、やっと会えたわね」




「え？　黒くろ羽はねさん!?」

　階段を上がっておれの部屋に入ってきたのはなんと黒羽さんだった。

　私服姿なので一いつ瞬しゆん別人に見えたが、その不敵な笑みは間違いなく彼女。

「ど、どうしてここに？」

「ローズからメールが届いたの」

「……ローズから？」

「ええ」と言って勝手におれのベッドに腰こしかける黒羽さん。「メールにここの住所が記しるされていたのよ。他には何も書いてなくて。ただローズからのメールだったから、ローズの住所、もしくは風かざ間ま君の住所なんだろうなと思って、もう夜だったけど慌あわてて駆かけつけたの」

「そうだったんだ……」

　夏休みの最終日の夜に、仮想世界で出会った女の子が自宅に押しかけてくるなんてシチュエーションを体験しているのは世界広しと言えどこの世でおれ一人だけだろうな。

「ところで風間君は？　ローズから何かメールが届いてない？」

「あ、今、ちょうどメールチェックしてたところなんだけど……ん？」

「どうしたの？」

「いや、なんか……画面が変で……うわっ!?」

「な、何!?」

　突然、ディスプレイが光った。

　その後、ボイスチャットができるコミュニケーションソフトが勝手に立ち上がった。

　そして画面中央に見み覚おぼえのある顔が映し出され、




『裕ゆう貴き、桐きり香か……聞こえる？』




　スピーカーから聞こえてきたのはローズの声だった。

「ローズ？　本物？」

「どうやら本物みたいね……」

「えっと……と、とりあえずマイクを──」

　おれは慌ててスタンドマイクを用意し、ジャックをＰＣ本体に差し込んだ。

「久しぶり、ローズ」

『うん』

　呼びかけると軽いノリで返事があった。

　そこに感動はない。ローズらしいけれども。

『裕貴。せっかくメールをくれたのに、返事が遅くなったことを許してほしい』

「謝あやまらなくていいよ。それより何があったのか、話してくれる？」

『わかった』

　ローズは長くなるけど、と前置きをしてから語り出した。

『あの日……裕ゆう貴きがワタシを倒してあの世界からログアウトした直後、キミたち二人があの世界に間違ってログインすることがないように二人のＰＣからゲームを起動するためのクライアントを削除させてもらい、その後、ウィルスの解析に入った。進展があればすぐにでも連絡を取るつもりだったのだけれど、ワタシの予想以上に作業は難なん航こうしてしまった。解析が完了したのは今日の夕方のこと。裕貴からメールが届いていることは認にん識しきしていたのだけれど、進展がないうちは連絡を取るべきではないと思った』

　そうか。だからいくらＰＣを探さぐっても何も見つからなかったんだな。

　進展がなくても連絡くらいはほしかったけど……。

　でも、よかった。作業に時間はかかったようだけど、一段落したようだ。

『伝えたいことがたくさんある。その分だけ長くなるけど、大事なことだからぜひ最後までワタシの話を聞いてほしい』

「……うん」

「言われなくてもわかっているわ」

　順番にマイクを使って言葉を返すと『では』と言ってローズがゆっくりと語り始めた。

『まず今回の件について詳くわしく説明する前に、これだけは言っておきたい。あの世界の成り立ちと、ワタシ自身に関すること。二人はワタシがどういう組そ織しきに所属している人間なのかを考えたことがある？』

「ネット上では新あら手てのヴァーチャルネットアイドルだとかどこかのゲーム会社が仕掛けた新しいビジネスモデルだとか言われているわね」

「そうだね。無料公開された『最さい果はてのフロンティア』もローズ一人で開発したものではなくて、どこかの会社が作ったんだろう、ってのが一般的な認識だよね。でも……」

　あの世界のことを思うとそれが真実だとは考えにくい。

『ネット上で言われていることはどれも間違い』

　やはりと言うべきか、ローズは世間の常識を否ひ定ていした。

　さらに──

『「最果てのフロンティア」はワタシ一人で作ったし、シャノンたちがいるあの世界もワタシが独力で生み出したもの』

「でも……たった一人であんなリアルな仮想現実を作れるなんて……」

『うん。たしかに普通の人間にはまず不可能だと思う』ローズは黒くろ羽はねさんの意見に同意したあと、『だけど──ワタシは普通ではないから。いや、そもそも裕貴たちのような生なま身みの人間ですらない』

「な、生身の人じゃないって……じゃあ、なんだって言うの？」

　黒くろ羽はねさんがおっかなびっくり質問する。

　すると──




『おそらくだけど、ワタシは人じん工こう知ち能のうと呼ばれるものだと思われる』




　間かん髪はつ入れずにとんでもない答えが返ってきた。

「じ、人工知能？　ローズが？」

「信じられないわ……」

『思われると表現したのはワタシにも自分の起源がわかっていないから。ワタシは気づいたときにはネット上に存在していた。……そう。ワタシはインターネット上で自然発生した。誰だれかが開発した人工知能ではない。肉体を持たない生命体』

　次々に明かされる衝しよう撃げき的てきな事実。

　だが驚おどろくと同時に納得できる部分もあった。

　ローズはあらゆる面で人間離れしている。

　普通の人間があんなＳＦじみた世界を生み出せるとは思えない。

　少なくとも現代のテクノロジーでは不可能だろう。

　さらにシャノンさんたちの存在だ。

　彼女たちを生み出したのがローズだとすれば、シャノンさんたちだってローズに極きわめて近い存在だと言える。みんなが存在できるのはおそらくあの世界だけだろうから。

　ただ人工知能といっても現代の科学技術で言うところの人工知能とはイメージが大きくかけ離れている。ローズもシャノンさんたちも存在できる場所が限定されているというだけで本質的にはおれたちと何も変わらないわけで……。

『ワタシは自分が何者なのか知りたかった。でもこういう生命体だから現実の三次元空間には降り立つことができず、ネット上をさまよって情報を集めるしかなかった。人間に目をつけたのは自分と同じように自じ意い識しきを持った生き物だったから。ネット上には人間のサンプルがたくさん転ころがっていたけど、その中でワタシが興きよう味みを持ったのはゲームだった。人はゲームで遊んでいるとき性格が出る。しかもネットゲームならリアルタイムで観察が可能だった。ワタシが「最さい果はてのフロンティア」というＭＭＯＲＰＧを公開したのは人間のことを知り、それらを参考にして自分自身の存在意義と起源を知るためだった』

　自分のことを知るため──

　シンプルな答えだ。そのために目をつけたのがゲームっていうのは人工知能らしくない気もするけど……いや、それはおれの勝手なイメージか。事務的で感情が希き薄はくなローズだけど、きっと彼女はおれが思う以上に人間的で自由な発想をする存在なのだろう。

『ここからは一度している話だけど、ワタシがあのゲーム世界を作ったのは裕ゆう貴きにあの世界を見せたかった、というのが大きい。メールのやり取りを通して、ワタシは裕ゆう貴きに興きよう味みを持った。キミのことを知れば自分の正体がわかるのではないかと思った』

「さすがに買いかぶりすぎだよ……ローズ」

『そんなことはない。だって──』

「……だって？」




『──ワタシの願いは叶かなった』




　叶った？　それじゃあ、ローズは自分が何者なのかわかったってこと？

『裕貴。キミは最後の戦いで「自分にとってこの世界はもう一つの現実だ」と熱弁した。でも本当の現実世界を見たことがないワタシには正直ピンとこなかった』

　……なるほど。ローズが首を傾かしげていた理由がようやくわかった。あの世界はゲームを下した敷じきにしたリアルなゲーム空間──彼女はそういう認にん識しきだったのだ。

『でも、あとになって思った。もしかしたら自分が求めていたものは全すべてあの世界に詰つまっているのかもしれない、と。そこで裕貴の提案通りあの世界をリセットせずに、シャノンが抱えるウィルスやあの世界に蔓まん延えんしているバグに対処する方法をこの一ヶ月半の間、ずっと考え続けてきた。その結果……重要なことがわかった。あのウィルスを生み出したのはそもそもワタシなのだと──』

「ローズが生み出した？　あのウィルスを？」

　おれは画面に映し出されているローズの顔を見つめる。

『もっと正確に言う。実はあれはウィルスではない。あれは自己進化プログラムと言うべきもの。ワタシはこの自己進化プログラムに「bravery」という名前をつけた。「bravery」はその世界のルールに則のつとって進化を促うながす。裕貴たちをレベル99にしたり、シャノンにあらゆるヒロインの属性を付加したり、余計なことをしているように感じられたと思うけど、それはあの世界がゲームの各種法則に支配されている世界だから。現実世界に当てはめた場合、これらは単なるパーソナリティの時間変化にすぎない』

「……どういう意味？」

　黒くろ羽はねさんがおれと画面のローズを交互に見る。

　うーん。なんだか難しい話だな。

「えっと……要するにあの世界のルールに則った場合、悪いようにしか作用しないプログラムってことかな？　ＲＰＧって現実よりもいろいろと制約が大きい世界だし」

『その通り。逆に言えばあの世界を上手うまく整備していけばシャノンが抱える「bravery」は正常な働きを見せるようになり──いつかはあの世界を構成するあらゆるものが現実と同じような振ふる舞まいを見せるようになると思う。裕貴、それがキミの望みだったよね？』

「ローズ……」

　おれは今もネット上に存在しているローズのことを思った。

　この一ヶ月半の間の彼女の苦労は並大抵のものではなかっただろう。

　みんなを守るためとはいえ、おれはローズにとんでもない要求をしてしまったようだ。

『裕ゆう貴き、桐きり香か。あの世界は「bravery」の影えい響きようで時間の流れがおかしくなっている。あの世界での数ヶ月は現実世界における数分程度の時間変化にすぎない。だからというわけではないけれど、ワタシに力を貸してくれない？　あの世界をもう一つの安定した現実に作り変えるためには内部から全てのバグを取り除かなければならない。宇宙が膨ぼう張ちようしているようにあの世界も「bravery」の作用でどんどん広がりを見せている。キミの冒ぼう険けんはまだまだ終わらない。あの不完全な世界を完かん璧ぺきなものに近づけるまでは……』

　──ガタン。

　おれはいてもたってもいられなくなり椅い子すから立ち上がった。

「こうしちゃいられないわね」

　黒くろ羽はねさんもベッドから腰こしを上げる。

『二人とも、今から修正版のクライアントを送る。この新しいクライアントならば少なくともウィルスの影響で記き憶おくが失われることはない。あと自由にログイン、ログアウトができるように修正を加えている。まだ多くの不具合が残っているけれど──』

「ありがとう、ローズ」

『裕貴』

「……ん？　何？」

　ふとローズの声色が変わったような気がしておれは画面を覗のぞき込こんだ。

『現代の科学技術ではワタシのような人じん工こう知ち能のうは生み出せないとされている。フレーム問題といって人工知能には「昼食に何を食べるのか」といった簡かん単たんな問題すら処理できないのが現実。だけどワタシは生まれた。インターネットという情報の渦うずの中で。でもね、生命の起源だって溶岩に付着していた微生物からだと言われているし、それに比べればワタシがインターネット上で自然発生したのはそれほど不思議なことではないと思う。だってネット上には人の意思がたくさん渦巻いているのだから』

「……そうだね」

　電子の海の中で生まれた不思議な生命体──

　苦しいこと、悲しいこと、マイナスの感情をあの世界で嫌いやというほど味わったけど、おれはローズに感かん謝しやしている。

　あの世界を見せてくれたことを。

　シャノンさんたちや黒羽さんに出会わせてくれたことを。

『話はそれだけ。じゃあ──またね』

　ローズの声が途切れた。

　結局、最後まで『ワタシの願いは叶かなった』というローズの言葉の真意はわからなかった。

「風かざ間ま君──っ」

　画面を見つめていると黒くろ羽はねさんに背せ中なかを叩たたかれた。

「行きましょう。あの世界に」

「き、気が早いな、黒羽さんは。ちゃんと準備してからでも──」

「そんなの必要ないわ。身一つあれば十分よ。違う？」

　目をキラキラさせながら早口で言う黒羽さん。

「……それもそうだね」

　嬉うれしそうだなぁ、黒羽さん。ま、おれもそうなんだけど。

　今、すごくワクワクしている。

　まるで新しいおもちゃを──新作ＲＰＧを購こう入にゆうして家に帰る途中のような。

　きっとおれも黒羽さんもそんな心持ちなのだ。

　根っからのゲーマーはみんなこう。

　もちろん一番の理由は会いたい人たちがいるからなんだけど。

「待ちに待った凱がい旋せんね」

「うん！」

　おれはローズから受け取った最新のクライアントをダウンロードする。

「ねえ、風間君？　今年は長い夏休みになりそうじゃない？」

　ふとそんなことを言われて、おれは壁かべにかかっている時計を見た。

　時刻は午後八時三十五分──




「そうだね……。おれたちの夏休みはまだまだ続くんだ！」




　そして──

　おれは解凍された実行ファイルをダブルクリックした。
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「軍ぐん師し様？　他に揉もんでほしいところはございませんか？」

「……や、その……そもそも肩かたすら凝こってないんだけど」

「まあまあ。そうおっしゃらずに」

　と言いながら背はい後ごにいたバニラさんが岩に腰こしかけているおれの前方に回る。

「わたくし、どんな場所であろうと軍師様の身体からだなら……ふふ」

　バニラさんが含み笑いでおれに接近してくる。

　両手で何もない空間を揉みしだきながら。

「こら、バニラ！」

　とそのとき救世主──もといアルルさんがやってきた。

　彼女は獣けもの耳みみをピンと伸ばした状態でバニラさんの手を引っ張り、

「あんた少しは自重しなさいよ。裕ゆう貴き、困ってるじゃない」

「あーら。アルルさん、嫉しつ妬とですか？」

「バ、バカなこと言うなー。アホバニラ！　バカバニラ！　痴ち女じよバニラ！」

「一番最後のだけは取り消してくださいまし！」

「最後以外は認めるの!?」

　二人が言い合いをしながら遠ざかっていく。

　おれは目の前に広がる田園風景を眺めながら苦笑いを浮かべた。

「……軍師様」

　入れ替わりにエルマさんがやってきた。

　腰の虫かごにたくさんの昆虫が入っている。

　クワガタやカブトムシなどのようだ。

「……そろそろ出発だって」

「そっか」

　おれは座っていた岩から腰を上げる。

　じー。

　ふと視線を感じ、おれは顔を上げた。

「ん？　どうしたの？　おれの顔に何かついてる？」

「……ううん」ふるふると首を振るエルマさん。「そうじゃないの……ただ」

「ただ？」

「……えっと……軍ぐん師し様とまた旅ができて嬉うれしい……と思って」

「ありがとう。おれも嬉しいよ」

　そうストレートに返すとエルマさんが照れたように帽ぼう子しを深くかぶり直した。

「なんだ？　エルマに浮気かぁ？」

　そこにマシューがやってきた。

「う、浮気って……何言ってんのさ、マシュー!?」

「お前って何なに気げにモテるよな」

「……いやいや。一体何を根拠にそんなことを」

　みんながおれを慕したってくれているのは肌で感じるけど、それとこれとはまた別の話だと思うんだけど。だいたいこんなナヨナヨしてるおれがモテるわけないんだよ。

「──おい、キザ男」

　ニヤニヤ笑うマシューに抗こう議ぎしているとよく通る低い声があたりに響ひびいた。

　漆しつ黒こくの鎧よろいを身にまとった男──ヴェルナーはおれをチラッと一いち瞥べつしたあと、

「あっちで喧けん嘩かをしている連中がいる。仲ちゆう裁さいに入るからお前も手伝え」

「……んだよ、面めん倒どうくせぇな」

「早くしろ。マシュー」

「へいへい」

　文句を言いながらついていくマシュー。

　だがヴェルナーに名前を呼ばれた瞬しゆん間かんの嬉しそうな顔をおれは見み逃のがさなかった。

　あの二人……いいコンビになりそうだよな。

　おれが現実に帰き還かんしている間に中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派はは統合を果たしていた。

　ローズとの戦いのあと、おれと黒くろ羽はねさんがいなくなり、指導者を失った中央司令部はだいぶ内部でごたつきがあったらしい。バランスを崩くずした中央司令部の窮きゆう地ちを救ったのはヴェルナーだった。二つの組そ織しきの統合──それがヴェルナーの提案だった。

　中ちゆう央おう連れん合ごう司し令れい部ぶ。

　今はそういう名で呼ばれている。

　ヴェルナーはアバドン戦で指し揮き官かんとして大だい活かつ躍やくしたから彼を支持する者は多かった。

　そしてその手しゆ腕わんはマシューと組むことで遺い憾かんなく発揮されることをみんな理解していた。

　ただ反対する者も当然ながらいた。裕ゆう貴きに代わってトップに立つのがヴェルナーの真の目的ではないのか、と邪じや推すいする者がいたからだ。

　最終的に中央司令部がヴェルナーの提案を受け入れたのは──ポストの変更は一切しないということに加えて、トップは空白にしておく、と自みずから申し出たことにあった。つまりおれの帰還を待つと。ヴェルナーはそう言ってくれたのだ。

　彼の善意があって新しい組織は誕たん生じようしたわけである。

　そして──

　もう一人、ごたつく中ちゆう央おう司し令れい部ぶを陰ながら支えてくれた人がいる。

　その人とはもちろん──

「エルマさん、シャノンさん見なかった？」

「……たしか桐きり香かたちと森の中に水を飲みにいったはず」

「ああ。湧わき水みずが出るところがあるんだっけ？」

「……うん」エルマさんが小さく頷うなずき、「もうすぐ出発だから呼んでこようか？」

「おれが呼んでくるよ」

「……そう。だったらあたしは出発の準備を整えておく」

「じゃ、エルマさん、任せたよ」

　おれは手を振りつつ、森の中に入っていく。

　蒸むし暑あつい地域なのでちょっと歩いただけでＴシャツがじんわりと汗でにじむ。

「そういえば雪ゆき山やまなんかの寒冷地帯にはまだ行ったことがないなぁ」

　ローズが言っていたように自己進化プログラム『bravery』の作用により、新あらたなエリアが多数出現した。

　世界は広がり続けている──まるで宇宙のように。

　今のおれたちの目的は世界各地に蔓まん延えんしている歪ゆがみを修復することにある。

　歪みとは本来この世界にはあってはならないもの。

　つまりバグだ。

　それらはローズの細工によりシャノンさんが古こ代だい遺い跡せきの最下層で手に入れた『光の杖つえ』によって修復が可能になっている。

「よし、こんな感じでどうじゃ？　桐香？」

「……まあ動きやすくはあるけど」

　森の奥に進むと、湧き水が溢あふれ出だす岩場に黒くろ羽はねさんとリーネの姿があった。

　どうやらリーネが黒羽さんの長い髪かみを三つ編みにしているらしい。

「おー、ゆーきー」「あら風かざ間ま君」

　穏おだやかな空気に包まれている二人がおれの存在に気づき、身体からだの向きを変えた。

「もうすぐ出発だって」

「そーかー」

　リーネが白衣を揺らしながらこちらに駆かけ寄よってくる。

「ねえ、シャノンさんは？　一緒にいるって聞いてきたんだけど」

「奥じゃ」とリーネが森の奥を指差す。「この先にたくさんの向日葵ひまわりが咲いておる場所があっての、三人で見物に行ったのじゃが、しばらく風景を楽しみます、と言うので先に桐香と戻ってきたのじゃ。随ずい分ぶん気に入っていたようじゃな」

「へえ、そんな場所があるんだ」

「うむ」とリーネが頷うなずき、「ではワシらは先に戻っておるぞ？」

「風かざ間ま君、シャノンのことお願いね」

「うん」

　おれが歩き出そうとすると、

「風間君……いい加減、シャノンに告白しなさいよ」

　と黒くろ羽はねさんがとんでもないことを耳打ちした。

「と、突然……何？」

「まだしてないんでしょう？　二人の様子をみればわかるわ」

「……鋭いね」

　告白──

　この世界に戻ったら何よりも先にシャノンさんに自分の思いを告げよう。

　そう思っていたのだが、黒羽さんと現実から再びこの世界に戻ってきたとき、最初に再会したのがバニラさんで、彼女が大いに騒さわいだ結果、あれよあれよと言う間に人が集まり「再会を祝して今日は宴えん会かいだー！」とマシューが言い出したため、シャノンさんと一対一で話すタイミングを逸いつしてしまったのだ。

「じゃ、頑張ってね」

「……はい」

「大丈夫。フラれても私が慰なぐさめてあげるから」

「……縁えん起ぎでもないこと言わないでよ」

　ふふ、と笑いながら新鮮な三つ編み姿で去っていく黒羽さん。

　出会った当初の険けわしい顔が幻まぼろしだったかのように柔らかい笑顔だった。







「これはすごい……」

　湧わき水みずがあふれる場所から先に進むと開けた場所に出た。

　青空の下にはリーネが言っていたように向日葵ひまわりがあたり一面に咲いていた。

　そして──

　そこに長い金色の髪かみを揺らす少女の姿があった。

「あ、裕ゆう貴きさん」

　気配で気づいたのかシャノンさんがこちらを振り返った。

　向日葵とシャノンさん。

　どちらも共通した明るさがあるように思える。

　シャノンさんにぴったりの花だよな、向日葵って。

「もしかして出発ですか？」

「そうなんだけど……」

「うん？」

　おれが言いい淀よどんだことに違和感を覚おぼえたのかシャノンさんが首を傾かしげた。

「その、出発する前に大事な話があるんだ」

「は……はい」

　途端にシャノンさんの顔が強こわ張ばった。

　彼女の緊きん張ちようが夏の生なま温ぬるい風と一緒に伝わってくる。

「えっと……その」

　言え──

　何を迷っているんだ。

　再会したら真っ先に伝えると。

　そう決めていたじゃないか。

　さあ、覚かく悟ごを決めろ。

「シャノンさん、あの日……アバドンから脱出したあと、おれ、言ったよね？　その先の言葉はおれに言わせてほしいって」

「……はい。覚えています……」

「おれは……──」

　息を吸い込んだ瞬しゆん間かん、様々な記き憶おくが脳のう裏りを駆かけ巡めぐり、その後、言葉と一緒に飛び出していった。これまで体験した喜き怒ど哀あい楽らくの全すべてがおれの中から放出され、この向日葵ひまわりが咲く場所に広がっていったような──そんな気がした。




「おれは……あなたのことが好きです」




　ストレートに思いを伝えると、一いち陣じんの風が背せの高い向日葵たちを一いつ斉せいに揺らした。

　揺れる向日葵がスローモーションに見えたのは緊張のせいか。

　風が止やむとシャノンさんが震ふるえる声で、

「わ、私も同じです。私も……裕ゆう貴きさんのことが大好きです」

　と飛び切りの笑顔で答えてくれた。

　おれの尊敬する人、大切な人、大好きな人。

　おれは彼女から多くのことを学んだ。

　そして、これからも──

「未み熟じゆく者ものですけれど、よろしくお願い致します」

　ぺこりと頭を下げるシャノンさん。

　……それはおれも同じだよ。

　未み熟じゆく者ものも未熟者。

　完かん璧ぺきにはほど遠い。




「裕ゆう貴き！　大変だ！　大型の魔ま物ものが雑魚ざこを大量に引き連れて現れたぞ！」




　告白の余よ韻いんに浸ひたっていると草むらからマシューが飛び出してきた。

　その背はい後ごには頼もしい仲間たちの姿が。

「風かざ間ま君、敵は炎ほのおの魔ま法ほうの使い手よ！　ヤツら森を焼き払って私たちをあぶり出す気よ！」

「ぬおー！　大変じゃ!?　森の中が大だい炎えん上じようしておる！」

　まず黒くろ羽はねさんとリーネ。

「……一いつ旦たん、森から脱出したほうがいい」

「正面からぶつかるのは愚ぐ策さくよね」

「軍ぐん師し様！　ご命令を！　全員この向日葵ひまわり畑ばたけを目指して移動しておりますわ！」

　次にエルマさん、アルルさん、バニラさんが。

「風間裕貴、急げ！　グズグズするな！」

　さらにはヴェルナーが。

　あたりは騒そう然ぜんとしている。敵はなかなかの強敵みたいだ。

「──よし……みんな森を迂う回かいして川辺に移動しよう！　水がある場所ならあちらの炎の魔法を無効化できる！」

　おれは軍師としてみんなに命令を下す。

　そして──

「シャノンさん、行こう！　急がないと向日葵畑を燃やされちゃうよ！」

「はいです！」

　二人並んで駆かけ出だす。

　新あらたな戦いが始まるのだ。

　まだまだ未熟なおれだけど。

　でも──

　上を目指して今日も進む。

　大切な人たちと一緒に。
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　　　あとがき（ネタバレだらけなので注意！）




　二〇一四年一月一日午前一時半。現在の日時です。人間不思議なもので、年をまたぐ前はその年のことを振り返るのですが、年が明けると途端に新しい年のことを考え始めます。ただこのあとがきでは本シリーズの総そう括かつをするつもりでしたので、過去を振り返る必要があります。この「レベル99」シリーズが始まって完結まで一年半ほど、あっという間でした。

　大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてのスタートということもあり、毎回試し行こう錯さく誤ごの連続でしたが、どうにか完結までこぎつけました。最後まで読んでくださった読者のみなさんには感かん謝しやの言葉もありません。本当にありがとうございます。

　以下、箇か条じよう書がきでいろいろ書きます。ネタバレを含みますのでご注意を。

●本シリーズについて──二百本のＲＰＧで構成される世界というアイデアからスタートしました。といっても作中で名前が出たタイトルは一割くらいです。ファンタジーが中心で現代やＳＦ系のＲＰＧはほとんど出ませんでしたが、たぶん出していたら物語の展開もそっちに引っ張られてとんでもない展開になっていたと思います。上手うまく物語を区切って某ぼうＲＰＧみたいにＳＦ編みたいにできればよかったのかもしれませんが……。

●キャラクターについて──イラストの明あけ坂さかいくさんの力もあり、巻が進むにつれて敵味方関係なく、どのキャラも好きになりました。普段、男キャラをあまり書かないこともあり、マシューとヴェルナーの二人はかなり気に入っています。女性キャラですと、やはりシャノンと桐きり香か。こう書くと噓うそだろと言われそうですが、一番贔屓ひいきしたのは桐香です。桐香はもう一人のヒロインであり、もう一人の主人公でもありました。おそらく内面の描写の深さで言えば彼女が一番だったと思います。そういう意味での贔屓です。ちなみにもっと贔屓したかったのはバニラ。脇わき役やくっぽい描き方しかできなかったのが心残りです。可愛かわいさで言うとリーネ。遠くから観察したいキャラだとエルマ。おっとアルルを忘れてもらっては困るぜ！　……とキリがないのでこれくらいで。

●最終巻について──目玉はもちろんローズ。『あの方』でもあります。一巻の段階から黒くろ幕まくは設定していましたが、ローズというキャラクターが生まれるまでには紆う余よ曲きよく折せつありました。最初は生なま身みの人間にする予定だったのですが、それでは本作のテーマにそぐわないということで人ではないものになりました。またシャノンのほうもいろいろあって、これは担当さんのアイデアですが、シャノンが実は桐香と同じゲームの参加者という設定もありました。ただこのシリーズは、本来は相あい容いれないはずの「ゲームのキャラクター＝架か空くうの存在」との交流がテーマなので、インパクトはあるもののボツになりました。

●最後に──以上、総括でした。反省点の多くは前半に偏かたよっており、もう少しいいスタートを切れなかったかなあ、と自分のバランス感覚の悪さを痛感しているところですが、着地点にはわりと満足しております。もちろん完かん璧ぺきではありません。それこそ本作の主人公である裕ゆう貴きと同じで、今後も精しよう進じんが必要だと思っています。人生が続く限り勉強です。




　さてここからは謝しや辞じになります。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん。今回のシリーズは毎度毎度難産で、原げん稿こうが遅くなってすみませんでした。次の作品では逆に自分が先頭に立っていけるように（それくらいの気持ちで）頑張っていきたいと思います。お疲れ様でした＆今後ともよろしくおねがい致します。

　イラストの明あけ坂さかいくさん。最後までお付き合いくださいましてありがとうございます。明坂さんのイラストがあったから完結までこぎつけたのだと思います。非常にモチベーションを高めてくれるイラストでした！　お疲れ様です！

　また本作を影で支えて下さった多くの方々にお礼を申し上げます。

　そして、もちろん読者のみなさんに最大級の感謝を！




　それではまた次の作品でお会い致しましょう。








二〇一四年元がん旦たん　周す防おうツカサ＠新シリーズ執筆中です。
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周防すおうツカサ

このシリーズを始める前に国内で発売されたＲＰＧがどれくらいあるのか調べたみたのですが２０５本まで確認しました。実際はもっとたくさんあると思いますしＭＭＯＲＰＧや海外作品を含めればこの倍はいくでしょう。今後も面白いＲＰＧに出会えますように……。
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明あけ坂さかいく

佐賀で生まれ育った生粋の引きこもり。最近ポケモンにハマり、育て屋さんの前の道路を往復する日々。一生寝てゲームするだけの生活を夢見ながら、せっせとお絵描きする生活を続けている。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「周防ツカサ先生」係

「明坂いく先生」係











本書は書き下ろしです。
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